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平成２６年第２回高森町議会定例会（第１号） 

 

平成２６年６月１８日 

午前１０時００分開会 

於    議    場 

１．議事日程 

 町長あいさつ 

 開会（開議）宣告 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

         ３番 興梠 壽一君 

         ４番 芹口 誓彰君 

 日程第 ２ 会期の決定 

      （１） 会 期 （８日間） 

            自 平成２６年 ６月１８日 

            至 平成２６年 ６月２５日 

      （２） 会期及び審議の予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日程第 ３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

日程第 ４ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

   月  日 会議の種類 備     考 

 ６月１８日（水） 本会議 議案審議 

 ６月１９日（木） 休 会 総務常任委員会 

 ６月２０日（金） 〃 文教厚生常任委員会 

 ６月２１日（土） 〃  

 ６月２２日（日） 〃  

 ６月２３日（月） 〃 建設経済委員会 

 ６月２４日（火） 本会議 一般質問 

 ６月２５日（水） 〃 委員長報告・採決 
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日程第 ５ 議案第３６号 高森町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第 ６ 議案第３７号 高森町個人情報保護条例の一部改正について 

 日程第 ７ 議案第３８号 高森町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部改正について 

 日程第 ８ 議案第３９号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

 日程第 ９ 議案第４０号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

 日程第１０ 議案第４１号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

 日程第１１ 議案第４２号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

 日程第１２ 議案第４３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

 日程第１３ 議案第４４号 高森町色見総合センター再生可能エネルギー基金条例の

制定について 

 日程第１４ 議案第４５号 監査委員に関する条例の一部改正について 

 日程第１５ 議案第４６号 平成２６年度高森町一般会計補正予算について 

 日程第１６ 議案第４７号 平成２６年度高森町介護保険特別会計補正予算について 

 日程第１７ 議案第４８号 平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて 

 日程第１８ 休会の件について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

１ 番  宇 藤 康 博 君        ２ 番  後 藤 三 治 君 

３ 番  興 梠 壽 一 君        ４ 番  芹 口 誓 彰 君 

５ 番  立 山 広 滋 君        ６ 番  森 田   勝 君 

７ 番  田 上 更 生 君        ８ 番  甲 斐 正 一 君 

９ 番  三 森 義 高 君       １０ 番  後 藤 英 範 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

町    長  草 村 大 成 君   教 育 長  佐 藤 増 夫 君 

総 務 課 長  佐 藤 武 文 君   財政指導監  村 上 源 喜 君 

財産管理課長  安 方   含 君   政策推進課長  東   幸 祐 君 
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健康推進課長  馬 原 恵 介 君   住民福祉課長  阿 南 一 也 君 

税 務 課 長  沼 田 勝 之 君   農林政策課長  後 藤 健 一 君 

建 設 課 長  松 本 満 夫 君   会 計 課 長  岩 下 公 治 君 

教育委員会事務局長  阿 部 恭 二 君   監査委員事務局長  甲 斐 敏 文 君 

総務課長補佐  後 藤 一 寛 君   財産管理課長補佐  田 上 浩 尚 君 

政策推進課長補佐  古 澤 要 介 君   健康推進課長補佐  河 﨑 みゆき 君 

住民福祉課長補佐  丸 山 雄 平 君   税務課長補佐  佐 伯   実 君 

農林政策課長補佐  安 藤 吉 孝 君   建設課長補佐  荒 牧   久 君 

総務課財政係長  岩 下   徹 君 

 

５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  佐 藤 幸 一 君   議会事務局庶務係長  白 石 孝 二 君 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

お待たせをいたしました。 

会議に先立ち、町長のごあいさつをお願いいたします。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） おはようございます。 

本日、平成２６年第２回高森町議会定例会を招集いたしましたところ、議会の皆

様方には公私ご多用中にも関わらず、ご出席いただき誠にありがとうございます。

また先般、議会のほうで大変長い間議論を尽くされ、大変立派な議会基本条例を制

定されたわけでございますが、条例後初の議会ということに関しまして敬意を表さ

せていただきます。 

さて、もうこの梅雨の季節になりますと、２年前の九州北部豪雨災害を思い出す

わけでございますが、約２年となった去る５月２５日、大きな被害を受けた上色見

地区を対象に、昨年は台風のため実施できなかった防災訓練を行わせていただきま

した。今回は、地域はもとより高森警察署の皆様、そして、消防の皆様、多くの皆

様のご協力により、訓練が実施できましたことに関しまして感謝申し上げますと共

に、この訓練に関しましては、訓練により問題点を見つけるということを位置づけ、

その問題点をしっかり今後は出していきながら、そして、反省をしていきながら、

そして、それを修正を繰り返して、そして、より良い防災対策ができるというふう

に考えておるわけでございます。また、その対策を現在思慮をいたしているところ

でございます。また、その他、町内の各地域での自主防災組織の活動が大変活発と

なっており、町民の皆様の防災に対する理解が深くなっているものと行政といたし

ましては、大変心強く感じているところでございます。 

６月２日に梅雨入りをいたしまして、これを感じさせないような天気が続いてた

わけでございますが、昨日より梅雨の時期らしい雨というふうな感じを受けてると

いう次第でございます。改めて、防災に対する備えを怠らないように職員に指示し

たところでございます。また、議会の議員の皆様もそして、町民の皆様に十分な備

えをいただけますよう、議員の皆様各自お帰りになられた際には、是非とも町民の

皆様にそのようなお話をしていただきますことをお願い申し上げたいと思います。 

さて、本定例会にご提案いたします案件は、人権擁護委員の推薦に関する諮問の

２件、条例の制定、各会計補正予算など、議案１３件、計１５件でございます。 

よろしくご審議をいただき、ご決定賜りますようお願い申し上げ、本定例会の招
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集のご挨拶と代えさせていただきます。 

○議長（田上更生君） ありがとうございました。 

ただいまから、平成２６年第２回高森町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（田上更生君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、３番 興梠壽一君、４番 

芹口誓彰君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（田上更生君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

会期の決定につきましては、議会運営委員会に付託してありましたので、委員長

の報告を求めます。議会運営委員長 立山広滋君。 

○議会運営委員長（立山広滋君） おはようございます。５番、立山です。 

会期の報告を申し上げます。 

議会運営委員会に付託されておりました平成２６年第２回高森町議会定例会の会

期につきましては、本日６月１８日から６月２５日までの８日間と決定しておりま

す。 

以上、報告終わります。 

○議長（田上更生君） 議会運営委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月２５日

までの８日間と決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（田上更生君） 日程第３、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて提案理由のご説明を申し上げます。 
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現職の人権擁護委員の藤岡ミキ氏は任期６年にわたり、人権擁護行政にご尽力、

ご協力をいただきましたが、その任期が平成２６年９月３０日をもって満了するた

め、その後任として、高森町大字高森２２９６番地２、佐藤謙二氏をご推薦するも

のであります。 

同氏は、人格・識見高く、広く社会の実状に通じると共に人権擁護についての理

解も深く、人権擁護委員として適任者であり、人権擁護委員法第６条、第３項の規

定により、議会のご意見を求めるものであります。 

よろしくご審議をいただき、ご決定くださいますようお願い申し上げまして、提

案理由の説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

てを採決いたします。 

本案について、原案のとおり決定したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、諮問第１号、人権擁護委員

候補者の推薦につき意見を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（田上更生君） 日程第４、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて、提案理由のご説明を申し上げます。 

現職の人権擁護委員の佐藤徹氏は任期６年にわたり、人権擁護行政にご尽力、ご

協力をいただきましたが、その任期が平成２６年９月３０日をもって満了するため、

その後任として、高森町大字中１１９９番地、二子石竹徳氏をご推薦するものであ
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ります。 

同氏は、人格、識見高く、広く社会の実状に通じると共に人権擁護についての理

解も深く、人権擁護委員として適任者であり、人権擁護委員法第６条、第３項の規

定により、議会のご意見を求めるものであります。 

よろしくご審議をいただき、ご決定くださいますようお願い申し上げまして、提

案理由の説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

てを採決します。 

本案について、原案どおり決定したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、諮問第２号、人権擁護委員

候補者の推薦につき意見を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３６号 高森町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正につ

いて 

○議長（田上更生君） 日程第５、議案第３６号、高森町職員の高齢者部分休業に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） おはようございます。 

議案第３６号で提案いたしました高森町職員の高齢者部分休業に関する条例の一

部改正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

本条例は、高齢職員の加齢による諸事情への対応、地域ボランティア活動などの

地域貢献を目的とした部分休業について規定した条例でありますが、根拠法であり

ます地方公務員法第２６条の３の改正により本条例の改正の必要があるため、今回、

条例の一部改正をご提案するものでございます。 
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よろしくご審議いただき、ご決定賜りますようお願いいたしまして説明を終わり

ます。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから高森町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正についてを採決し

ます。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３６号、高森町職員

の高齢者部分休業に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第３７号 高森町個人情報保護条例の一部改正について 

○議長（田上更生君） 日程第６、議案第３７号、高森町個人情報保護条例の一部改正

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第３７号で提案いたしました高森町個人情報保護条例

の一部改正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

現行の高森町個人情報保護条例には、個人情報の保護に関する重要事項について

調査、審議していただく機関である個人情報保護制度審議会に関する規定がござい

ませんが、町などが設置する防犯カメラの運用などについて有識者等のご意見を伺

うため、審議会の設置が必要となっております。 

審議会等の設置については、地方自治法第１３８条の４、第３項の規定により、

条例で定める必要があるため、今回この条例の一部改正をご提案するものでござい

ます。 

よろしくご審議いただき、ご決定賜りますようお願いいたしまして、説明を終わ

ります。 
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○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） それでは、この条例に関しまして、１点だけお尋ねをいたしま

す。 

ただ今の防犯カメラ等の運用については、ほかの審議会でも検討しているわけ

でございますけれども、この条例の５０条の２の中で、審査会は、現状、第２項

から６項までの規定は審査会に準用するということになっております。 

審議会委員は不明でございますし、また審査会の同じになるかと思います。こ

の構成メンバーについての規定はありませんが、審議会ではどういったメンバー

を予定されているのか。また、審査会ではどういったメンバーを予定されている

のか人選にあたっては考慮されて、お互い審査会と審議会が役割を律するのが必

要だと思いますので、そのメンバー構成について、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） それでは、４番、芹口議員のご質問にお答えをいたします。 

審議会と審査会というふうに設けておりますけれども、審議会につきましては、

制度自体の運用について審議をしていただきまして、審査会につきましては、保護

条例に基づきまして、情報開示をいたします折に不服申立てがありましたときに審

査をいただくのが、審査会でございます。 

審議会につきましては、現在考えておりますのは、弁護士、それから個人情報保

護制度に精通された有識者、それから町内の代表の方あたりを今、考えているとこ

ろです。それから、審査会につきましては、それらの方々と重複しないことは、も

ちろんですけれども、公平に個人情報の開示ができているかどうかを審査していた

だく方を選任するように考えております。 

現在のところ、審査会は開催したことはございませんけれども、慎重に対応をし

たいというふうに考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） そのほかございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（田上更生君）異議なしと認めます。したがって、議案第３７号は、総務常任委

員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３８号 高森町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部改正について 

○議長（田上更生君） 日程第７、議案第３８号、高森町消防団員の定員、任免、給与、

服務等に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第３８号で提案いたしました高森町消防団員の定員、

任免、給与、服装等に関する条例の一部改正につきまして、提案理由の説明を申し

上げます。 

本条例につきましては、団員の減少。特に、野尻草部地区での減少が著しく、こ

れを補うため、本年４月から機能別団員制度を導入いたしましたが、町民の皆様の

消防に対する深いご理解、ご協力により、現在５０名の機能別団員に加入していた

だき、基本団員と併せ、総数が３１１名となったことから現在の定員２９０名から

の変更が必要となり、更に今後も機能別団員が増えることが予想されますので、定

員を３２０名に変更する改正をご提案するものでございます。 

よろしくご審議いただき、ご決定賜りますようお願いいたしまして、説明を終わ

ります。 

○議長（田上更生君） 総務課長。すみません。 

○総務課長（佐藤武文君） はい。 

○議長（田上更生君） 今、給与、服務のところを服装という。 

○総務課長（佐藤武文君） 間違えました。 

○議長（田上更生君） 訂正。一番最初を。 

○総務課長（佐藤武文君） 失礼いたしました。 

条例の名前ですけれども、高森町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する

条例でございました。訂正を申し上げます。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから議案第３８号、高森町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部改正についてを採決します 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３８号、高森町消防

団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正については、原案のとお

り可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第３９号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 日程第８、議案第３９号、辺地に係る公共的施設の整備計画に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第３９号でご提案いたしました辺地に係る公共的施設

の整備計画について、ご説明を申し上げます。 

今回の整備計画は、大字矢津田地区における町道整備事業に係るものでございま

して、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律

第３３条に基づき、ご提案申し上げるものでございます。この法律に基づく事業に

つきましては、辺地債の借入れが可能となりますと共に、元利償還金の８０％が地

方交付税の基準財政需要額に算入されることとなり、財政的にも優位なものとなる

ものでございます。 

今回のご提案の条件となります熊本県の計画の同意につきましては、平成２６年

６月１０日付けで同意を得ているところでございます。なお、対象事業につきまし

ては、当初予算の説明の際にご説明申しておりますが、町道村山高尾野線の改良工

事を行うものでございます。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明を終わり

ます。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） ２番、後藤です。 

非常に地域住民としては、ありがたい整備計画をいただけるということで思って
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おりますけれども、ちょっとだけ確認をさせていただきたいと思います。 

今、総務課長が述べられましたように、当初予算に計上されたものを今回整備計

画として挙げるということですが、金額的にですね、当初予算でお示しいただいた

金額とこれから出てきますほかの議案の中の数字が違っておりますが、どういった

ことでこの差異があるのか。ちょっとお尋ねしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） ２番議員のご質問にお答えいたします。 

ただ今の町道村山高尾野線の辺地の計画の内容でございますけれど、これは当初

予算での計画ということで、平成２６年度改良一式工事を行いまして、平成２７年

度は舗装を行うという予定で、この計画の内容に挙げてるのが現状でございます。 

以上でございます。 

○議長（田上更生君） 金額が違うのは、なぜかという。 

○建設課長（松本満夫君） 当初予算と現在の。 

当初予算では、概算請求と言いますか、実施設計で実施設計はまとまっていない

状況で、当初予算でもお断り申し上げておりましたように、補助事業の採択を前提

とした予算を計上しておりました関係で、金額の若干の当初予算とは変更があって

いるところでございます。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 建設課長の説明に補足いたしまして、説明をさせていただ

きます。 

村山高尾野線につきましては、予算の額につきましては、当初予算と平成２６年

度との分につきましては、当初予算のとおりでありますけれども財源の内訳として、

変更した部分がございますので、ご承知おきをいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ２番、後藤議員のご質問にお答えさせていただきます。 

建設課長と総務課長がお答えしたとおりでございます。当初予算のときにご説明

申し上げました、要は、国の交付金の部分です。この部分の財源が、どれだけ金額

が認められたかということが決定いたしましたので、それを配分を見直したという

ことでございます。ですから、工事内容については変わりません。大変、高森町と

しては、有効な工事が行うことが可能になる財源をいただいたわけでございますの
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で、その件に関しましては、委員会等でまた、建設課長のほうから詳細にご説明を

させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（田上更生君） そのほかございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号は、総務常任

委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第４０号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 日程第９、議案第４０号、辺地に係る公共的施設の整備計画に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第４０号でご提案いたしました辺地に係る公共的施設

の整備計画について、ご説明を申し上げます。 

今回の整備計画は、大字永野原地区における町道整備事業に係るものでございま

して、根拠法令や熊本県の同意等につきましては、先ほどご提案いたしました議案

第３５号でご説明した内容と同一でございます。なお、対象事業につきましては、

当初予算の際にご説明しております町道永野原・河原線の舗装整備でございまして、

この整備予定の全長６，４２８メートルのうち永野原辺地内の４５０メートルにつ

いて計画、提案するものでございます。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（田上更生君） さっき、３９号を３５号って言ったろ。 

○総務課長（佐藤武文君） 失礼いたしました。 

説明の中で、議案第３５号と申しましたけれども、３９号に訂正をさせていただ

きます。申し訳ありませんでした。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号は総務常任委

員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第４１号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 日程第１０、議案第４１号、辺地に係る公共的施設の整備計画

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第４１号でご提案いたしました辺地に係る公共的施設

の整備計画について、ご説明を申し上げます。 

今回の整備計画は、大字下切地区における町道整備事業に係るものでございまし

て、根拠法令や熊本県の同意等につきましては、議案第３９号でご説明した内容と

同一でございます。なお、対象事業につきましては、当初予算の際にご説明してお

ります町道永野原・河原線の舗装整備でございまして、今回、整備予定の全長６，

４２８メートルのうち下切辺地内４，８８２メートルについて計画、提案するもの

でございます。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申しまして、説明を終わります。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４１号は、総務常任

委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第４２号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 日程第１１、議案第４２号、辺地に係る公共的施設の整備計画
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についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第４２号で提案いたしました辺地に係る公共的施設の

整備計画について、ご説明を申し上げます。 

今回の整備計画は、大字野尻地区における町道整備事業に係るものでございまし

て、根拠法令や熊本県の同意等につきましては、議案第３９号でご説明した内容と

同一でございます。なお、対象事業につきましては、当初予算の際にご説明してお

ります町道永野原・河原線の舗装整備でございまして、今回の整備予定の全長６，

４２８メートルのうち野尻辺地内１，０９６メートルについて計画、提案するもの

でございます。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げまして、説明を終わります。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４２号は総務常任委

員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第４３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 日程第１２、議案第４３号、辺地に係る公共的施設の整備計画

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 議案第４３号でご提案いたしました辺地に係る公共的施設

の整備計画について、ご説明申し上げます。 

今回の整備計画は、大字尾下地区における町道整備事業に係るものでございまし

て、根拠法令や熊本県の同意等につきましては、議案第３９号でご説明した内容と

同一でございます。なお、対象事業につきましては、当初予算の際にご説明してお

ります町道牧戸線並びに町道片山下山線の道路整備事業でございます。 

ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げまして、説明を終わります。 
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○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４３号は総務常任委

員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第４４号 高森町色見総合センター再生可能エネルギー基金条例の

制定について 

○議長（田上更生君） 日程第１３、議案第４４号、高森町色見総合センター再生可能

エネルギー基金条例の制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。財産管理課長 安方含君。 

○財産管理課長（安方 含君） おはようございます。 

議案第４４号でご提案いたしました高森町色見総合センター再生可能エネルギー

基金条例の制定について、ご説明いたします。 

平成２５年度にグリーンニューディール補助事業で色見地区の防災拠点の施設に

なる色見総合センターに再生可能エネルギーであります太陽光の発電設備及び附帯

する蓄電池を整備いたしました。当事業により発生する余剰電力の売電収益を当該

事業の円滑な執行に要する費用に充てるため基金条例を制定するものであります。 

以上、説明申し上げましたが、ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４４号は総務常任委
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員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第４５号 監査委員に関する条例の一部改正について 

○議長（田上更生君） 日程第１４、議案第４５号、監査委員に関する条例の一部改正

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。監査委員事務局長 甲斐敏文君。 

○監査委員事務局長（甲斐敏文君） おはようございます。 

議案第４５号で提案いたしました監査委員に関する条例の一部改正について、ご

説明申し上げます。 

監査委員に関する事項につきましては、地方自治法にのっとり、本町の監査委員

に関する条例及び高森町監査規定並びに高森町監査要領で規定されております。し

かし、地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律、つまり、地方

分権一括法の施行によりこれまでの中央集権体制から地方公共団体の自らの判断と

責任により、地域の実情に沿った行政を展開することができるようになりました。

したがって、今回の改正は、条例、規定、要領、それぞれで規定しなければならな

いことを明確にするために条例改正を行うものであります。 

併せて、規定、要領の改正も行うことを申し出たいと思います。新旧対照表をご

覧ください。 

まず、題名を監査委員に関する条例から高森町監査委員条例に改めております。 

次に、この条例の主旨を加えております。何の根拠法を基にこの条例を定めるか。

ここでは、地方自治法第２０２条の規定により、この条例を定めることとしており

ます。また、改正前条例の第２条から第８条で規定しております監査、検査、審査

の種類や実施方法がそれぞれ地方自治法で規定されているため、今回削除を行い、

当然条例で規定しなければならない監査委員の定数、議員のうちから選任する監査

委員の数、事務局の設置、事務局の定数、公表の方法について整備し、条文化いた

しております。 

監査委員で処理する監査、検査、審査の詳細につきましては、規定及び要領で規

定することで足りるため、今回規定、要領の改正も同時に行うものであります。 

以上、説明申し上げましたが、ご審議賜りご決定いただきますようお願い申し上

げ、説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４５号は、総務常任

委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第４６号 平成２６年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 日程第１５、議案第４６号、平成２６年度高森町一般会計補正

予算についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 議案第４６号でご提案いたしました平成２６年度高森町一般会

計補正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。 

今回の補正の主なものは、町道整備事業に伴う国庫及び県補助金の内定を受けた

ことによる事業内容の見直しや財源調整を行うものと、高森ポイントチャンネルの

来年４月以降の本格的な放送開始に向け、職員に対し、番組制作の心懸け、編集技

術等を指導していただく専門員の派遣の委託や複数人で編集するための編集機器の

購入などでございまして、総額４，５３１万２，０００円を減額するものであり、

予算の総額を４８億６６８万８，０００円とするものでございます。 

それでは、まず、４ページをお開き願います。第２表、地方債補正につきまして

は、町道整備事業の財源である過疎債と辺地債の限度額をそれぞれ変更するもので

ございまして、過疎債につきましては、９１０万円の減額、辺地債につきましては、

４，５９０万円の増額を行うものでございます。 

次に、７ページから歳入予算の主なものについて、ご説明をいたします。第１４

款、国庫支出金の土木費国庫補助金につきましては、社会資本整備総合交付金と狭

隘道路整備等促進事業費補助金の交付内定によりそれぞれ減額するものでございま

す。 

８ページをお開き願います。第１５款、県支出金の総務費県補助金につきまして

は、道整備交付金として内閣府地域活性化推進室が所管する地域再生基盤強化事業

による補助採択の予定を受けたことから緊急経済対策事業継続路線町道永野原・河

原線舗装整備事業の財源として計上するものでございます。同じく、県支出金の商
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工費県補助金では、地域づくりチャレンジ推進事業補助金を減額いたしました。こ

れは、平成２５年度の経済対策により総務省が所管をいたします過疎集落等自立再

生対策事業補助金の採択を受け、山と森のくらし再生プロジェクト事業として、実

施中であることから不要となったものでございます。 

９ページの第１８款、繰入金につきましては、今回の補正による調整額として、

財政調整基金繰入金を追加計上するものでございます。 

第２０款、諸収入の雑入につきましては、各種交付金助成金の内定状況により、

それぞれ増減を行うものでございます。なお、火災保険につきましては、今年２月

に発生いたしました駅前団地の室内火災による保険金の受入れによるものでござい

ます。また、コミュニティー事業助成金につきましては、これは、総務省の宝くじ

事業、財団法人自治総合センターが助成をいたします事業でございますが、一昨年

度は色見山鳥地区の音響設備、昨年度は上色見大村地区の地域限定デジタル無線放

送設備、また、洗川地区の地域限定デジタル無線放送設備を採択を受けました。今

年度は、町内、上在地区からの要望であります地域限定デジタル無線放送設備に関

する事業について採択を受けたものでございます。なお、３年度続けての採択は、

大変に珍しいことでありまして、ご協力をいただいた、ご理解をいただいた皆様に

は大変お礼を申し上げたいというふうに思っております。 

次に、１０ページから歳出予算の主なものについて、ご説明いたします。第２款、

総務費の一般管理費におきましては、先ほどご提案いたしました高森町個人情報保

護条例の一部改正により、設置を予定しております個人情報保護制度審議会の委員

の報酬と費用弁償を計上いたしました。同じく、総務費の情報管理費では、高森ポ

イントチャンネルの来年度４月以降からの本格的な放送開始に向けた番組制作の補

助員賃金や取材から編集、放送する心懸け等々までの一連の流れについて番組制作

のプロによる指導を受けるための委託料、また編集機やモニター、そしてハンディ

カメラ等々の備品購入費を計上させていただきました。また、このハンディカメラ

に関しましては、やはり制度設計上必要な最低限の数が必要ということで、今回は

最低限の数を計上させていただきました。 

１１ページの第３款、民生費の児童福祉施設費におきましては、色見保育園太陽

光蓄電池等整備の工事費を増額しておりますが、これは、パネルの価格や労務単価

の高騰によるものでありまして、歳入における補助金と併せて追加計上するもので

ございます。 

１２ページをお開きください。第５款、農林水産業費の農業活性化施設費では、
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アグリセンターの効率的な運営を図る目的から現在職員が行っている堆肥の原材料

輸送について、外部委託に切替えるための委託料を計上いたしました。 

１３ページの第７款、土木費の道路維持費では、町道路面性状調査につきまして、

当初予算では、５路線の予定であったわけでございますが、当庁建設課のやはり、

意識の改革の部分が効果として出てきているとは思いますが、やはり課主導による

社会資本整備総合交付金を有効活用し、２７路線を調査するための委託料増額でご

ざいます。また、道路新設改良費では、各種補助金の内定を受け、事業量などを見

直すものであり、委託料と工事請負費についてそれぞれ減額するものでございます。 

１４ページをお開きください。第９款、教育費の事務局費では、本年度から昨年

までは、山東部で使用していましたスクールバスを高森中学校区で運行いたしてお

ります。３台のそのスクールバスにつきましては、民間に委託してた時代の管理体

制については、どうなのかという問題点もあるとは思いますが、現状といたしまし

て、運行するにあたり、特に足周りの傷みが著しく早急な対応が必要であるという

ことから修繕費の追加やバス側面のラッピング補修を行う経費を計上したものでご

ざいます。 

最後に１５ページの第１２款、諸支出金につきましては、先ほど基金条例の制定

についてご提案、説明いたしました色見総合センター再生可能エネルギー基金への

積立てを行うものでございます。 

以上、今回提案しております補正予算の主なものについて、その内容をご説明い

たしましたが、ご審議をいただきご決定賜りますようお願いいたしまして、説明を

終わります。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。１番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） おはようございます。１番、宇藤です。 

歳出の１０ページでございます。電気自動車の充電器設置が計上されておりま

すが、今、電気自動車も一般車両でも増えてきておりますので、一般車両の草部

出張所の急速充電器、一般車両も充電ができるのか。 

よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） １番、宇藤議員のご質問にお答えいたします。 

草部出張所に設置いたします急速充電器につきましては、ほぼ全額補助をいただ

きまして設置いたしますが、現在考えておりますのは、出張所と町道との間の駐車
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場に設置を予定しておりまして、民間の方も活用いただくように計画をいたしてお

ります。 

以上です。 

○議長（田上更生君） そのほかございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、各常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４６号は各常任委員

会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議案第４７号 平成２６年度高森町介護保険特別会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 日程第１６、議案第４７号、平成２６年度高森町介護保険特別

会計補正予算についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） おはようございます。 

議案第４７号で提案いたしました平成２６年度高森町介護保険特別会計補正予算

（第２号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

今回の補正は、既定の予算に歳入歳出それぞれ６９万６，０００円を増額し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億５，０９３万２，０００円にするものでございま

す。 

その内容の主なものについてご説明申し上げます。 

６ページをお開きください。歳入歳出について説明申し上げます。第３款、国庫

支出金、第４目、事業費補助金につきましては、６９万６，０００円増額しており

ます。これは、補助事業実施に伴う補助金につきまして国庫補助金を増額したもの

でございます。 

続きまして、７ページで、歳入歳出予算について、説明申し上げます。第５款、

地域支援事業費、第１目、包括的支援事業費につきましては、昨年度に引き続きま

して、地域ケア会議活用推進等事業を実施するものでございます。これは、地域住

民に向け、生活支援、介護支援サポーター養成講座を開設し、日常生活でも気軽に

介護に取り組めるように育成するものでございます。なお、昨年度は、１９名の受
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講がございました。事業実施に伴いまして、講師謝礼として報償費１２万円、受講

生と研修費として３０万３，０００円、研修時の車両使用として１５万円それぞれ

増額しております。 

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご承認賜わりますようお願いいた

しまして、説明を終わります。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４７号は文教厚生常

任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 議案第４８号 平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて 

○議長（田上更生君） 日程第１７、議案第４８号、平成２６年度高森町簡易水道事業

特別会計補正予算についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 議案第４８号でご提案いたしました平成２６年度高森町簡

易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、ご説明申し上げます。 

今回の補正は予算総額は変更せず、４月１日付けで行われました職員の人事異動

及び修繕に伴うものでございます。 

歳入についての補正はございません。 

歳出についてご説明申し上げます。６ページをお開きください。第１款、水道費

第１項、業務費につきまして、第９節、旅費の費用弁償を１４万５，０００円増額。

第１１節の需用費につきましては、消耗品費高尾野配水池のベッキン装置用バッテ

リー代として２２万円を増額するものであります。 

予備費につきましては、歳出額を調整し、３６万５，０００円を減額補正してお

ります。 

以上、今回提案しております補正予算の主なものについてその概要を説明いたし
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ましたが、ご審議いただき、ご決定賜りますようお願いいたしまして、提案説明と

いたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４８号は建設経済常

任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１８ 休会の件について 

○議長（田上更生君） 日程第１８、休会の件についてを議題とします。 

お諮りします。 

６月１９日から６月２３日までは休会にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、６月１９日から６月２３日

までは休会とすることに決定しました。なお、各委員会が開かれますので、よろし

くお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これで散会いたします。 

お疲れ様でございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時５分 
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平成２６年第２回高森町議会定例会（第２号） 

 

平成２６年６月２４日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

 開議宣告 

 日程第１ 一般質問について 

 

議 席 氏 名 事    項 要    旨 

４ 番 芹口 誓彰 情報発信の取り組みに

ついて 

① 光ファイバーについて 

・現在までの加入状況及び今後の取り

組みについて 

・番組レポーターの募集状況について 

・放送にあたっての法的規制等につい 

て 

・試験放送について 

② 町のホームページについて 

・更新の取り組みについて 

③ 情報発信の庁内の組織体制について 

５ 番 立山 広滋 

住民の健康維持と今後

の国保の運営 

① 現在実施されている特定健康診査の

受診率向上に向けた取り組みをどの

ように進めていくのか。 

② ジェネリック医薬品（後発医薬品）

の活用は医療費（特に薬剤費）の抑

制に関係があるのではないか。また､

今後、町としてどのように推奨して

いくのか。 

健康診査と健康たかも

り２１との関連 

① 健診後の事後指導の果たしている役

割と未受診者に対する今後の対応 

② 健康たかもり21と国民健康保険事業

を密接に連携することにより、今後

の健康づくりに活かされると思うが､

その現状と今後の具体策 
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６ 番 森田  勝 

町営住宅の現状と今後

について 

① 入居者の現状は 

② 災害時の対応は 

③ 古い住宅対応及び建て替えの検討は 

町の空き家の対策につ

いて 

① 火災、地震時の対応は 

② 町の景観が維持できなくなっている

が町としての将来の対策は 

牧野の維持管理。町の

対応は 

① 野焼きをしていない牧野の状況 

② 観光としての牧野の対応は 

③ 草原再生協議会の対応は 

④ 町において維持管理をどのように考

えていかれるのか。 

２ 番 後藤 三治 
駐在区の見直しと未加

入者の対応 

○ 本年４月、駐在嘱託員の改選が行わ

れたが、見直しがされていない。 

 ① 改選前の駐在嘱託員会で要望はな

かったのか。 

 ② 駐在嘱託員の区割り変更は、どの

機関で行うのか。 

 ③ 今回の改選時、その機関での協議

がなされたのか。 

④ 別荘地の駐在区新設の考えは 

○ 行政では、先の大災害から自主防災

組織(共助)の必要性を強く推進され、

各駐在区においてもその立ち上げが進

められている。しかし､町部に於いて

は､区への未加入者も多いことから､立

ち上げにも支障をきたすと思われる。 

① 町内にどれだけ未加入者がおられ

るのか。（各駐在区毎） 

② 先（平成２３年１２月）の質問後､

どのような対応をされてきたのか。 

③ 情報を共有化させることは、行政

の責務と思う。今後の対応は 
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３ 番 興梠 壽一 

高森殿の杉周辺の整備

について 

① 高森殿の杉は高森町にとってどのよ

うに捉えているのか（歴史的に） 

② 清栄山を含む観光地としての構想は 

③ 道路及び駐車場の整備について 

④ 作業道の取り扱いは 

湧水トンネル公園の整

備について 

① 日本で最も美しい村に加盟されたが､

その審査内容について 

② 湧水トンネル公園ワーキング会議の

内容について 

③ 公園の現状と今後の改善策について 

・２５年度の実績について 

・駐車場の稼働状況と整備について 

・湧水の水利権及び有効利用について 

④ 高森殿の杉及び湧水トンネル公園を

今後観光立町にどう生かされるか町長

の考えは 

インフラ整備（生活排

水処理）状況について 

① 県内における下水道及び浄化槽整備

状況について 

② 町内における浄化槽の普及状況及び､

補助制度について 

③ 町中における生活排水処理状況につ

いて 

④ 一級河川白川の上流域に位置する本

町としての、下水道整備事業の取り

組み計画及び市町村設置型浄化槽整

備への取り組み計画は 

⑤ 今後の排水溝の整備状況について 
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１番 宇藤 康博 

平成２６年度、町工事､

県工事事業内容は 

① 平成２６年度、町工事事業内容の詳

細と今後の対策は 

② 平成２６年度、県工事事業内容の詳

細と今後は 

スクールバスのこれか

らは 

① 現在のスクールバス運営の詳細は 

② スクールバスのこれからは 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

１ 番  宇 藤 康 博 君        ２ 番  後 藤 三 治 君 

３ 番  興 梠 壽 一 君        ４ 番  芹 口 誓 彰 君 

５ 番  立 山 広 滋 君        ６ 番  森 田   勝 君 

７ 番  田 上 更 生 君        ８ 番  甲 斐 正 一 君 

９ 番  三 森 義 高 君       １０ 番  後 藤 英 範 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２２名） 

町    長  草 村 大 成 君   教 育 長  佐 藤 増 夫 君 

総 務 課 長  佐 藤 武 文 君   財 政 指 導 監  村 上 源 喜 君 

財産管理課長  安 方   含 君   政策推進課長  東   幸 祐 君 

健康推進課長  馬 原 恵 介 君   住民福祉課長  阿 南 一 也 君 

税 務 課 長  沼 田 勝 之 君   農林政策課長  後 藤 健 一 君 

建 設 課 長  松 本 満 夫 君   会 計 課 長  岩 下 公 治 君 

教育委員会事務局長  阿 部 恭 二 君   監査委員事務局長  甲 斐 敏 文 君 

総務課長補佐  後 藤 一 寛 君   財産管理課長補佐  田 上 浩 尚 君 

政策推進課長補佐  古 沢 要 介 君   健康推進課長補佐  新 井 堅太郎 君 

住民福祉課長補佐  丸 山 雄 平 君   税務課長補佐  佐 伯   実 君 

農林政策課長補佐  安 藤 吉 孝 君   建設課長補佐  荒 牧   久 君 
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５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  佐 藤 幸 一 君   議会事務局庶務係長  白 石 孝 二 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

これから、本日の会議を開きます。 

なお、総務課財政係長 岩下徹君から欠席届が出ておりますので報告いたしてお

きます。 

お諮りします。 

お手元に配付してあります日程に従って議事を進めたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。それでは、日程に従って議事を進めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 一般質問 

○議長（田上更生君） 日程第１、一般質問を行います。 

順番に発言を許します。４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） おはようございます。４番 芹口です。 

今回は通告をしておりましたとおり、本町の情報発信の取り組みについて質問を

いたします。町長がまちづくりや活性化のために必要不可欠な施策の一つとして、

強力に推進をしてこられました通信基盤整備事業、光ファイバー網の整備が本年度

終了し、来年４月からの本格的な運用に向けまして、着々と準備が進められ、テレ

ビの試験放送もすでに行われております。そこで、現在までの行政放送サービスへ

の加入世帯数、また宅内引込工事が終了した世帯数について、どのくらいあるのか

お伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） おはようございます。それでは、４番議員 芹口議員

の質問に対してお答えをいたします。 

現在、申込みが想定される世帯数は２,８０９件でございます。実際の申込み数

は２,４８５件で、率にしていいますと８８.５％でございます。未加入世帯３２４

件のうち、５６件はアパートなどの集合住宅への引き込みに対する大家さんとの調

整中でありますが、実際に申込みをされていない世帯数は２６８件でありますが、

長期不在や所在確認中の世帯数が、うち１９８件あり、現在、個別調査を継続中で

ございます。以上です。 
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○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいまの答弁では加入世帯数の割合が８８.５％ということ

で、９割近い世帯が加入し、これもですね、やはり職員の皆さんが一丸となって町

民に対して周知・理解に向けた取り組みをされた結果、このように９割近い世帯の

加入となったというふうに思います。 

しかしながら、この行政放送サービスが防災や保育、また福祉、介護などの地域

の公共ネットワークとして果たす役割を考えれば、１００％の加入が望ましいとこ

ろでございます。今後、さらに加入促進へ向けての取り組みについて、どのように

されるかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 先ほど申し上げましたとおり、３２４件が未加入世帯

でございます。うちですね、その行政情報を不要だとする世帯が１２６件ございま

す。今後、戸別訪問により繰り返し説明の上ですね、ご理解をいただいて、加入を

お願いすることとしております。町内の全世帯が町の正しい情報を正確・確実にで

すね、そして均一に共有する制度設計が今回の事業の最大の目的でありますので、

現時点において未加入世帯につきましては、本年内にですね、個別に繰り返しお伺

いして、加入をお願いするところでございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいま答弁にありましたように、やはりこの事業の成功と町

民の生活の向上のためにも、ぜひともですね、１００％の加入に向けて取り組みを

よろしくお願いをいたしたいというふうに思います。 

次に、自主放送番組を制作、また放送されるにあたりまして、番組レポーターの

募集をされたというふうに思います。現在のところ、このレポーターの応募があっ

ているのかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 今年の３月にですね、番組レポーターの募集に関する

チラシを全戸に配布をいたしております。そのほかにホームページ、フェイスブッ

クなどでも募集をかけておるところでございますが、現在、まったく応募はあって

おりません。今後もですね、そのほかに映像そのものも継続的に募集しております

ので、それも含めまして高森町にしかできない番組づくりを目指して、さまざまな

策を講じているところでございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 
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○４番（芹口誓彰君） 今のところ、応募がないということでございますけれども、や

はり今回の補正予算で自主放送番組制作専門員の委託料が計上されておりますが、

本当に地域に密着した取材や番組づくりのためには、地域の番組レポーターの活用

が必要ではないかというふうに思います。現在、一人の応募もないということです

が、さらに募集をするとか、あるいは過去にレポーターの経験などをされた方もお

られるというふうに思います。このような方々に対して、再度、レポーターとして

お願いするような考えがあるのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 高森町に特化した番組づくりがですね、それぞれの地

域からの情報を発信する番組レポーターが必要不可欠でありますので、今後も積極

的に募集を募りたいと思っております。 

またですね、専門員につきましては、今度の補正予算でも計上しておりますが、

より効果的な番組制作についてのノウハウ、番組制作の担当職員や、この募集をか

けております番組レポーターに、異業種あるいは専門家を通して、いろんなアドバ

イスをいただきながら制作に取り組んでいきたいと思っております。本予算の計上

は、今後の番組づくりにとって重要なものだと考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） 番組のレポーター、来られるというような考えでおられるよう

でございますけど、やはりそうであれば、レポーターとしての技術面の検証はもち

ろんでございますけれども、取材や撮影に対して、いろんな法令や遵守事項があろ

うかと思います。そして、やはり何よりもですね、取材や撮影をするレポーターと

なれば、より高い準備期間というのが必要になると思っております。このようなこ

とから、早くですね、レポーターを決定されまして、十分検証をされまして、４月

からの本格運用に備えていただきますようにお願いをいたしたいと思います。 

次に、放送や番組制作にあたって、どのような法令や遵守事項があるのかお伺い

をいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 自主放送番組の制作及び放送にあたっては、自治体が

発信する公共放送として、放送法をはじめ、さまざまな法律や規制を遵守しなけれ

ばいけないと思っております。具体的に申しますと、公正・中立さが放送内容に求

められますので、利害関係を含まないことや、個人情報の保護、嘘やデマの排除な

ど、公の情報発信のための関係法令に適用する必要がありますが、そもそも番組制



 

－37－ 

作を担当する職員は地方公務員でございますので、それらを遵守する義務がござい

ます。ですので、公共サービスとしての情報提供を常に心がけておりますので、そ

れで十分対応は可能かというふうに考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） 分かりました。それでは、現在、高森ＰＯＩＮＴチャンネルの

試験放送がされております。その中に防災や農作物の栽培管理の面からの、リアル

タイムごとに雨雲の動きや予想雨量、気温など、高森地域の詳しい天気予報につい

て放送できないかお伺いをいたします。この天気予報について、放送することは著

作権法に抵触するのか、またいくらか料金を払えば放送できるようになるのかお伺

いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 現在、高森ＰＯＩＮＴチャンネルが放映されておりま

すが、その中でデータ放送という項目がございます。その中で検討をいたしました。

一回見積もりを取りましたが、１戸当たり５０万円という形で、コストパフォーマ

ンスがかなり高いということで断念した経緯がございます。今後ですね、ニーズが

高まれば、そのへんの考えで検討していきたいと思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいまのご答弁で、１戸５０万円というような多額の金額が

かかるようでございますけれども、この天気予報はですね、防災の面や農作物の管

理の面でも必要、また大事な情報の一つであると思います。近年は一極集中的に雨

が降ることが多くなってきました。そのためにも雨雲の動きがリアルタイムに見る

ことができれば、防災面でも効果があるというふうに思います。できれば試験放送

の段階から、ぜひ放送できるよう検討していただきたいと思います。 

次に、高森ＰＯＩＮＴチャンネルが本格運用になった場合、現在のＲＫＫのデタ

ポンでの掲載情報はすべて高森ＰＯＩＮＴチャンネルに切り替えとなるのか。また、

デタポンでのお悔やみ情報では、以前は特定の法人名や会社名を掲載することはで

きないとのことで、葬儀場については掲載がなく、現在はＲＫＫとの契約上、葬儀

場の掲載はありますが、日時の掲載はできないということでございます。高森ＰＯ

ＩＮＴチャンネルに移行した場合、日時、場所等については、掲載できるようにな

るのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 現在ですね、お悔やみ情報につきましては、草部地区
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のみを対象にですね、デタポンと、それと併せて防災無線でお知らせしております。

それも届出があった場合に限っております。当然、高森ＰＯＩＮＴチャンネルのデ

ータ放送内にもですね、お悔やみのコーナーを設けております。あくまでもですね、

ご家族の申し出によって行っておりますので、今後も続けてまいります。また、併

せまして、来年からＰＯＩＮＴチャンネルが本稼働しますので、そうなった場合に

はデタポンのほうはですね、３月をもって終了をしたいと思っております。以上で

す。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） おはようございます。４番 芹口議員のご質問に補足をさせて

いただきます。 

流れとしては、政策推進課の東課長が答弁したとおりでございます。そもそも議

場で過去の議会の中で、このデタポンに関しての私の個人的な見解は伝えておりま

す。デタポンによって、どの程度の方が複雑なリモコンの操作、お年寄りの方が何

回も押さなければいけない、ボタンの操作をどの程度の方ができるかという試験の

部分も入っていたということも答弁いたしておりますので、来年から本格運用がで

きる高森ＰＯＩＮＴチャンネル、１０チャンネル一つでできる、１０チャンネル上

出データ放送が見れるとするならば、デタポンは止めさせていただきたいというふ

うに思っております。 

また、お悔やみ情報に関しましては、これは先ほどの補足でございますが、要は

葬儀場を記載するのかということでございますが、そもそも民設・民営でございま

して、自主放送につきましては放送免許そのものが高森光ネットワーク株式会社が

持っているということであります。ですから、私は日本一地域密着型の番組を作る

と公言をいたしておりますので、私といたしましては、当然記載するべきではない

というふうに思っております。あくまでも個人のご要望が可能であれば、そのよう

にやっていきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいま町長から、たいへん前向きな有難いご答弁をいただき

ました。よろしくお願いをいたしたいと思います。 

次に、１０チャンネルのデタポンで見られます行政の新着情報や、保険や年金、

また高齢者に関するお知らせ情報につきましては、テレビの町からの番組の中で放

送ができれば、お年寄りの方も助かるのではないかと思います。また、この町から

の番組につきましては、毎日、見やすい時間帯に、定時に放送できないのかお伺い
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をいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 放送番組の編成につきましては、現在、行政情報を３

の倍数の時間ですね、３、６、９、１２時に設定し、試験放送を行っております。

この時間設定につきましては、食事や休息など日常生活スタイルの中でですね、最

も家庭でテレビを視聴する率が高いと思われる時間帯であることと、また新聞で詳

しいことを考慮して設定いたしておるところでございます。１スパン３時間ですね、

１日３時間の放送を流しておりますので、それが一番いい方法だというふうには考

えております。 

それとですね、地域からの情報、役場からの行政情報、そしてテーマを掘り下げ

て詳しく紹介する情報の三つをですね、それぞれ１時間ずつ割り当て、住民の方々

が覚えやすい時間編成と、高森町に特化したローカル番組としての編成を目指して

準備を進めているところでございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいま承知をいたしました。やはりですね、先ほど町長から

ありましたように、テレビのリモコンを使って見られることよりも、やはり町の情

報がテレビ感覚で見られるのが一番でございます。できればですね、行政の新着情

報や高齢者に関するお知らせ情報につきましては、町からの番組の中でテレビのニ

ュースのようにアナウンス放送をされることも今後考慮していただけたら、たいへ

ん有難いというふうに思っております。よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

次に、行政情報サービスや一般のテレビ放送の基本サービスのほかに、付加サー

ビスといたしまして、高齢者の見守りサービスがありますが、このサービスにつき

ましてはすでに運用をされていると思います。現在の加入の状況についてお聞きを

いたします。また、将来は買い物支援、教育、医療、育児や介護、福祉の面での利

活用できるように予定をされておりますが、この運用につきましては、だいたい何

年ぐらいには運用できるようになるのか、計画なり、スケジュールがあればお尋ね

をいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 現在、高齢者見守りサービスにつきましては２３世帯

が加入されております。また、来年４月の完全放送に向けまして、いろんな取組み

を現在行っているところでございますが、全国でも類を見ない性能を十分に活用で

きようなソフト開発を、今現在検討しているところでございます。まずはですね、
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防災・減災、防犯、これを第一優先といたしまして、そのソフトの開発を現在行っ

ているところでございます。また、福祉に関するＩＣＴ活用策について、その中で

お買い物のやり取りだとかも一緒に含めて検討しております。ただ、お買い物に関

しましては双方向という形を取らないとできませんので、そのテレビのやり取りで

すね、その中ではちょっと難しいところがございますので、ちょっと時間がかかる

ところでございます。それ以前に大優先として考えておるところは、防災を第一優

先で考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） 住民の安全・安心の確保、また生活や福祉の向上のためにも、

早く運用できるように取り組みを期待しておるところでございます。 

次に、高森町のホームページについてお伺いをいたします。今回、私は光ファイ

バーが整備されたことによりまして、インターネットの接続を光に切り替えました

ので、久しぶりに町のホームページを開いてみました。気づいた点を何点か申し上

げ、その対応や取り組みについてお伺いをいたします。 

まず、更新についてですが、入札の契約情報の入札結果については、２０１４年

２月２５日が最後の更新であります。また、委託や工事の契約状況につきましては、

１月１日から２月１４日分までで、その後の契約状況につきましては更新がされて

おりません。また、デタポンの町長交際費は２月１８日が最後でしたので、指摘を

しましたところ、６月１０日に更新がなされました。 

また、ホームページの行政サイトに、行事カレンダーがありますが、このカレン

ダーには何も掲載がされておりません。遡ってみますと、２０１３年３月１２日に

農業委員の立候補予定者説明会の記載があり、その後の４月、５月、６月は、支払

日のみが掲載をされております。その後は現在までまったく更新がなされておりま

せん。この支払日についてはですね、町外の方はほとんどが振込ですので、今後は

ホームページに掲載をする必要はないというふうに思います。 

次に、観光サイトについてですが、高森町からのお知らせとありまして、観光に

ついての最新情報をお伝えしますとありますので、開いてみますと、お知らせの項

目が９項目、イベントの項目が１項目の計１０個の項目がございます。そのうち１

個のイベントの項目の内容は、高森町の名所の開花情報で、「鍋の平キャンプ場、

満開です」とあります。これが最新情報であります。残り９項目のうち６項目は高

森ＰＯＩＮＴチャンネル関係でございます。私は、高森ＰＯＩＮＴチャンネルは高

森町内の方が見られるテレビの情報で、町外の方はほとんど興味がない項目ではな
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いかと思います。あえてホームページに掲載をされるとしたら、観光サイトではな

く、行政サイトのほうに掲載をすべきではないかというふうに思います。 

次に、イベント情報があります。最新のイベント情報をご案内、「高森町はいつ

も魅力的なイベントが行われています」とありますので、開いてみますと、何の情

報もありません。空であります。今の時期には花しのぶコンサートや七夕まつりの

詳しい情報を掲載すべきだと思います。町外の方はこのような観光情報を見て来ら

れる方もおられると思いますし、高森の魅力を発信し、町外からの観光客を呼び込

み、観光振興を考えるなら、一番充実させなければならないところではないかと思

います。 

まだ他にもありますが、このようなホームページの内容の方針については、どの

ような事務処理や取り扱いをされているのかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） ただいまの質問にお答えいたします。 

現在、ホームページにつきましては、それぞれの担当者が職責の範囲内において、

それぞれ入力しているところでございます。ご指摘のとおり、更新の遅れ等々ござ

います。たいへん申し訳なく思っております。ここでお詫び申し上げます。今後は

ですね、速やかに更新できますよう心がけたいと思っております。 

また、ホームページにつきましては、履歴をずっと残しておりますので、それは

かなりの量に及びますが、検索のやり方もですね、ちょっと見直しを含めまして、

画面も含めまして、一緒にそのへんを検討して考えていきたいと思っております。

できるだけ更新につきましては、速やかに処理をしたいと思っております。以上で

す。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ４番 芹口議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

まず、今、政策推進課の東課長が答弁したように、ホームページの更新に関しま

して、若しくはフェイスブックの発信に関しまして、たいへん手薄になったことは

事実でございます。この場をお借りいたしましてお詫びを申し上げたいというふう

に思います。また、ご指摘が、やはり行政出身の先輩らしいご指摘でありまして、

本当にこれは議員の後輩に皆さんあたられると思いますが、しっかり理解をしてい

ただきたいと思います。私は、この件に関しましては、私が予想していたとおりの

形になっております。すなわち、１、マンパワー不足、そもそもが去年のこの情報

基盤整備事業をやるにあたって、当時の課長に指示をいたしておりました、最低限
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１０名から１２名は必要じゃないかと。これはほかの情報基盤、テレビを持ったり、

フェイスブックを持ったり、ホームページを持ったりしている自治体が全国にござ

います。最低でもその人数でやっているわけなんです。だからこそ必要じゃないか

ということも協議いたしましたが、現状の人数でどうにかやってみますというチャ

レンジする部分というのは確かに素晴らしいことではございますが、やはり結果と

いたしましては、マンパワー不足はこれは確実にこのような仕事の面として現れる

のではないかというふうに思っております。ホームページを作ったときに、私の意

向をたいへん強く申し上げましたのは、観光面と行政面をトップページで分けるこ

と、議員がおっしゃったように、他からの方は高森町の情報でも、やはり観光で来

られる方は観光の情報だけを欲しい方が極めて多いわけですので、現在、そのよう

に形を取らせていただいたのは、議員と同じ考えでございます。 

また、行政のこの縦割りの弊害でしかありませんが、縦割りのいいところと悪い

ところは、議員が一番ご存じだと思いますが、現在、各課がこれを自分たちで担当

して更新しなければいけないということに関しまして、非常に各課とも２年以上言

い続けてきましたが、なかなかこれは情報の担当だろうというような方向性が行政

職員が根底にありますので、なかなかそこを打破することが、浸透させていくこと

ができない、私の指導不足ではないかというふうに思っております。 

ということも加味いたしまして、今年は４月からの新体制、すなわち人事異動に

関しましても、１月３１日に内示をさせていただきました。しかしながら、やはり

この縦割りの担当課が全部しなければいけないというその部分に関しては、なかな

か今形ができていないというのが事実でございます。ですからこそ、やはり議員の

ご指摘のとおり、この高森ＰＯＩＮＴチャンネルは高森町の方に一番地域密着型の

チャンネルです。ほかの全国の方はやはりホームページ、フェイスブック、ツイッ

ター、ここの部分に関して、これから先ですね、しっかり公開を、情報発信しなけ

ればいけないし、そもそも情報公開として熊本県のランキング１位の自治体でござ

いますので、その名に恥じることなく、精一杯進めてまいりたいというふうに思っ

ております。ご指摘ありがとうございました。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） ただいま課長並びに町長から、各担当課がこの更新については

あたっているということで、町長の答弁のように、縦割りの体制が弊害を招いてく

るというようなことも言われました。やはり更新が時期を失しないように行われて

いるのか、また古くなった情報については削除されているのか、また更新の内容に
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間違いはないのか、しっかりとしたチェックをする体制が大事であると思います。 

課の設置条例の改正によりまして、４月に財産管理課が新たに設置をされました。

庁舎案内の組織には財産管理課はありますが、庁舎の配置図にはありません。現在

配置されている教育委員会の真向かいの場所は第１会議室というふうになっており

ます。また、番組編集スタジオ室は第２会議室となったままでございます。 

また、以前に牛神社、これは小さい神社ですが、周りには素晴らしい彫刻が施し

てあります。この神社の所在地は高森町大字芹口が正しいところでございますけれ

ども、高森町大字高森というふうになっておりました。また、甲斐有翁の功績の中

で、生涯９７基あまりの道標の石碑を建立したとありましたが、正しくは９７０基

あまりであります。この２件につきましては、訂正をお願いしましたので、訂正を

されておるところです。誰にでもですね、間違いはあるわけでございますので、し

っかりと内容等についてはチェックする、そのことが大事であります。更新や入力

についてチェックをされているのか、また今後チェック体制をどういうふうにされ

るのかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 現在ですね、担当課で入力して、チェックも担当課と

いう形になっております。今ご指摘いただきましたように、たいへん申し訳なく思

っております。今後はですね、情報管理について、先ほどご指摘がありましたとお

り、管理課で一元化することのほうがですね、入力のチェックにおいてするほうが

いいというふうに、私個人では考えておりますので、各課と協議をしまして、検討

もしていきたいと思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） やはり情報というものはですね、早く正しく発信するというこ

とが基本でございますので、どうかもう一度チェックにつきましては、実施してい

ただきますようにお願いをいたします。 

最後に、町長にお尋ねをいたします。４月から本格的に自主番組放送が始まりま

すが、番組モニターの設置や番組審議会、この審議会は放送法の規定によりまして、

設置するようになっておりますので、設置をされているかというふうに思いますが、

この審議会の役割は、放送が公平・公正に行われているのか、また放送法に抵触す

るような内容になっていないかなどを審査・審議する目的の組織ではないかという

ふうに思います。私は、モニターや住民の意見を聞きながら、番組編成に対して提

言や提案をする審議会などが必要ではないかというふうに思います。番組モニター
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の設置と併せ、町長のお考えをお伺いいたします。 

もう１点は、４月から本格運用になった場合、番組の企画から取材、編集、放送、

あるいは暮らしの情報等の発信、またさらにはしっかりとした通信基盤が整備をさ

れましたし、情報によるまちづくりを目指され、情報発信の環境の充実を図ろうと

すればするほど、事務量が多くなると思います。また、先ほど申し上げましたよう

に、ホームページなどの情報はより早く、正確に、そして分かりやすく発信するこ

とが大事でございます。このような情報を発信する部署の果たす役割は今後充実さ

れなければならないというふうに思いますが、先ほどの町長の答弁と重複するかも

しれませんけれども、庁内の組織の体制や取り組みについて、今後どのようなお考

えをお持ちかお伺いをいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ４番 芹口議員のご質問にお答えします。 

まずは、番組審議会、モニター等についてご質問であると思いますが、その前に

ちょっとお時間をいただきまして、今日は学校の生徒さんたちも傍聴にお見えにな

らなれておりますが、職員も１階のほうで、この情報基盤整備事業に関して、しっ

かりやはり聞いていただきたいなと思いますので、説明をさせていただきたいとい

うふうに思います。 

私は、各軒の配布されましたＤＶＤの紹介ビデオの中で申し上げておりますビジ

ョンといたしまして、この高森ＰＯＩＮＴチャンネル、情報基盤整備事業のビジョ

ンといたしまして、日本一地域密着型の番組編成、それに伴い、嘘やデマをなくす

ことにより、より政策がスピード感をもって実行できるということがビジョンでご

ざいます。そして、目的、これは目的というのは、究極なことでございます。なか

なか達成できないことが目的ということです。目的は、住民全体の情報共感でござ

います。これもＤＶＤの中で申し上げております。高森町は情報公開に関しまして

は３年間やってきました。しかし、共有と共感では違います｡共感というのは、本

当に難しいこと、これはすべての方が同じように感じること、このことが私は目的

です。 

そして、その目的に向かって目標、目標というのが１００％の、先ほど議員から

おっしゃったように、頑張れとおっしゃったように、１００％の受信率、加入率、

これが目標であります。だからこそ、その今言ったビジョン、目的、そしてそれに

向かうための目標、それをもって課内の制度設計が初めて行われるわけでございま

すが、３年間、職員にも徹底して口酸っぱく言ってきておりますが、やはりなかな
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かすべてに浸透していくことができないということが、やはり今のホームページの

更新が遅れたり、フェイスブックの発信が遅れたりしていることではないかという

ふうに思っております。 

私は、そのビジョン、目的、目標の中でつくった制度設計の中で最も大事なこと

は、何を住民の人に伝えたいのかという番組を作る。そして、答えを作らない、行

政が答えを発信することはございません。見られた住民の方がどのような答えを、

各々の方が持たれるかと問いかける、それが私は大事なことではないかというふう

に思っております。もちろん、天気予報や利便性に関する、先ほど議員がおっしゃ

っていただきましたサービスに関しましては、やりながら修正をしていくことが大

事ではないかというふうに思っております。 

天気予報は、私はお金がかかって必要なものではないかというふうに思っており

ます。また、今日、議員がそれをご指摘されたと、ご提案されたと、ご質問された

ということは、議員もやはり必要なことが、お金以上に大事なことがあるんじゃな

いかということをおっしゃっていただいたというふうに理解をしております。 

また、その中で、質問に戻りますが、番組審議会、モニターに関しましても、先

ほど申し上げましたように、高森町の自主放送については、高森光ネットワーク株

式会社の通信設備を使用している形となり、放送免許そのものは株式会社高森光ネ

ットワークが所持しているために、放送法の規定に基づく番組審議会についても、

株式会社高森光ネットワークが設置をいたしております。そのため、私は町長の諮

問機関の形ということで、町主催の、これは仮称になると思いますが、放送番組倫

理運営協議会を今年度中に立ち上げるとともに、来年４月以降から本放送になった

場合には、年に１回程度のやはり住民アンケート等を実施し、住民のニーズに沿っ

た番組作りが不可欠ではないかというふうに思っております。 

また、二つ目のご質問で、これはマンパワーのことをおっしゃったというふうに

思っております。今回、補正予算でも計上いたしておりますが、長く３０年、４０

年以上、番組編集に関わってこられたプロの方を専門のこの技術マンということで

教えを被らせていただくための予算計上をいたしております。 

また、これはもうほぼ正式決定ですのでお伝えを申し上げますが、やはりこの放

送法の事業に関しては、圧倒的にほぼ総務省が所管をしているわけでございます。

ということで、今年の８月１日から総務省との人事交流を行わせていただきます。

これは全国の町村では、行政職員レベルでの人事交流というのはほぼ例がないので

はないかと思っております。執行部であったり、部長であったり、課長さんであっ



 

－46－ 

たりする場合にはあると思いますが、やはりなかなか一行政町村との総務省の国家

公務員との交流人事というのはなかなか実現できませんが、長く要望いたしており

ましたので、総務省のほうがようやくこれを実現に目途を立てていただいたという

ことでございます。このことは先ほど議員がおっしゃった将来の双方向の番組作り、

住民の利便性が上がる番組作りには、どうしてもやはり国の方向性であったり、国

の補助事業であったり、そういう部分を利活用しなければ達成できないというふう

に思っておりますので、今後この人事交流、そしてそれに伴い、先ほど言ったよう

に、補正予算で上げた専門のスタッフを増員いたしまして、４月の本稼働に向けて

番組作りを推し進めてまいりたいというふうに思っております。これが私の答えで

ございます。 

それと、最後になりますが、４番 芹口議員は、やはり長く行政のトップにいら

っしゃいました。行政経験者として、私はやはりこの情報に関しましては、果たし

てこのまま政策推進課の中で所管してよいものなのか、私は去年、実は前の総務課

長、岩下総務課長に、やはり新しい新設の課を二つつくりたいと、情報課と、その

財産管理課をつくりたいということもご相談をしました。もちろん一つ一つ町長解

決をやっていかなければ無理ですよということでありましたので、やはり一歩一歩、

今、丁寧に進めているわけでありますが、４番議員さんのお考えといたしまして、

やはり今日のご質問を全部考えてみますと、やはりどうしてもこの専門の人間が、

スタッフがこの情報の関係には必要じゃないかというふうに、私は思っております。

地方公務員というのは、役場の職員というのは、いろんな課を２年、３年ずつ経験

していきますので、その情報の担当がいなくなった場合には、また新たに新しく技

術を作らなければいけない、そういうことも私は懸念していたわけでございますの

で、最後に私からのご質問でございますが、その件に関して、議員のアドバイスい

ただきたいというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君。 

○４番（芹口誓彰君） 今回ですね、本町の情報発信の取り組みについて質問いたしま

した。町長が言われましたように、町長の政策ビジョン、または理念、目的、目標

をもってですね、ただいま素晴らしい通信基盤の整備が行われております。このこ

とによりまして、防災を含め、福祉や、介護などの生活の福祉の向上、また産業や

観光の振興に大きな役割を果たすものだというふうに思っております。現在のよう

な情報化時代になりますと、いかに情報を有効的に活用するかどうかによって、各

自治体間の格差が生じているような気がいたします。そのような意味におきまして
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も、先ほど町長が私に質問をされましたけれども、やはり情報管理係を、やはり情

報管理課というような昇格をさせるような、そういった取り組みも私は必要じゃな

いかというふうに思っております。今後さらにしっかりとした取り組みをお願いを

いたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（田上更生君） ４番 芹口誓彰君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。１０時５５分より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４５分 

再開 午前１０時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問を続けます。 

５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） おはようございます。５番 立山です。 

私は、今回、住民の健康の維持と国民健康保険の運営について、また健康診査と

健康たかもり２１という計画について、その関連を含めて質問をさせていただきま

す。 

医療費の現状は、どの健康保険、共済組合等においても、厳しい状況にあると認

識しておりますが、これは今回質問いたします内容に共通する事項でもあります。

高齢化社会と医療費の増加、高度医療の進展に伴う医療費の増加など、将来を見据

えたとき、必ずしも明るい未来が待っているということは期待できないと考えるの

が現状であると思っております。また、今年４月から消費税が増税され、これがど

こまでこういった医療を含めて、財源補償という意味で、個人や自治体の負担軽減

につながるのか、先が見えない状況であります。 

そこで、お伺いします。自分の健康は自ら守るということは、以前から言われて

いることではありますが、自分に当てはめ考えてみますと、分かっていてもなかな

か実行できていないのが現実ではないかと考えているところであります。このよう

な現実を踏まえて、現在実施されている特定健診の現状について、具体的に数値等

を示していただき答弁願いたいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） おはようございます。健康推進課の馬原です。５番議
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員の質問にお答えいたします。 

まず、特定健診についてご説明をいたします。特定健診とは、特定健康診査の略

で、生活習慣病の発症や重症化を予防するために、メタボリックシンドローム、俗

に言うメタボですね、に着目し、生活習慣病有病者や予備軍を現在から２５％減少

させ、また医療費の伸びの適正化を目指して、平成２０年度に始まった検診でして、

腹囲や身長、体重、血圧、血液などを検査するものです。平成２０年度から２５年

度までの町の平均の受診率は４１.０５％となっております。まだ不確定ではあり

ますが、平成２５年度単年度では、対象者１,９０１名に対し、受診者が８３１名

で、受診率は４３.７％でした。なお、特定健診の対象者は、４０歳以上７４歳以

下の原則国民健康保険の加入者となっております。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 自席から失礼いたします。 

今、課長のほうから受診率はパーセンテージを示していただき、お答え願いまし

たけれども、では町としては特定健診の受診率をどれくらいまで伸ばすのを目標に

されておりますでしょうか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 最終目標は、平成２９年度までに実施率６０％を目指

しております。しかしながら、分母である対象者が年々減少しているのが現状であ

り、分子としての受診者一人当たりの割合が大きくなってきております。そのため、

受診者数が対前年比でわずかに減少しても、受診率は大きく減少することになるた

め、最低でも受診者数の現状維持は必須であると思っております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） それでは、受診率向上に向けての取り組みをどう進められよう

としているのか答弁願います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 受診率の向上に向けては、町民の皆さまに対し、さま

ざまな取り組みを進めていかなければなりませんが、まず必要であることは、昨年

度までの健診未受診者に対する電話や個別訪問等による受診勧奨の強化だと考えて

おります。また、高森ＰＯＩＮＴチャンネルを利用した直接的な受診の呼びかけや、

広報等による周知も必要であると思っております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 今、課長が申し上げられましたさまざまな取り組みを実行して
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いただき、受診率アップにつなげていただきたいと思います。 

では、継続して受診されている対象者に対しては、どう取り組まれますか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 健診には、いろんな項目がありまして、町独自の検査

項目として、総コレステロール値の検査というのを追加しておりまして、昨年度に

比べまして、より生活習慣病の早期発見につながるのではないかと期待しておりま

す。また、今後も継続して受診していただくために、健診結果を健康維持改善のた

めに役立ててもらうことができますように、各個人への結果説明や生活改善への支

援を実施したいとも考えております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 現状等については理解できました。 

それでは、一つお伺いしますけれども、先週の土曜日に回覧板でですね、私宛て

に、ここに持ってきておりますけれども、大腸がん検診無料クーポンを利用しまし

ょうという封書が来ていましたが、初めて目にすることで、この内容説明をお願い

したいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 大腸がん検診につきましては、４０歳から５歳刻みで、

６０歳までの方に対しまして、年齢の節目ということで節目検診という意味で無料

クーポン券を配布しております。これは男性も女性も一緒でございます。それから、

女性に関しましては子宮がん検診がございます。これは２０歳及び平成２１年度か

ら２４年度までの未受診者の方に対して。乳がんについても同じように４０歳及び

平成２１年度から平成２４年度までの未受診者の助成の方に対し配布しております。

この機会に、がんの早期発見・早期治療のためにも検診を受診いただければと思っ

ております。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） はい。分かりました。早速、来月のですね、１９日から来月い

っぱい、３１日までに住民健診が始まるわけですけれども、１９日から３１日まで

ですね。この住民健診を受けられなかった対象者にはどういった対応をしていくの

か答弁願いたいと思います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 一応健康診査にはですね、三つ種類がございます、一

般健診、特定健診、高齢者健診です。２５歳から３９歳までの一般健診と、７５歳
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以上の高齢者健診につきましては、現在のところ、集団健診のみのため、今回受診

できなかった場合、１０月下旬にもう一度健診を実施いたしますので、その際にぜ

ひ受診いただきたいと思っております。なお、行政区ごとに会場、時間等が指定さ

れておりますが、指定日に都合が悪い方は、ほかの会場でも受診できますので、ご

利用いただければと思います。 

また、４０歳から７４歳までの特定健診につきましては、町内の医療機関、また

は南阿蘇村の４医療機関、及び大津町のセントラル病院で、来年の３月末まで受診

できるように健診の契約を予定しておりますので、受診いただければと思います。

ちなみに、平成２５年度、昨年度は住民健診期間以外に、医療機関において４４名

の方が受診されておりますことを申し添えます。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 先ほど答弁いただいた無料クーポンの件ですね、男性が大腸が

ん検診、女性のほうがマンモグラフィ、乳がんの検診及び子宮がんの検診というこ

とで、なかなか良い施策だと思いますので、来月の１９日から始まる住民健診には

ぜひ行かせていただきたいと思います。 

一方、視点を変えますと、国保財政を圧迫しているのは社会の高齢化だけが原因

とも思えません。病院に行く、診察を受ける、処方箋が出る、薬代を払うといった、

一連のことも国保運営の歳出面で大きなウエイトを占めていると考えられます。そ

こで、ジェネリック医薬品、いわゆる後発医薬品を推奨し、新薬から切り替えるこ

とで、医療費の抑制に一定の効果が期待できるのではないかと考えているところで

あります。私の知っている方は、処方されている医薬品のうち数種類の薬がジェネ

リックに変わったお陰で、薬剤費の負担が下がったとの話をされておりました。す

べての薬剤がジェネリックにとって変わることは、個人の体質や身体に合う等の相

性であったり、薬品の飲み合わせであったり、その他の原因によって変更できない

場合もあるでしょうけれども、医療費の現状を考えた場合、ジェネリック医薬品の

推奨は取り組むべきだとも考えますので、この点について今後の展望を答弁願いま

す。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） まず、今のご質問に対しまして、ジェネリック医薬品

という言葉が出てまいりましたが、これは新薬といいまして、いわゆる先に開発さ

れた医薬品でございます。これの特許期間の終了後に製造された後発医薬品、新薬

の後に開発された薬品ですね、これをジェネリック医薬品といいます。これは国が
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その使用を促進しているのが現状でございます。ジェネリック医薬品の使用を促進

することによりまして、薬剤費の削減を図るとともに、被保険者ですね、患者さん

の自己負担の軽減にもつながるということで、盛んに推奨しているところです。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） ちなみに、国内でのジェネリック医薬品の数量シェアはどれく

らいか把握されておりますでしょうか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 数値が平成２４年度の数値ではございますが、熊本県

は全国３位の６０.１％、全国平均では５２.６％となっております。なお、国とし

ては平成３０年度末までには数量シェアを全国平均で６０％以上にするという目標

が掲げられておりますが、熊本県は今のところ、その目標値はクリアしているとい

うことでございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） ではですね、今後どのようにしてジェネリック医薬品の使用を

促進されますか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） さらなる普及のためには、国により品質の管理とです

ね、薬品の安定的な供給は行われると思いますので、町としては個別に、または広

く国民健康保険の保険者に対しまして、周知に努めることが重要であると考えてお

ります。なお、現在ですね、国民健康保険の新規資格取得者に対しまして、ジェネ

リック医薬品希望カードというのを配布しております。このカードを配布しており

ますことによってですね、医療機関とか薬局等でジェネリック医薬品を使いたいと

いう意思表示ができますので、使ってくださいということで周知をしているところ

が現状でございます。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 今までの取得者に対して、さらなる周知に努めていただき、今

課長が答弁の中にあったように、新規資格取得者に対して、ぜひ推進していただき、

少しでも医療費の削減に努めていただきたいと思います。 

先ほど、健康診査の現状等につきましては、答弁いただきましたけれども、本町

におきましては、今年３月に健康たかもり２１という新たな計画が作成されていま

す。そういったことで、次にお伺いしますのは、健康診査受診後の追跡、いわゆる

事後指導がどのように実施されているのか答弁いただきたいと思います。 
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○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 健康診査の結果説明会におきましてですね、各自の健

康診査結果のデータをもとに、自分の身体の中でどのようなことが起きているのか、

また病状とか状態の進行を抑制し、合併症等を引き起こさないようにするためには、

日常生活の関連がどのようにあるのかというのを本人が理解できるように、集団的

に、あるいは個別的に指導しております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 今答弁にあった、指導することによりですね、どういった結果

や効果が出ておりますでしょうか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 健診結果のデータで、あまり良くない数値の人につき

ましては、いわゆる一般の人より重症化している人に対しましては、重点的に家庭

訪問を実施したり、個別指導を行っております。その結果、訪問実施率は以前の３

５％から８３％へ改善しております。該当者は反対に１５７名から１０５名減少さ

せていくことができておりますので、言い換えれば健康が改善された方が５２名は

いらっしゃるということです。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） ではですね、結果説明会に来られなかった人の対応はどうされ

ておりますでしょうか。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 説明会に参加されなかった方につきましては、不参加

者リストというのを作成しておりまして、そのリストによりまして、結果説明の個

別面談の勧奨を行っております。健診を受診するだけで終わるということではなく

て、健診結果に基づく健康管理により、心臓病や脳血管等の病気を起こさず、元気

に生活できるように、結果説明の必要性につきましては、周知をしておりますとこ

ろでございますが、今後もそれを強化してまいりたいと思っております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 健診の結果に基づきですね、自分の健康管理をする大切さが、

今質問しながら、さらに理解できたわけなんですけれども、ではこれも大切なこと

で、先ほどの質問と重複するかと思いますが、未受診者に対して、今後どうやって

受診していただけるような環境を整備していくのか答弁願います。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 
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○健康推進課長（馬原恵介君） 先ほども答弁はいたしましたんですが、受診率６０％

の目標に対しまして、現在４３.７％の現状でございます。ただ、その未受診者の

中には、病院にかかっているからという理由で健診を受診しない方もいらっしゃい

ます。特定健診につきましては、平成２４年度から町内のかかりつけ医や、南阿蘇、

大津町ですね、一部の病院につきましては個別で健診ができるように契約を締結し

ております。ですから、その方々につきましては、その病院でやっていただきたい。

また、未受診者リストによる受診の勧奨や、健診リピーター率を増やすためにも、

健診の必要性の周知や保健指導のレベルアップを図っていきたいと考えております。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 受診率の向上にむけて、しっかり取り組んでいただきたいと思

います。 

次に、健康たかもり２１計画についてですが、まず健康づくりを実施する上で、

町の現状についてお伺いいたします。 

○議長（田上更生君） 健康推進課長 馬原恵介君。 

○健康推進課長（馬原恵介君） 町の現状といたしまして説明いたしますと、住民健診

の結果によりまして、懸念される点が３点ほどございます。一つ目は、高いＬＤＬ

コレステロール、これは俗に言う悪玉コレステロール値ですね。それや、高血糖状

態の人が多く、動脈硬化を引き起こしやすい状態にあるということです。二つ目は、

脳血管疾患や虚血性心疾患等の生活習慣病にかかる医療費が、総医療費の７割を占

めているということでございます。三つ目は、認知症や脳血管疾患、間接疾患によ

って介護保険を受ける人が多いのが顕著であるということです。以上の３点が現状

として懸念されているところです。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 今、課長のほうから３点述べられましたけれども、では町長に

お尋ねいたします。 

今回の健康たかもり２１計画は、健康推進係と国民健康保険係が、これまでそれ

ぞれの立場で取り組んでいた健康づくりについて、横の連携を密にしていく計画と

して策定されたという説明を受けております。この計画が今後の健康づくりの核と

して活かされていくことになると思いますが、改めて説明をお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ５番 立山議員のご質問にお答えをいたします。 

まず、住民健診を受診していただくということで、お礼を申し上げますと同時に、
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ジェネリックの希望カードですね、関しましても広報の啓発のほうをお願いしたい

というふうに思います。 

健康たかもり２１の計画について、改めて説明を願うということでございますが、

これまでは健康推進係が高森町健康増進計画、国保係が高森町国民健康保険特定健

診審査等実施計画書をそれぞれが目的は健診受診率を主として策定をしておりまし

たが、これは二つの係がやっていることが、目的、目標が同じということでござい

ますので、だからこそこれを融合させて、目的としてはやはりスピード感を出すと

いうことでございます。また、そのことによって、やはり町が独自で行う、ほかの

各種計画との融合性が図れるというふうに思っておりますし、図れるように努める

ことが可であり、私が指示を指導することだというふうに思っております。そのこ

とによって、スピード感が増し、ほかの各種計画との融合性が図れることによって、

やはり目的としている個人ごとの健康格差を縮小すること、健康寿命を延ばすこと

が達成できるというふうに考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 今、町長の答弁の中にありました両計画を融合させるというこ

と、融合という言葉がありましたけれども、このメリットはお考えでしょうか。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） やはり先ほど４番 芹口議員のときもご答弁の中で述べさせて

いただきましたが、同じでございます。目的が似ている計画であっても、それぞれ

の係がばらばらで策定した場合、やはりその係間の関係というか、連携が希薄にな

るという部分はなきにしもあらずというふうに思います。やはり縦割りではなく、

縦割りの良いところ、そしてそれに伴う横軸の連携があることで、責任の所在がは

っきりするということ、それと各係がスピード感をもって計画を遂行することによ

って、先ほど申し上げました当初の目的を達成する日が早くなるというふうに考え

ております。それがメリットでございます。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） 最後にですね。先ほど現状については説明がありましたけれど

も、その現状を改善する、町長、具体策はありますでしょうか。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 現状というのは、馬原課長が答弁した現状ですか。健診後の現

状ということですね。はい、分かりました。改善策といたしましては、もう一に受

診率のアップ、二にリピーターの確保、三つ目が事後指導、健診後の指導の徹底、
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この三つを徹底することが改善策であるというふうに思います。この三つを徹底し

なければいけないということを、職員間が課を超えて、全職員、行政の職員ですの

で、どの係、どの担当ではなく、やはりそこを超えて、そこを認識することが一番

ではないかというふうに思います。以上です。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君。 

○５番（立山広滋君） それぞれの項目について答弁いただきましたけれども、健康は

我々が生きていく中で最も大切なことであります。ただ単に日々を過ごしていくと

いうことができるのも大切なことかもしれませんけれども、生活の質、すなわちよ

く言われておりますＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）の向上ということが私は

非常に大切なことであると思います。健康づくり、健康の維持のための施策、これ

は医療といったことばかりではなく、例えば高ＳＰＯ、また個人での日々の健康づ

くりに向けた取り組みといったものも含めた町の大きな課題でもあります。 

最後になりましたけれども、先ほど申し上げましたように、住民の生活の質の向

上につながる取り組みがなされるよう期待をいたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（田上更生君） ５番 立山広滋君の質問を終わります。 

６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） おはようございます。現在、梅雨に入りまして、一昨年のよう

な大災害が起きないことを今念じておるわけでございます。 

本日は、通告しておりましたとおり、三つの質問をしていきたいと思います。 

１番目に町営住宅の現状と今後について、２番目に町の空き家対策はというよう

なことで、それから３番目に牧野の維持管理、また町の対応というようなことでお

伺いしたいと思っております。 

町営住宅の現状と今後についてということで、公営住宅において平成２０年、そ

れから２５年度において、入居者の現状をお伺いします。住宅内において一人老人

の方、及び障がい者の住まわれている家庭はどのくらいあるのか。年間どのくらい

の人が住居を求めているのか、何名の方の入れ替わりがあるのか、また１年間に何

名の人たちを行政として受け付けておられるのかを質問いたします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） ６番 森田議員の質問にお答えいたします。 

現在、町が管理しております住宅は、１７団地、８９棟の２５３戸となっており

ます。内訳につきましては、公営住宅８１棟の２３４戸、特定公共賃貸住宅３棟の

６戸、貸付住宅が５棟の１３戸となっております。 
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６月現在の入居戸数でございますけれども、２４９戸で、横町団地の政策空き家

の１戸を除きまして、現在、入居案内中でございます。住宅の入居者の選考につき

ましては、翌年度の入居者として、基本的に１月から２月まで募集受付をいたしま

して、３月に入居審査会を開催しております。このときに住宅の困窮度を基準に判

定しまして、優先順位を決定しておるというような現状でございます。所得制限等

のない特定公共賃貸住宅につきましても、同様に受付をいたしまして、入居は抽選

で行っている現状です。 

入居者の年齢層ということでございますが、現在、２４９戸で５９２名の方の入

居者がありまして、階層別で申しますと、９歳以下６４名、１０代が８７名、２０

代が５５名、３０代が６７名、４０代が８９名、５０代が６１名、６０代が５９名、

７０代が５９名、８０代が４７名、９０代が４名となっております。このように６

５歳以上の一人暮らし世帯につきましては５２戸あります。また、障がい者のいる

世帯は１８戸おられるという現状であります。 

お尋ねの申込者数ですけれども、毎年だいたい２５名から３０名程度あっており

まして、入り替わりといいますか、１年間待って住宅に入れなかった世帯というの

は、その年によってばらつき等はありますけれども、昨年の場合は結構異動が多く

ございまして、入居案内が進んでおりまして、入居待ちは７世帯と、少なくなって

おります。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 今、建設課長のほうから１７団地２５３棟、今話を聞いていま

すと、たいへん６０歳から８０歳の人がほとんどを占めているというような感じを

受けるわけでございます。それから、年間の受け付けは２５から３０名ほどの受け

付けがあるというような話でございます。その中においてですね、やはり私もこの

公営住宅にたいへん興味があります。その中で、災害時の対応というようなことで、

台風や水害、地震、火災、近年稀に見る災害が各地で起きています。町においても

公営住宅において、確か２月だったと思いますが、小火火災が発生しております。

住宅内においてもますます高齢化が進み、さまざまな災害にどのような対応を今後

考えておられるのか、また障がい者の方の対応はどのように取り組んでいかれるの

かを質問いたしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

災害時の対応ということでの質問でございます。先ほどの住宅火災につきまして



 

－57－ 

は、高齢者一人暮らしの駅前団地で発生したわけですけれども、日常生活の相談等

は民生委員さん等、地域の協力を得て心のケアもしてきております。災害時の対応

につきましても、住宅入居者ということだけでなく、一般住宅とですね、変わりな

く、入居者の対応を住宅係だけでなくですね、先ほどといいますか、関係機関やで

すね、地域のご協力を得ながら適時の見守りや声かけ等を行いまして、また大きな

災害等の発生の恐れがある場合には、町の災害対策本部と一体となりまして、関係

機関の連携を密にし、連絡調整を行いながらですね、防火、防犯、防災面で、入居

者でもあります町民の安全を確保していきたいと考えております。 

また、平成２２年度には、町営住宅に全戸、火災報知器を消防法の基準を満たし

ておりまして、防火対策をとっております。また、昭和５６年度以降の建設につき

ましては、建築基準法の耐震基準に基づいていることも申し添えたいと思います｡

以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 地域の協力を受けながら、連絡調整をしながら町民の安全を守

っていくというようなことでございます。私も今聞いてみまして、安心しました。 

次に、町長にお伺いいたします。老朽化した公営住宅が多数、町内においても見

られるわけですが、中には浴室や合併処理浄化槽等、不備なものも現存しています。

高齢者や障がい者の住みやすい公営住宅の供給こそ、観光立町にふさわしい住宅だ

と思うわけですが、行政内においても若い職員も多数見受けられます。若い人たち

にもゆとりある住生活の実現と、安全で快適な公営住宅の供給も望むところであり

ます。これから本格的な長寿命社会へ向けた、高齢者や障がい者にやさしい良好な

居住環境を整えた公営住宅の建て替えの検討は、町長において考えておられるのか

を質問します。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ６番 森田議員のご質問にお答えいたします。 

古い住宅の対応、その建て替えの検討ということでございます。まず基本的に公

営住宅は、国及び地方公共団体が協力して、健康で文化的な生活を営むに足りる住

宅を整備し、これを住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家賃で貸すと。その

ことによって、町民の住民生活安定、社会福祉向上の増進に寄与することを目的と

しております。その中でですね、議員がおっしゃるように、老朽化が進む中で維持

補修も含めてですね、有効活用、補助金等々を使ってやっているのが現状でござい

ますが、私が町長に就任する前に、住宅マスタープランや公営住宅ストック総合活
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用計画書に基づき検討されております。建て替え、取り壊しの計画がしてあります。

しかしながら、現実的な問題といたしまして、低額の家賃で借り受けている住民の

方は、新しい新規住宅を計画どおり建て直した場合に、当然これは段階的なことも

ありますが、段階家賃の設定、要は家賃が上がるわけなんです。その最も大事なこ

とを、過去、地域の住民の説明会であったり、そういうところで一番住民の方に言

いにくいことを、これは説明されているかどうかということに関しましては、はっ

きりそこは私が立ち会ったわけではございませんので、過去のことですので分かり

ませんが、住まれている方はそのままの家賃で借りれるのではないかと思われてい

ること、私はここが一番ですね、問題があることではないかというふうに思ってお

ります。改選組の議員の皆さまは、多分、自分の地元での住宅の建て替え等々につ

いては、多くの質問や要望を受けられていると思います。だからこそ、私の前の世

代での計画に関しましては、知られていることは当然だと思っておりますので、逆

に私は、議員がおっしゃるように、その建て替えの必要性というのは、これは当然

あると思いますが、その前にやらなければいけないことは、過去に作った計画、及

びそのときにどういう説明をしているのかということを検証し、一番言いにくいこ

ともやはりしっかり伝えた上で、伝えること、その上でもう一回やはりこの総合的

な方向性というのは見直すべきではないかなというふうに思っております。もちろ

ん県の住宅課や、今後見直した、５年に１回の総合計画を、４年の首長さん、議員

さんの任期に見直した、この総合計画の中でですね、やはり県からもご指導いただ

きながら、この見直し、要は建て替えのことも取り入れていかなければいけないの

ではないかというふうに思っております。建て替えるか、建て替えないかの前に、

過去のことを一旦どういう議論だったのか、そしてそのときどういう説明がなされ

て、どういうふうに住民の人が、住まれている方が思われているのか、これが変な

デマになったり、違う形で伝わったりしたら、そもそもの公営住宅の目的が達する

ことができませんので、やはりその情報の共有であり、共感という部分をまずは取

り組むべき、それから建て替えに関しては判断するべきではないかというふうに思

っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 確かですね、私は１期の頃、最後の建て替えが平成１４年から

１６年の間に確か造られておると思います。私が何でこの質問をしたかというと、

確かにただいま町長が話されましたように、低所得者の方が入居されておるという

ようなことでございます。しかし、古い住宅をですね、公営住宅をこのまま何も検
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討しないというようなことは、ちょっと行政としても私はおかいんじゃないかとい

うようなことで質問しましたが、今後は十分に住民との会話をもちながら、共感を

もって、町長に今後もよろしくお願いしておきたいと思います。 

続きまして、町の空き家対策というようなことでお伺いいたします。皆さんもご

存じのように、昨年の冬から春にかけて、草部南部のほうで数件の火災が発生して

おります。一軒家だったお陰で、お陰というようなことは、これはちょっと私も言

いませんが、延焼は免れましたが、もし町内の空き家でこういう火災が発生したら、

どんな惨事になったか考えただけでも悲惨な思いがするわけでございます。近年、

地震や台風、自然災害も各地で多数発生し、相当な被害を招いております。また、

各地で空き家被害も発生しており、町民の中には昼、夜、落ち着けない、眠れない

と言われる人もおられるわけでございます。そのような中、町として、この対応・

対策をどのように考えておられるのかを質問いたします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） ６番 森田議員のご質問にお答えをいたします。 

空き家に対する防災上の対策ということで述べさせていただきますけれども、結

論から申しますと、空き家につきましては民法等の規定によりまして、所有者の責

任が問われることとなっております。従いまして、町ができることは、火災であれ

ば、事前の見回りを強化するというような対応しかできないと考えますし、地震に

おいても崩壊が発生した場合について、その所有者の責任ということになりますの

で、公の立場としては全く手が出せないのが現状でございます。議員もご存じのと

おり、一昨年、横町にございます旧松の子の建物が、民間の方々のお力で取り壊し

ができましたけれども、それまで建物は老朽化というよりも、もう建物の体をなさ

ない状態になっておりましたし、周辺住民の皆さんが直接的に家屋への被害が発生

したり、それから生活する上で崩落の不安というものがございましたけれども、何

ら手を出せなかったのが現状でございます。このような現状で、県内どの町村も全

国的に同じような問題を抱えております。市町村によっては、独自に空き家対策条

例を策定しているところもございます。その条例の中身は、所有者に対して指導、

助言、勧告を行うことや、必要に応じて立入調査ができるように定めてあります。

それに従わない場合は、公表できることになっておりますけれども、実際に運用し

ている自治体を全国的に見てみますと、その条例の効果は薄いと言わざるを得ない

状況でございます。いろいろ調べてみますと、弁護士の意見等を参考にいたします

と、具体的な損害があれば所有者に対して損害賠償を請求訴訟や調停の申し立てを



 

－60－ 

行って、建物を解体することを求めるという方法を執ることができますけれども、

現状のところでは、行政として手が出せない状況であるということをご了承いただ

きたいと思います。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 今、課長のほうから、行政としては事前の見回りとか、崩壊し

たとき、町としては手は出せないというようなことでございます。これはですね、

私も思うには先ほど総務課長が話されましたように、町のほうであるようなことも

ありましたが、本当に空き家も増えてくるので、町としてもですね、手ぐすねを引

いているわけには、今後、対応なり考えていかなくてはということでこの質問をし

ております。 

次に、町の景観が、空き家が増えてくると、できなくなってくるわけでございま

す。今後、空き家もますます増えていくというようなことで、空き家が進むと町の

中まで見すぼらしい街並みに見えてまいります。町内においても何カ所かあり、そ

こを通るたび、私も寂しさが増すばかりです。町の景観も損なわれ、人の出入り、

また観光客も減少する要素に成りかねないかと思っております。町の景観維持もで

きなくなり、寂れていく気がしています。先ほど総務課長が言われますように、一

軒一軒個人の家だから、深い対応はできないかもしれませんが、町として今後の取

り組み、対策など、どのように考えておられるのか質問をしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） それでは、森田議員のご質問にお答えいたします。 

政策推進課では、観光立町条例に基づき、観光立町推進計画の中で既存施設資源

を活用した観光拠点の整備として、中心市街地の空き家店舗の活用を挙げておりま

す。地域づくりや観光集客に向け、空き店舗を活用し、まちづくり情報発信基地と

しての利用や、農産加工品の直売所などに利用できるような空き家調査を今から実

施する予定でございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 今、課長のほうから空き家を利用したいろんな計画も策定され

ているようでございますので、少しは安心しました。 

町長にお尋ねいたします。町として、将来、この空き家対策をどのように考えて

おられるのか、また町長もいつも言っておられるように、観光地の形成、それから

環境の整備など、全庁を挙げて取り組み、観光立町のため、まちづくりを掲げてお

られます。空き家方策をどのように考えられ、今後どのような対策をお考えなのか
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を質問いたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ６番 森田議員のご質問にお答えいたします。 

議員がこの空き家について、たいへん将来がどうかということを思われている、

危機感を抱かれているということでございます。だからこそ、先ほど東課長が申し

上げました、観光立町推進基本条例の中でこの活用がうたわれております、中心市

街地に限りましては。また、その調査を今やっている最中でございますので、今後、

議会に予算としての提案がなされることを申し添えておきたいというふうに思って

おります。 

まず、やはり法律的な問題がありますので、非常に言及もしにくいわけでござい

ますが、私はそもそも松の子の解体につきましては、その法律上、すべて知ってお

りました。だからこそ、もう民間の力を活用する以外は解決の方法がないというこ

とで、だから解決されずにここまで来たということだったのではないかなというふ

うに思っております。その中で、多々ご心配をおかけしたこともございましたが、

結論から申し上げますと、二十数年間、要望が出てたことが解決ができたというの

が結論でございます。要は、民間の方、すなわち住民の方のですね、やはりそうい

う共有する部分、感情がはっきり表現がやっぱりできてくること、このことがやは

り地域に住まわれている方がそこにある空き家の持ち主に関して、やはり意見が地

元で出てるぞということをしっかり伝えること、このことが解決の第一歩じゃない

かなというふうに思っております。議員もご承知のように、実は県民が誇るべき文

化遺産として熊本県認定の熊本歴町五十選に高森町は選ばれております。だからこ

そ、やはりこの高森町がこれに選ばれているという広報を行政もしっかりしなけれ

ばいけないし、また議会の皆さまにもこの実は五十の中に入っているということは、

たいへん街並みとしてはきれいであると、きれいでなければ逆に言うといけないと

いうことでもありますので、そのことをぜひとも一緒になってですね、広報してい

きたいというふうに思っております。やはり法律の壁はございますが、この民間の

方、住民の方のですね、創意工夫をもって、一角を崩せる、スタートができる、や

りながら逆に言うと修正ができる形のスタート点は、やはりその共通の認識、将来

のまちづくりに対して、景観であり、防災であり、防犯であり、空き家はたいへん

良くないぞということを住民が共有すること、このことがスタートではないかとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 
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○６番（森田 勝君） ただいま町長のほうから法律問題も民間の人の力がなくては、

この解決は難しいんじゃないかと思います。今、調査中というようなことでござい

ますので、この調査が出た後もですね、また行政のほうからそういう話などをもう

けてもらいたいと思います。 

また、町長も今年から、美しい村づくりのほうで取り組んでおられますので、そ

の中においてもですね、こういう空き家対策もしっかりとした行政のほうで対応し

ていかなくてはならないと思っておりますので、その点についてもよろしくお願い

しておきたいと思います。 

最後に、牧野の維持管理、町の対応はというようなことでお聞きしたいと思いま

す。町として、この牧野問題は、私は簡単に取り組める問題じゃないと思っており

ますが、各地域で牧野組合があり、特に入会権というような問題が絡んできます。

個人はもちろん、団体、行政が勝手に踏み込んで、何でもできるということではあ

りません。町から見える阿蘇五岳の裾野に広がる牧野の荒廃が特に近年目立つよう

になっております。阿蘇国立公園内であり、草原千年祭にも昨年から取り組んでお

られます。今後、影響が出てくるものと思います。特に月廻から見ますと、目立つ

ような感じがしております。野焼きをしていない牧野を今後どうしていかれるのか、

魅力ある観光地の形成、環境整備の充実などを掲げておられますが、牧野の状況、

観光としての牧野の対応をどうされていくのかを質問いたします。 

○議長（田上更生君） 農林政策課長 後藤健一君。 

○農林政策課長（後藤健一君） 皆さん、こんにちは。６番 森田議員のご質問にお答

えいたします。 

まず、現状でございますが、現在、本町には牧野総数が２０カ所、総面積で８５

０ヘクタールございます。町有地で入会権を有する牧野が８カ所、私有地または共

有による牧野が１２カ所ございます。そのうち１６カ所、面積にして５７７ヘクタ

ール、約６８％、７割程度ですが、は現在も野焼きが、放牧が行われております。

残り４カ所、２７３ヘクタール、３２％においては、諸般の事情により野焼きも放

牧も行われておりません。 

野焼きを実施されてない地域については、農家も含め、地域関係者の高齢化や畜

産農家の減少により、やむを得ず行われていないのが現状でございます。町としま

しては、以前のように野焼きを再開され、放牧や採草をしていただくのが望ましい

のですが、あくまでも先ほど議員おっしゃったように、入会権や所有権を有する地

域の皆さまの野焼き再開に向けた合意形成が最も重要であると考えます。 
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また、世界農業遺産についても古くからの採草、放牧という農家の営みにより草

原が維持されたことによる認定であり、そこに居住されている農家の方や地域住民

の協力なしには成り立たないものであります。 

そのような点を踏まえ、これからも草原再生に向けた協力を得られるよう、活用

が見込める牧野については、地元の方に働きかけをしてまいりたいと思っておりま

す。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 今、農林政策課長のほうから、総面積が８５０ヘクタール、野

焼きもされていないのが２３７ヘクタールというような話がございました。この野

焼きはですね、町長もご存じのように、昔から牛の放牧と草原再生を守るというよ

うなことで行われてきたわけでございます。その中において、草原再生協議会の会

議が恐らく阿蘇郡内であっておると思います。阿蘇草原再生千年委員会の中で阿蘇

郡７市町村で昨年から開催されています。草原の現状や保全策について話し合いが

されたと思います。畜産農家の減少と高齢化、担い手不足で、草原の維持管理が厳

しくなっています。郡内で草原再生千年祭が継続されていくということですが、草

原再生協議会について、今後、町のお考えはどのように考えておられるのかをお尋

ねします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 森田議員のご質問にお答えいたします。 

この野焼きの必要性は、森田議員が一番お分かりだというふうに思っております。

そういう中で、阿蘇草原再生協議会がどのような対応をしているかと、あそ千年祭

委員会の中での意見交換等々、各市町村長及びその担当の課長さんが出席して、ま

た有識者及び九州の経済界のトップも出席して、その会は意見交換が行われている

わけでございます。その中でですね、やはり現状の報告が一番多いわけですね。輪

地切りを行うのにあたり、その延焼する、また延焼するところの指定解除ですね、

保安林指定解除を求める声や、その万が一火が出たときに、地元責任者の負担軽減

等々を求める意見は、いつもこれは同じ意見ですけど出ます。その中で、前回、私

本人が出席をいたしまして、これは個人の私が思う提案ですがということで、野焼

きの実施をですね、各牧野組合単体ではなく、共有の維持管理のため、牧野組合が

連携した組織づくりを例えば行う、これは例えですね。そのまとめて、その上に一

つ組織をつくるというような提案や、若しくは野焼きボランティアの協力をさらに

強化するために、やはり広く広報する、要は野焼きの必要性、今日は生徒も来てお
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りますが、何で必要なのかということをもっと分かりやすく伝えないことには、や

はり高齢化している、もう誰もやり手がおらん、おらん、できない、できないのそ

のオンパレードになると思いますので、その広報化が必要ではないかということを

提案をさせていただきました。九州農政局長がお見えになる中で提案をさせていた

だき、農政局長の答弁の中に、「国が行う事業で農林再生事業補助金というのがあ

ります」と、「熊本県内の自治体はどこも一自治体も使っておりません」というこ

とで、農林水産省の管轄であるということで、「ぜひ町長、その補助金、これは１

０分の１０です、要は１００％です、を使って広報を高森町単独でもやっていただ

けないですか」という答弁を引き出しましたので、現在、その広報の作成に向けて、

その補助金を活用してですね、まずは高森町民の方、住民の方に、その必要性を講

じる必要がある、広報する必要があるのではないかということを、これからやって

いきたいというふう思います。今、私が答弁したことが、草原再生の協議会で千年

祭委員会の中でも述べられたことでございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） 現在、町長も、牧野がお互いに連携して、共有していったらど

うだろうというようなお話でございました。それから、補助として１０分の１０の

補助があると、今それに向かって話を進めているというようなことでございますの

で、安心しております。 

続きまして、町において維持管理をどのように考えていかれるのかということで

質問いたします。農家の減少と高齢化の中で、草原の維持管理が厳しくなっており

ます。町内においても豊富な資源が、先ほど課長のほうから言われましたように、

８５０ヘクタールあまりあり、野焼きにより肉用牛の放牧、草資源の管理が今まで

できたことは言うまでもありません。高齢化、担い手の不足が進み、野焼きのされ

ない牧野が多数見受けられるようになり、荒れ果てていきます。町としても、野焼

き対策として助成金がなされていますが、牧野において野焼き継承者の確保がかな

り難しい状況です。高齢農家と担い手等の役割分担、それから近隣牧野、集落、地

域住民との連携などを図り、活動を通じて地域資源草原を守っていくことが今後は

大事な課題だと思います。 

そこで、各牧野組合との話し合いの中で、野焼きをした後に広葉樹か針葉樹など

を植栽し、水源涵養地として地下水保全のための対策などの考えはお持ちなのか、

また牧野の維持管理を町としてどう考えていかれるのかを質問いたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 
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○町長（草村大成君） 自席から失礼いたします。 

牧野のですね、総合的観点から今後の維持管理、また植林もですね、水涵養につ

いてを考えると必要じゃないかということでございますが、私はやはり入会権の権

者や土地所有者、また地元の関係者の合意のもと、すべてがそこが合致しないと、

なかなか実際打って出ることは難しい部分があると思います。１点お聞きいたした

いのが、やはり非常に議員ご地元の牧野組合は高森町管轄ではございません。しか

しながら、今日のご質問をやはり考えますと、これはアドバイスとしてですね、多

分すごくうまくいっている部分があると思うんです。だからこそ、一回そこをです

ね、議員にお尋ねをして、今どういう取り組みをなされて、地元合意形成のために

今までどうやってこられたかということをお聞きしたいと思います。それはなぜか

と申しますと、そのことによって、それをヒントにして、これから取り組んでいか

なければいけないこともあると思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） ただいま町長のほうから、地元の牧野の今までの経緯をという

ようなことでございます。確かに、私たちの牧野はですね、山都町のほうに属して

おります。長谷地区ですね、山都町の。それで、これは確か私が１年前、町長もご

存じだと思いますが、メガソーラーの話が、恐らく議会内で私は聞いたんじゃない

かと思っておりますが、その中でこういういい話があるならというようなことでで

すね、私も県のホームページのほうに出させてもらいました。何で出させてもらっ

たかというのは、高森町の原野ならですね、これはもう町長もご存じのように、阿

蘇国立公園の中に入ります。それはもう絶対断念しなくてはならないことですが、

うちの牧野が山都町というようなことで、そういうふうな提示をしまして、県のほ

うにですね、それに３社、４社、業者が飛びつきまして、その中の１社と現在交渉

しております。もう９９％ぐらいはですね、決まっております。それで、今後、私

たちも、何で私がこういう話をしたかというのはですね、町長もご存じのように、

メガソーラーもできない、牧野は荒れてくる、先日の議会報告会の中でですね、高

森町の地元の方から、牧野は要らないと、どぎゃんか町でしてくれんかというよう

な話もございまして。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝議員。町長の質問の趣旨は、これまでどういう形

で地元の合意形成を図りながら維持管理をしてきたかというお尋ねでございます。 

○６番（森田 勝君） はい、分かりました。 

その中でですね、今、維持管理を私たちもされたかというようなことでございま
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すが、先ほどから言われていますように、やはり後継者不足、それから高齢者とい

うようなことで、私たちも現在、牧野の面積がですね、１１６ヘクタール近くあり

ます。その中で現在の組合員数が２６名、この組合員数でですね、今後この１１６

ヘクタールの面積が維持管理ができないというようなことで、先ほどから言われて

おりますように、メガソーラーのほうに飛びついたというと、これはちょっと語弊

かもしれませんが、そういう話が来ましたので、そっちのほうに現在やっておりま

す。現在ですね、私たちの牧野も野焼きを行っておりまして、これはボランティア

の協力なくしては、野山も現在ままならないような状況でございます。今後ですね、

先ほどから言ったような話が順調にいくことを私も願っておりまして、うちの牧野

がですね、高原野菜も随時作っていくような話もございます。それがですね、ここ

の高森の見本になるようなですね、形になれたら私もよかったかなというような、

今、気がしておりますので、後々ですね、この話が決まりましたら、また行政のほ

うにもお伺いしたいと思いますので、そのときはよろしくお願いしておきたいと思

います。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ６番 森田議員にお尋ねをいたしましたが、議員のご地元、１

１６ヘクタール、２６名の方がいらっしゃるということで、今、話を要約いたしま

すと、やはりボランティアがたいへん必要であるということと、二つ目がこれが何

の目標にしろ一つの目標を掲げて、それに向かってやはり組合員さんが一緒の目標

を共有するということが大事であると。それが議員のご地元であれば、メガソーラ

ーのエネルギー事業であったりに伴う、例えば新規の農産物の開発であったりする

ことではないかというふうに感じたわけでございます。今、議員のほうからアドバ

イスもいただきましたが、高森町といたしましては、やはり先ほどおっしゃった、

議員がアドバイスをしていただきました、そのボランティアの方法、育成、それと

ともに阿蘇全体が世界農業遺産の認定を受けておりますので、草地保全と畜産振興

は町の重要な施策と位置付けまして、今後ともアドバイスを参考に積極的に取り組

んでまいりますので、特に森田議員におかれましては、今後もアドバイスをお願い

したいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君。 

○６番（森田 勝君） どうも先ほどの答弁で、ちょっと私が勘違いしておりまして、

どうもすみませんでした。 

この牧野関係におきましては、私も自分のうちの牧野がですね、先ほどから言い
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ますように、スムーズに解決ができ、高原野菜を主体にするメガソーラーというよ

うなことでございますので、それがですね、高森町にもそういう稼働ができますな

ら、今後取り入れていってもらってですね、こういう取り組みもあるというような

ことを、行政のほうとしても認識していただきたいと思います。 

以上、私の質問を終わります。 

○議長（田上更生君） ６番 森田勝君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。１時より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時１０分 

再開 午後１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を行います。 

２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 皆さん、こんにちは。２番 後藤です。 

今回の質問は、私が町議会初当選後の平成２３年１２月議会定例会及び翌年３月

の議会定例会で質問いたしました駐在区の見直しと未加入者の対応について、再度

質問いたします。 

このことについては、私が役場職員として勤務していた折から感じていた問題で

あり、町行政の補佐的役割を担う駐在嘱託員の役割とその活動は、今後のまちづく

りの一番大事な部分であるとの認識から、残りわずかとなった議員任期中に、どう

しても今後の対応と解決の糸口を見出したいと思い質問させていただきます。 

当時、町長は私の質問に対し、行政区の見直しはほとんどの町民の方がご存じの

ことであり、以前から取りざたされている問題であると承知している。また、私の

質問を機に、今後十分対応していきたいとの言葉をいただきました。その言葉を楽

しみに、現在まで期待をもって待っておりましたが、その見直しが現在もなされて

おりません。 

振り返ってみますと、私が質問した後、平成２４年、平成２６年の２回にわたり、

駐在嘱託員改選が行われました。そんな中、平成２４年の駐在嘱託員改選は、私の

質問後、間もないことから、協議する時間と改選準備の関係から間に合わないにし
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ろ、平成２６年の改選では十分な時間もあったこと、また質問に対し、今後検討す

るとの答弁から、何らかの見直しがされるものと期待いたしておりましたが、残念

でなりません。 

では、なぜ見直しができなかったのか、何が問題であるのか、行政側の考えをお

聞きするため、いくつかの質問をいたします。 

まず、１番目の質問は、本年４月の駐在嘱託員改選が行われましたが、それまで

には定期的な駐在嘱託員会議が開催されていると思います。その駐在嘱託員会議で

は、見直しの要望等はなかったのか、まずお伺いいたしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） ２番 後藤議員のご質問にお答えをいたします。 

本年改選前の駐在嘱託員会議で見直しの要望がなされたかどうかということであ

りますが、要望はなかったということでございます。ただ、本改選直前にある駐在

員さんから、戸数が多いので、分割、変更をお願いしたいとの相談がございました

けれども、私どもとしては区または地域の意見を集約していただいて、再度、意見

を伺わせていただきたいということで回答をしているところです。以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 自席から失礼いたします。 

要望はなかったとのことでありますが、私としては、なぜ要望されなかったのか

不思議でなりません。と言いますのも、現在、議会で取り組んでいる議会報告会の

高森会場において、昨年の５月と本年５月の２回、現職であります駐在嘱託員さん

ご本人から私たち議員へ、見直しのお願いがありました。お願いされた内容を紹介

いたしますと、まず昨年５月の内容は、「議会の皆さまにお願いです。再三申し上

げていますが、某地区の区長を仰せつかっております何々です。実は先週の火曜日、

町広報紙の発送日でありますが、「広報たかもり」と教育委員会が発行した「私た

ちの高森町」の配布がありました。実を言いますと、この「私たちの高森町」が私

の区では、１２個梱包したものがありました。それと同時に、「広報たかもり」他

の諸々の配布物があり、三百何十戸を回るのにたいへん苦労いたしました。また、

各地域で組織化されている自主防災組織の立ち上げを当地域でも計画しなければな

りませんが、１,０００名弱の住民を一堂に集めるのは、なかなか難しい問題であ

ります。私たちも１５０戸から２００戸ぐらいならよいのですが、現在三百数十戸

でまだまだ増えるばかりです。」この後、一部ちょっと省略させていただきます。
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最後に、「私自身、使命感をもってやっておりますが、議員さんたちにお願いして、

まずどこかで改革してもらうしかないと思います。ぜひ真剣に捉えていただき、そ

う長くない時期に手を打っていただきたい。」と話されました。 

また、本年５月の議会報告会では、「昨年の議会報告会で、行政区の増設を議員

に要望したが、現在でも組数が３３組、約３００軒強あります。このままでは行政

区運営上、把握が困難であり、もう限界です。改善してほしい。」と訴えられまし

た。 

このことは、その地域の町民の総意かどうかは分かりませんが、現職駐在嘱託員

さんが、苦悩のあまり議会報告会の公の場で訴えられたことは紛れもない事実であ

り、議会としてもそのまま放置することはできません。行政として、このような現

状を認識しておられるのか、また議会報告会を町民から出された要望等の対応でき

ない部分については、その都度、執行部へ内容が伝えてあると承知いたしておりま

すが、これまでどのような対応をされてきたのかということでお伺いしたいと思い

ますけれども、先ほど総務課長の答弁では、今回の改選後、当人からお話があって、

地域をお話をしてきてくださいというお話はされているということでございますが、

もう一度、そのへんの詳しい内容をお聞かせ願いたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 再度、答弁をということですけれども、４月３日に改選後

の駐在員さんに辞令交付を行った後、駐在員会議を開きまして、その会議の中で発

言がございました。嘱託駐在員につきましては、設置条例の中で駐在嘱託員はその

区域内に居住する者のうちから区域内住民の選挙または推薦により町長はこれは嘱

託することというふうに規定されております。確かに、議員が今おっしゃいますよ

うに、その地区の戸数はかなり多いものというふうには認識をしておりますけれど

も、あくまでも区域内の了解、それから理解がなければ、私どもも勝手に変更する

わけにはまいりませんので、対象区域の住民の代表の方と一度お話をしましたけれ

ども、やはりこれは区域内で整理をしていただいた上で、町に上げていただく問題

であるというふうに整理をいたしまして、詳しくにつきましてはいろんな問題がご

ざいますので省略をさせていただきたいと思いますけれども、現在はそこまでの段

階です。以上です。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ２番 後藤三治議員のご質問にお答えいたします。 
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後藤議員がおっしゃったように、後藤議員の２回にわたる質問で答弁をさせてい

ただいた結果、要は今日この日まで動きが見えないということが１点と、２点目が

議会基本条例の中の第２条第６項にうたわれております、やはり議会報告会で出た

ことに関しては、しっかりそれをどのようにやっていくかということを議論してい

くということがうたわれておりますので、議員がおっしゃられることはもちろん当

然ではないかなというふうに思います。その中で、今、総務課長がご答弁をいたし

たとおりでございます。補足といたしまして、やはりこの規則はやはり大事ですが、

そこをどうにかということもあります。そこには先ほど規則の中でうたわれている

駐在区の住民の方々から選ばれた方でありますので、やはりその駐在区の住民の方

が本当に求めているのかということを確認をしなければ、なかなか話自体が進んで

いかないと私は考えておりましたので、先般より、高森ＰＯＩＮＴチャンネルで駐

在員会議の模様を流させていただきました。これは本来であるならば、１時間以上、

実は１時間半ぐらい会議があるわけでございますが、その中身をすべて町民の方に

聞いていただくことによって、やはりその駐在員さんがいらっしゃる地域の方も見

られますので、駐在員さんの実情であったり、役所の答弁であったり、また周りの

方のほかの駐在区の区長さんの考えであったり等々が分かりやすくなる。そのこと

によって、進むのではないかなというふうに考えるところもございます。できる方

向性で考えるために一つ一つ積み上げていきたいというふうに私は答弁したことを

思い出しておりますが、現在もそのことに変わりはございません。以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 今、総務課長の答弁では、本年の駐在員改選後の４月３日に、

ご本人さんからお話があり、現在、その対応にあたっているとのことでありますが、

先ほど私が述べましたように、昨年の５月、議会報告会でご本人さんから私ども議

会に対して要望があっとるわけです。そのとき、議会議員としては、要するにお答

えすることができませんでしたので、あったことは執行部のほうに伝えてあると思

うわけです。となりますと、今年の４月３日でなく、逆に１年前ぐらいからですね、

そういったお話の場をもたれるのが当然のことではないかなと。先ほど答弁を聞き

ますと、４月にあったら、その後対応したでは、私はいけないのではないかという

ふうに感じているわけです。また、そういった取り組みをされているということで

あれば、そういうお話があった折にですね、議会に対してもこのことについてはご

本人さんとこういうお話をしましたということを、やはり議会のほうにも報告して

いただく。そのことによってですね、本年５月に開催した報告会ではそういった発
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言は、私はある面ではなかったのではなかろうかと感じるわけです。なぜ私がこう

いうことを申すかといいますと、先ほども言いましたように、議会報告会となりま

すと、一般住民の方がたくさんお集まりになる公の場でございます。現職駐在嘱託

員さんがそういうお気持ちであるのを再三にわたって、その場を報告されるという

ことは、行政は何をやっているんだということになりかねません。そういった意味

で、今回質問をさせていただいているわけです。 

こういった現在の問題も含めてですね、このような問題、今後も予想されるわけ

でございますが、こういった問題を協議する機関、すなわち本町の駐在嘱託員の区

割り変更等を協議する機関、そういったものが現在あるのかどうかないのか、その

へんをちょっとお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） お答えとしては、審議する機関というものはございません。

以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 現在のところ、そういう機関はないということでございますが、

やはりそういった問題も数多く予想されますから、そういう機関でないにしろです

ね、何らかの機関でそういう協議なり、お話をすることがですね、今後の見直しに

つながりはしないかなと私は思いますので、そういった機関、駐在員会議等でも行

政のほうからそういう部分はありませんかというぐらいのですね、お話をされるこ

とも必要かなと。やはりいろいろな悩みを抱えたままでですね、仕事をされるとい

うことになりますと、いろいろな大きな問題も出てきはせんかと懸念しますので、

そういった機関もできるならつくっていただきたいなというふうに思っております。 

私といたしましてはですね、これまでの経緯から見て、私は本当に本年４月の見

直しがベストだったと考えますが、次期改選は２年後となります。であるならば、

このような要望がある以上、そういった改選時にこだわることなく、やはり町内の

状況を十分見られてですね、必要なときに見直しを考えてはいかがかなと思ってお

ります。 

先ほど、総務課長のほうからちょっと言われましたけれども、高森町駐在嘱託員

設置条例の第３条では、駐在嘱託員は町長の補助機関として、担当区域内における

事務の連絡、周知、調査、報告、その他行政上の補佐を行うものとするとあります。

このことは、本来、行政が行うべきことを駐在嘱託員にお願いし、代行していただ

いているわけでありますから、該当区域内において、そのような問題がある場合、
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適切な対応を行うことも行政の責任と考えます。ぜひ早急な見直しをお願いいたし

たいと思います。 

次に、別荘地の駐在区新設の考えについてお伺いいたします。この問題について、

当時、町長は別荘地新住民の方に対しては、行政からの連絡等に関して、支障が出

ているということを認識している。しかし、別荘地に関しては、地域の中での活動

をやらなくてよいために、また自分のライフスタイルで高森を選んだという人もい

ることから、できれば自主的に組織化を促進することをお願いしたい、それが第一

の条件です。なぜかと申しますと、行政がやはり強制的にやる部分ではない。やは

り自由意思という部分の兼ね合いの部分もありますので、そこらは慎重に進んでい

きたいと思っていると、個々のライフスタイルを尊重される答弁でありました。 

しかし、私が考えるには、一つの町を形成するとき、町民の参加なくしては町は

できないし、また参加することが町民の責務と考えます。その上で、個々のライフ

スタイルを尊重することが大切ではないでしょうか。 

本町では、一昨年の大災害、本年２月の四十数年振りの大雪に見舞われ、家屋や

農作物等に多大な被害を受けたところであります。今後、どこでこれを超える大災

害に見舞われるか予想がつかない現状、災害時や防災面を考えたとき、避難場所、

消火栓の設置、防火水槽問題、日々の暮らしの中では道路の拡張、環境面では水道、

ごみ収集問題等々、別荘地の住民の皆さまも多少なりともその考えが変わってこら

れているのではと感じているところであります。このことが現在、自主的に組織化

されているところもあると伺っておりますので、できる地域から駐在区を新設され、

駐在区の優位性を示すとともに、組織化されていない地区に対し、組織化を推進し

ていただきたいと考えますが、町長の考えをお伺いいたします。よろしくお願いし

ます。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ２番 後藤三治議員のご質問にお答えいたします。 

まず、私がご質問にお答えする前に、先ほど冒頭で、役場職員時代から感じてい

たことだとおっしゃいました。とするならば、やはり災害は昭和６３年、平成元年、

２年度も行われております。そのときの役場職員としての感じたことに対しての施

策があったのか、そしてその結果がどうだったのか、若しくは私が就任した時点で

はこういうお話は、私は引継書には載っておりませんでしたので、それまでの行政

の対応がどうだったのかをまずはお聞かせ願いたいというふうに思います。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 
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○２番（後藤三治君） このことにつきましては、私が平成２３年１２月に質問した折

にもお話をしたところでございますけれども、その当時、私が役場にその前におり

ましたときにですね、駐在区問題は行政の中で大きな問題となっておりました。そ

のときの議論としては、やはり非常に財政が厳しい中で、やはり戸数も減ってきて

いる地区もあるということで、見直しの法案が出されたときがございます。そのと

きには、今二つある行政区を一つにしたいと、町の考えもあったようでございます

が、私はどちらかといいますと、福祉のほうに長くおりました関係で、やはり駐在

員さんのご苦労というのはよく存じていた関係から、やはりそういう事情もあろう

かと思いますけれども、やはり減らすんじゃなくて、逆に新しい地域におきまして

は、住宅等も建って、たくさん組数も増えているところもありますので、ぜひそう

するんじゃなくて、やはりその規模規模に応じた、やはり駐在員の配置を考えては

どうかということで、常日頃思っていたし、２３年当初の質問のときにも申し上げ

た次第でございます。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 自席から失礼いたします。 

２３年度に議員が、やはり今と同じお答えを、当時、職員として思っていたと｡

形よりも実質がどうかということを議員は多分、職員時代に思われて、それを施策

に表現しようと努力されたことに関しましては敬意を表したいと思います。また、

それができなかったので、今、現状、私の代になっても、この問題をしっかり取り

上げていただいているというふうに考えております。 

私が答弁したときに、個人の思い、要はライフスタイルはやはり重要視しなけれ

ばいけないとお答えしました。その後に九州北部豪雨災害があり、やはり住民の住

まれている方の意識が変わってきたことは、これは私は変わっているんじゃないか

なという予測をいたしましたので、実はちょうどですね、災害後に約５０人ぐらい

の集落の方の代表、副代表の方から、私も相談を受けております。ただし、その席

で申し上げたのが、やはり先ほど言ったように、人との関わりが嫌で、都会が嫌で

田舎暮らしを選んだんだという方いらっしゃると。だからこそ、やさしい方向性で

進むとするならば、自主防災組織、要は自助共助の部分をお話をさせていただき、

強行的につくりなさいとなると、なかなか難しい部分がありますので、先ほど議員

がおっしゃったように、自主防災組織の形成ということでどうですかという話にな

り、当時の総務課長補佐と総務係長が説明をしに地元に伺っております。また、地

元の方もですね、その後にやはり災害をキーワードに、形がつくれないかというこ
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とを地道に話は進められているようですが、その後、結果がまあ待ってくださいと

いうことで、最終的な結果には行き着いておりません。しかしながら、議員のご提

案のように、この自主防災組織の必要性というのは、住まれた方、若しくは住民票

を置かれている方は、これはすごく感じたはずなんですよ。だからこそ、今がチャ

ンスでありますので、もしここで一気にそういう方向性にもっていくとするならば、

トップダウンとしての判断が必要ではないかというふうに思っております。ただし、

これはあくまでも先般の防犯カメラのときもそうでございますが、やはり一方では

個人情報の部分であったり、いろんな部分が関わってきます。ですから、あまり行

政側から電話をしたり、連絡をしたりするのを非常に好まれない方も実際いらっし

ゃいますので、慎重にやってはいかなければいけませんが、やはりここでトップダ

ウンとしての判断をする場合には、これだけの災害が起こった土地でございますの

で、議会議員の皆さまもご賛同いただいて、一緒になって進めていく、誰かがやる

のではなくて、これは町として必要なんだという共通認識をもってやっていくとす

るならば、可ではないかなというふうに考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 先ほどもちょっと言いましたけれども、現在行っております議

会報告会の色見、上色見の会場を見ますと、多くのやはり別荘地にお住まいの方が、

やはりご出席いただいて、非常に私たちでは考えられないような意見等も述べられ

ます。私たちは長くこの町におりますから、高森町の良さが見えない部分もあるん

ですけれども、やはりよそから来られた方はですね、違った意味での見方があるの

かなと、非常になぜ今こういったところを残さないで、高森町はどうするのである

かというような意見もいただきます。そういったことをお聞きしているとですね、

ぜひやはり行政区なり組織していただいて、やはりほかの行政区とともにですね、

高森町をつくり上げていただきたいという思いがあるものですから、今のような質

問をしたわけでございます。今後ともですね、定期的なそういうお話の会合をもた

れてですね、早い時期に一つ二つでもですね、駐在区が設立し、やはり町の一員と

なってですね、共にまちづくりに励んでいただけるならと強く要望するところであ

ります。よろしくお願いいたします。 

二つ目の質問、未加入者の対応について伺います。ここで質問する未加入者とは、

先ほど質問いたしました別荘地にお住まいの方々を除き、現在、駐在区内に居住し

ているが、組には未加入である方々のことでございます。私は、常日頃から町民す

べての人が同じ情報を共有することが、まちづくりの最大要因と考え、今日まで活
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動を行ってきました。しかし、組に未加入のため、必要な情報が伝わっていないと

の実態から、以前質問を行ったところであります。そのときの答弁では、平成２３

年１１月３０日末の数字で、総世帯数２,８０８世帯で、そのうち２００世帯が未

加入ということでありました。当時の答弁では、別荘地の住民を含んだ数字だった

のではないかと思っておりますが、今回は別荘地の方々を除き、町内にどれだけ未

加入者がおられるのか各駐在区毎にお分かりであればお答えをお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） それでは、お答えします。 

あくまでも世帯数というのは、住民登録上ですので、それが正しい世帯数かどう

か、これは分かりませんけれども、住民登録の世帯数と比較して、駐在区から上が

ってきた数字と比較した差ということで考えていただきたいと思います。村山地区

が２０戸です。上在が５戸です。天神上町は登録よりも多いです。旭通りが７１戸、

昭和が３６戸です。下町、横町、冬野は登録数よりも多くなっております。それか

ら、森が９戸です。上色見、色見地区におきましては、どの部分をいわゆる別荘地

といっていいか、判断していいか、それはちょっと分かりませんので、総数だけ申

しますと、これは参考です。上色見が３３戸、色見が７４戸となっています。それ

ぞれ駐在区を分けるべきかと思いますけど、参考ということで分けなくてもよろし

いかなというふうに思っています。あとは、駐在区といたしましては、中が６戸、

矢津田が３戸、草部が７戸、芹口が３戸、菅山が２戸、永野原が７戸、下切が１戸、

津留１はオーバーしております。津留２が３戸です。野尻１が４戸、野尻２が１戸、

尾下１はオーバーです。尾下２が２戸、河原１が２戸、河原２はオーバーです。以

上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） ありがとうございました。 

相当数の未加入世帯があるというのが分かりました。このことにつきましては、

先の２３年１２月の質問でも行ったところでございますが、そのときにもですね、

一人一人のライフスタイルを尊重したいので、加入促進はその当時行っていないと

いうことでございましたけれども、当然、私がそういった質問をした後ですね、行

政としては何らかの対応をされるのが当然と考えますが、どういった取り組みをさ

れたのか、もしされているのであればご紹介していただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 
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○総務課長（佐藤武文君） 私が知る範囲では、改めて加入促進の行動は執っていなか

ったと思います。また、町営住宅に入居されている方については、以前と同様に入

居決定した段階で、担当のほうが組に入ってくださいという案内はしているという

ふうに聞いております。以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 主立った対応をしていないという答弁でございますが、なぜあ

えてこのようなお願いをするかと申しますと、本町においても先ほど申しましたよ

うに、一昨年の大災害を受け、その教訓から、各駐在区において自主防災組織の立

ち上げが急速に行われております。私の地域でも先ほど町長さんの答弁でもありま

したように、昭和６３年災害を経験しており、高齢者一人暮らしや二人暮らし家庭

も多いことから、地域住民の共助、すなわち自主防災組織の立ち上げを現在行って

いるところであります。そんな中、組に未加入の町民の方が多数おられ、その方を

除いた自主防災組織では意味がないことから、私たちとしてはそういった方にもこ

の自主防災組織への参加を呼びかけているところであります。 

このように街部においては、先ほど報告がありましたけれども、未加入者のほと

んどが街部に集中しているわけでございますが、個人住宅に加え、町営住宅入居者

も多数お出でです。この住宅入居者の組未加入者が多く見られているところだと思

います。以前した質問の答弁では、町としては入居時、組への加入促進を行ってい

るとのことでありますが、その後の調査は行っていない、またそれぞれライフスタ

イル等違いますし、それぞれの意見がございますので、そこまで加入促進は行って

いないとの答弁でありました。私としては、町営住宅建設には町民の皆さまの貴重

な財源が投入されていることから、入居される方、また入居されている方には、入

居条件の一つに加えても、組への加入促進を図り、地域とともに共存されることが

必要と考えます。そこで、今後、入居される方に対し、やはり組に入る、そういっ

た条件化を図る必要が私はあると思います。町としては、その考えがおありである

かどうかお尋ねいたします。 

○議長（田上更生君） 総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） 確かに議員がおっしゃいますように、自治組織への参加と

いうのは非常に重要なことでありますし、私も町営住宅に住みました折、最初に入

居した者たちが、自分たちで組をつくって、駐在区に参加をして入りました。その

後、家を建てた後も、また新たに組をつくって駐在区に参加をしておりました。そ

れは自治組織に加入するという意義が非常に大きい、また必要不可欠であるという
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ことを認識したからであります。しかしながら、町営住宅に入居される方、これを

条件化するということは、今の段階では行政としては無理だというふうに判断いた

します。以上です。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 

○２番（後藤三治君） 非常に条件化することは、今の段階では無理があるという答弁

でございますが、やはりですね、この町にお出でいただいたからにはですね、やは

り組に加入していただき、やはり自分のライフスタイルも通しながらですよ、やは

りまちづくりに貢献していただきたいと、そういう願いでお願いしたところでござ

います。今後、十分な検討をされてですね、やはり町営住宅の意義も十分そういっ

た意味をおっしゃっていただいてですね、そういった検討もしていっていただきた

いなというふうにお願いするところであります。 

最後の質問となりますが、先ほど述べましたが、情報を共有化させることは、何

より行政の責務と思っておりますし、町では町長さんを先頭にいろいろな施策に取

り組んでおられます。その一つとして、情報基盤整備による高森町ＰＯＩＮＴチャ

ンネルの開局は町民に大きな夢と期待を与える事業ではと思っております。現在、

試行的に放映されている各地の祭り、また三十数年前の町民運動会を見るとき、各

駐在区の名誉をかけ、老いも若きも力の限りの奮闘振りは、今日、薄れかけようと

している共助の精神を呼び起こさせるものであります。町民総ぐるみの参加はまち

づくりの柱であり、大きな原動力であります。このように全ての町民が各駐在区の

一員となり、情報を共有し、共に助け合う共助こそが、新しい高森町をつくる大き

な力となると信じております。このことから、再度、駐在区の見直しと未加入者の

今後の対応について、町長のお考えをお聞かせください。お願いします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 自席から失礼いたします。 

情報の共有化は行政の責務と思うがということでございます。情報の共有化とい

うよりも、町を形成していく上で、やはり住まわれた方が皆さんその組織に入って、

同じ情報を格差なく見れることによって、初めてまちづくりができるのではないか

という任意のライフスタイルに政治家としての、いつも言われることに非常に共感

がもてます。行政としての、役人としての答弁は、先ほど総務課長が述べたとおり

だというふうに思っております。やはり政治化としては、決めるところであれば、

決めなければいけないことは決めなければいけないときがあります。方向性として、

現在もやはりその加入されてない方に促進、例えば私が思う促進としては、これは
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未加入者も含め、例えば観光で訪れる方もそうですが、エリアメール等は強制的に

受信になります、携帯電話を持たれている方に。そのようなやっぱり利便性を、新

しく入ってこられた方も、未加入者の方も感じていただいてですね、こういうこと

をこの情報に関しては、やっぱり必要なんだという認識をもってもらうこと、そし

て、と同時に防災無線の戸別受信機も転入の際にはですね、お話をしっかりさせて

いただいておりますので、そういう場をもって説得していきたい、納得していただ

きたい。そのことが議員がおっしゃる情報の共有化、すなわち１００％の共有化に

つながっていくというふうに思っております。多くのこのデータを使っての媒体と

いうのはあると思います。もちろんインターネット、ホームページであったり、デ

タポンであったり、ただしやはり見られている率が非常に少ない。そういう中で、

議員の質問の趣旨は、高森ＰＯＩＮＴチャンネルがあるじゃないかということだと

いうふうに思っておりますので、高森ＰＯＩＮＴチャンネルではできる限り、加入

への参加促進であったり、エリアメールの有効性であったり、そういうことを番組

で流していかなければいけないというふうに思っております。 

それと、ちょうどですね、今いろんなこの防災や新しい駐在区の編成の話もそう

でございますが、やはり高スポ、高森総合型スポーツ等を通じて、いろんなところ

から移り住まれてきた方も、スポーツを通じて住民との交流が進んでいっているこ

ともございます。先般、４番 芹口議員、立山議員、そして森田議員、そして後藤

議員の地元からもですね、ロアッソの高森タウンＤＡＹには多くの町民の方がお見

えになっていただきました。お礼を申し上げたいというふうに思います。そのよう

にスポーツを通じて、今まで接点がなかった人たちが接点をしている、だから一歩

一歩ですね、やっていかなければ、最終的に議員が職員時代から思われていたこと

も達成ができないというふうに思いますので、私といたしましては、行政の役人の

答弁は総務課長がしたとおりでございますが、政治化としてはぜひとも成し遂げて

いきたいと、１００％を目指していくことがまちづくりにつながるという考えには

共感をもっている次第でございます。以上です。 

○議長（田上更生君） 総務課長より、発言の訂正があっておりますので許可いたしま

す。 

○総務課長（佐藤武文君） 申し訳ありません。先ほどですね、未加入世帯の色見地区

ですけれども、７０世帯ですけれども、違う数字を申し上げたかと思いますので訂

正いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君。 
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○２番（後藤三治君） いろいろと質問させていただき、町なりのお考え、それから行

政としてでなく、町長さんのお考えもお聞かせいただき、私が役場時代から議員に

なって質問したことへの対応についてお話をいただきました。ぜひともですね、や

はり一人残らずですね、やはり町民となられて、やっぱりまちづくりに参加してい

ただきたい、それがもう私の願いでありますので、私としては町が町であるために

は、そこで暮らすすべての町民が町を支え、援護が必要な者には、すべての町民で

助け合う、そんなまちづくりを目指していきたいと考えております。今後もがんば

っていきますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

これで一般質問を終わります。 

○議長（田上更生君） ２番 後藤三治君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。２時より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５０分 

再開 午後２時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 皆さん、こんにちは。３番 興梠です。 

本日、高森殿の杉の周辺の整備について、それから湧水トンネル公園の整備につ

いて、及びインフラ整備、生活排水処理等の状況について質問をさせていただきた

いと思います。よろしくお願い申し上げます。 

まず最初に、高森殿の杉についてお伺いをいたします。高森町のホームページの

説明によりますと、南外輪山の中腹、九州自然歩道沿いの牧野内の中にあり、最近

はテレビや雑誌でも数多く取り上げられるなど、ますます注目を浴びている話題の

パワースポットですというふうに高森町の観光スポットとして紹介があります。先

日、このホームページの説明のとおり、ＮＨＫによる全国放送、並びに６月１０日

の熊日新聞では八岐大蛇を彷彿とさせる池、県内はもとより全国にと紹介をされ、

たいへん脚光を浴びており、この上ない宣伝効果であったかと思います。この高森

殿の杉は、高森町史によりますと、高森城主の墓所と説明はしてはございますけれ
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ども、歴史的にたいへん神秘的で由緒ある史跡だと思いますけれども、まず町とし

てはこの高森殿の杉を歴史的にどのように捉えられておられるのかお伺いをしたい

と思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） それでは、３番議員の質問にお答えいたします。 

ただいま興梠議員のほうからご説明がありましたとおり、高森殿の杉は樹齢４０

０年を超える大木でありまして、かつては高森城主終焉の地としても知られており

ます。最近はパワースポットとして人気を高めており、歴史的価値の高いものであ

るというふうに考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 先ほど言いましたホームページのほうにはですね、歴史的なこ

とは説明等がございません。それと、副読本をちょっと読んでみましたんですけれ

ども、高森城においては説明書きがありますが、高森殿の杉については説明があっ

ておりません。ということを捉えまして、質問をしたところですけれども、今、課

長の説明によりますと、歴史的に価値のある場所、由緒ある史跡というようなご説

明がございました。そういう観点からですね、今後、観光地として捉えていくのに、

歴史的な考え等もいると思いますので質問をさせていただきました。 

次に移りますが、昨年６月に制定されました高森町観光立町推進基本条例第８条

には、町は競争力の高い選ばれる観光地の形成を図るため、次に掲げる事項につい

て重点的に施策を講じるものとする。その２項に湧水、景観、及び史跡を利用した

観光拠点の整備とありますが、我々高森町民から見ればですね、早く整備されて、

観光地として形成されないかと考えておられる方も数多くおられるかと思います。

場所的にはですね、牧野組合の放牧地内ということで、衛生の管理面、家畜伝染病

予防のための制限等はございますけれども、今のところ自由に出入りができるよう

になっております。しかし、この放牧牛との事故等、または入り口等の開閉扉です

ね、これの閉め忘れ等、いろんな問題が今後発生する可能性もあろうかと思います。

整備にあたっては、牧野組合との協議が必要かと思います。今までに牧野組合との

観光地を目的とした整備についてですね、協議がなされた経緯があるのか、またこ

の高森殿の杉から見上げますと、標高１,００６メートルの清栄山がそびえており

ます。この清栄山を登りますと、３６０度見渡すことができる絶景の場所でありま

す。町としてはですね、この高森殿の杉と清栄山とを併せた観光地としての構想は

ないのかをお伺いをしたいと思います。 
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○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 牧野組合との協議ということですが、昨年の１月に村

山の初寄りの際に駐車場整備の計画があるので、その際にはご協力をお願いしたい

旨の説明を行っております。 

また、観光地としての構想ということですが、観光立町基本計画の中でですね、

基本施策として８年を目途にですね、進めていくという方向でただいまやっている

ところでございます。清栄山につきましても、近年、手軽に登れる山として人気を

高めているところでございます。ですので、できるだけ阿蘇の清栄山をですね、ビ

ューポイントとして、眺めのいい場所として位置付けて、高森殿の杉と併せてトレ

ッキングコースなどの開発を行いたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 牧野組合との協議についてですね、もう少し詳しく説明が欲し

かったんですが、今まで一回協議されたということですか。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 協議というよりもですね、説明をしたと、そう聞いて

おります。駐車場を整備するときにはよろしくお願いしますということだけの説明

でございます。協議自体はなされておりません。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 協議という形ではなく、話はされたというようなことですけれ

ども、今後、牧野組合との協議については、今後なさる気持ちがあるかどうかお伺

いをしたいと思いますが。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） もしですね、駐車場の整備を進めるという計画で進ん

でいけばですね、そういった形を取りたいと思います。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） ありがとうございました。 

先ほど言いましたように、テレビや新聞で紹介され、特に最近では観光客がたい

へん増えてきております。高森殿の杉に行くには、現在、国道２６５号線から町道

村山高尾野線を登っていくわけです。この町道はですね、高森町内と草部北部を結

ぶ、たいへん重要な生活道路になっておりまして、交通量もかなり現在増えている

ところでございます。現在ですね、先ほど駐車場の問題がありましたけれども、牧

野組合の好意によりまして、３、４台駐車ができる駐車場がつくってございます。
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しかしですね、ここだけでは現在足りず、離合箇所にも観光客の方が駐車されてい

る場合もございます。一般の通行車と観光客との間でですね、現在、離合ができな

い場合もあり、たいへん危険な状況もあろうかと思います。早急な道路の拡張なり、

駐車場の整備が必要と思いますけれども、観光スポットと捉えている町としての執

行部の考えをお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） ３番 興梠議員の質問にお答えいたします。 

町道改良につきましては、各種補助事業等を有効活用しながら計画的に進めてお

りますが、お尋ねの町道村山高尾野線につきましては、ご承知のとおり、今年の当

初予算でも計上しておりますように、終点側の改良計画をいたしております。また、

殿の杉へのアクセス路線であります起点側の村山地区につきましては、砂防事業の

町道付替工事等の計画もありまして、またしかしこの事業につきましては、用地関

係等で今現在、休止状態となっておりますので、今後の動向を見る必要があります

ので、起点側の具体的な改良計画等は現在のところはありません。以上です。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 観光の面から、興梠議員のご質問にお答えいたします。 

当然、牧野内でございますので、口蹄疫対策とかですね、防疫体制を十分に考慮

して、自然環境を損なわないような整備が必要であります。できるだけ今のまま残

してですね、駐車場整備とかではなくて、今のまま残していく方向では考えており

ます。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 政策推進のほうから見ますと、現状でいきたいというような回

答でございますが、その件については後で質問したいと思います。 

次に、質問を移らせていただきます。先ほど、砂防堤の話も出ましたけれども、

現在、国道２６５号線から現地に行くには、先ほど言いました村山高尾野線、それ

からもう一つとしてですね、数年前に工事をされました砂防堰堤工事の際に造られ

た工事用車両の専用道がございます。将来にはですね、先ほど話が少し出ましたけ

れども、砂防堰堤工事も計画されておるとお聞きしますが、その工事はいつ頃なさ

れるのか、またその工事が終わった後ですね、この工事用車両の専用道はどのよう

な扱いになるのか、また残すことができるのかですね、お伺いをいたしたいと思い

ます。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 



 

－83－ 

○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

ただいまの作業道の扱いはということでございますけど、国道から進入して町道

まで約１６０メートルの道路があるわけです。これは先ほど議員がおっしゃいまし

たように、砂防工事の作業道でありまして、県が所有者と契約して賃借料を支払っ

て利用されている道路です。今後ですね、久原川、高根切川の砂防工事を計画され

ている関係で、今後も利用する予定となっております。また、事業完了後はですね、

県が原則現況復旧するということになっております。 

また、砂防工事のことについてのお尋ねですけれども、久原川砂防工事につきま

しては、２号堰堤工事に向けて現在相続等の手続きをしておりまして、事業は今の

ところと順調に進んでおります。また、もう一つの高根切川砂防事業につきまして

は、村山牧野及び町道村山高尾野線をまたぐような感じで砂防堰堤が計画されてお

りましたが、相続手続き等が厳しい状況であり、入会地整備事業での地権者の同意

手続きを進めておりました。しかしながら、残念なことに若干名の同意が得られず、

計画同意書の期限の関係から、今年の村山地区の初集会でですね、県のほうからも

出向いて見えられ、詳しく状況を報告され、現在は事業のほうは休止状態となって

おります。以上です。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ３番 興梠議員のご質問にお答えをいたします。補足でござい

ます。 

今、殿の杉のお話から、久原の堰堤、高根切川の砂防の事業ですね、お話を建設

課長が行ったところでございますが、すべてにおいて何をやるにしても、この入会

地であったり、地権者の同意というのが必要でございますが、なかなか数名の方、

少ない数の方の同意がもう最終的に得れないという判断を熊本県がいたしました。

３年間、県は説得を続けたわけでございますが、現時点で同意が得られないという

ことで、この工事自体が棚上げなったと同時に、予算がなくなりました。最終的に

は、県は一旦予算はなくして、この同意が得られたと、確認がとれるとするならば、

次の年で予算を認めたいということを言っております。通常であれば、そんなこと

言わずに、もっと引っ張っていただきたいと、私も３年間言い続けて、３年間予算

はそのままにさせておきましたが、これ以上は行政として県としてできないという

お答えをいただいたわけでございます。地元の財産管理課長補佐の田上補佐もいら

っしゃいますが、県としては私も見たことがない膨大な資料を積み上げていただい

て、そしてその資料をもとに丁寧に地権者の方にご説明をなされたわけでございま
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す。たいへん防災の面で考えましても、高森中学校にそのまま行く流れでございま

すので、たいへん残念でたまらないわけでございます。しかしながら、今後、また

同意が得れるような状況が今後少しでも見えるとするならば、やはり県に予算をお

願いすることが今の形でございます。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 丁寧なご説明、ありがとうございました。 

砂防堰堤工事の計画についてはですね、村山地区、それから草部北部にとりまし

てもですね、たいへん期待された方もかなりおられたかと思います。今お話を聞き

まして、県並びに町のほうもですね、相当努力をされて現在に至って予算は今ない

というような説明ですけれども、先日、土曜日ですか、雨がかなり降りましたけれ

ども、色見地区、それから下切地区においても土砂崩れ等があったそうでございま

す。その際ですね、私も帰り、清栄山の道を通りましたところ、かなりの大きな石

が町道のほうに流れてきております。これは雨が降ればですね、必ずあの地点は出

るところでございます。どうしても砂防堰堤については、私としては必要な工事だ

と今でも認識をしております。そういう観点からですね、今まで数年頑張って説得

されてきておられますけれども、今後も機会がございましたなら、ぜひ牧野組合の

反対されている方と言っていいんですか、説得されてですね、ぜひ砂防堰堤ができ

るような方向に町のほうとしても努力していただきたいと思います。よろしくお願

いを申し上げます。 

続きまして、湧水トンネル公園の整備についてお伺いをしたいと思います。昨年、

全国の過疎の農山村などでつくる日本で最も美しい村連合に加盟をされました。加

盟審査におきまして、景観、それから環境、文化、そのうち二つ以上の地域資源保

有が条件だそうですが、高森町においては湧水トンネル公園を含む各地の審査があ

ったとお聞きします。その折ですね、審査において住民が暮らしている姿そのもの

が観光地に必要と指摘をされたと新聞に報道されております。湧水トンネル公園を

含めましてですね、どのような審査指摘があったのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 日本で最も美しい村の審査内容というご質問にお答え

いたします。 

審査内容につきましては、まず一つ目に生活の営みによりつくられた景観である

こと、二つ目に豊かな自然や自然を活かした町の環境であること、三つ目に昔なが

らの祭りや郷土文化、建築物等を有しているということが審査の基準となっており
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ます。 

そこで、本町が連合に評価をいただきましたのは、一つ美しい草原の風景です。

二つ目に豊かな環境が生み出す水の源、三つ目にですね、肥後の三馬鹿騒ぎとして

知られております風鎮祭が審査で評価されたものでございます。 

お尋ねの湧水トンネルにつきましては、酒造りや醤油などの醸造文化の源として

広く活用をされている湧水そのものにですね、評価をいただきましたが、トンネル

公園につきましては、評価の対象外でございました。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） トンネルについては審査の対象外というのは、どういうことか

ちょっと分かりませんけれども、厳しい審査だったのか分かりません。しかし、高

森町が日本で最も美しい村連合に加盟できたということは素晴らしいことだと思い

ます。 

次にですね、本年度当初予算の主要事業の商工費、新規事業におきまして、湧水

トンネル公園ワーキング会議費が計上されております。その会議はどのようなメン

バーにて構成され、その会議の内容はどのようなものか、また会議にて検討された

ことについてはどう活かされているのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 湧水トンネル公園ワーキング会議の内容ということで

すが、観光立町基本計画の一つであります競争力の高い選ばれる観光地の形成の中

で、既存施設資源を活用した観光拠点の整備があります。その一つが湧水トンネル

公園の再評価と利活用の検討でございます。ただいまですね、町内の有識者による

検討会を立ち上げ、今後、その湧水トンネル公園の方向性、例えばイベントの見直

しですとか、トンネル公園の再整備について検討し、提案をしてまいりたいと思っ

ております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 今のお話ですと、イベントの見直しから利活用について検討さ

れるということでございます。構成員は何名ぐらいおられるんでしょうか。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） 今は立ち上げ前の段階でございます。だいたい１０名

から１５名を予定しております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 分かりました。 
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続きまして、公園の現状と今後の改善策についてお伺いをしたいと思います。今

年で１９回目を迎えます納涼七夕まつりが、来月７月５日から７日まで、また１２

月にはクリスマスファンタジーが毎年、大きなイベントとして開催をされます。町

内外からですね、多数の観光客がお見えになりますけれども、平成２５年度の実績

及びここ数年の入園料といいますか、流れはどうだったのかをお伺いをしたいと思

います。 

○議長（田上更生君） 財産管理課長 安方含君。 

○財産管理課長（安方 含君） ３番 興梠議員の質問に対してお答えします。 

平成９年７月開園以来、ピークの入園者数は平成１２年度約３１万人でした。そ

の後、１８年度までは２０万人台を維持し、平成２３年度は１３万３,０２７人、

平成２４年度は九州北部豪雨災害のため１０万２,０７２人と減少しましたが、平

成２５年度は１２万１,０２６人でした。入園料につきましては平成１３年度まで

は賛助金として徴収、平成１４年度から平成１５年８月までは１００円で、それ以

降３００円となりました。入園料収入のピークは、平成１６年度で約７,３００万

円、平成２３年度は３,６９３万７２０円、平成２４年度は２,８３０万４,０２０

円で、平成２５年度は３,３６３万８,６００円となっております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 今の説明によりますと、平成１２年から数字を述べられました

けれども、すべて右肩下がりというような実績になってきております。今現在では、

先ほど言いました七夕まつり、それからクリスマスファンタジーと、イベントがな

されておりますけれども、今までこの右肩下がりの数字に対してですね、町として

は対策等を講じられてきたのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 財産管理課長 安方含君。 

○財産管理課長（安方 含君） 自席から失礼します。 

何もなされてないと思います。以上です。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ３番 興梠議員のご質問にお答えいたします。 

湧水トンネルの収入に関して、右肩下がりであるということで、平成からの箱物

ラッシュで建てられた、例えば施設であったり、すべてにおいて右肩下がりでござ

います。その中で何か私の代になって対応をされたのかというご質問だというふう

に思います。財産管理課長は財産管理の面では何もないと思われるのは当然であり

ます。今年新設された課ですので、前までのデータはございません。この右肩下が
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りを打破するために、観光立町基本条例を制定したわけでございます。以前はトッ

プダウンのやり方、その時々の首長が思ったようにやった結果が今であるというふ

うに私は思っております。だからこそ、ハードを行うにあたっては、もっと大事な

部分、前段のソフトの部分、例えば今、草部北部で行われている一つの何かの物の

開発等で見られるように、やはり意識を変えた上でハード事業に移らないとどうに

もならないというのが観光立町基本条例を制定するまでの流れだったわけでござい

ます。だからこそ、その間は何の整備もできておりません。もし、私が就任と同時

に観光立町を掲げて、従来のトップダウンのやり方でどんどんハードをそこに打ち

込んでいくことはできたと思います。しかしながら、同じ失敗を何回も繰り返すほ

ど高森町には余裕はございません。だからこそ、じっくり弾を込めて、観光立町基

本条例に伴い、少しずつ進めていく、その中で住民の方の意見を取り込んでやって

いかなければ、必ず責任を、最終的には役場がやったから、何がやったからという

形になりますので、今しばらくお待ちいただきたいと思います。観光立町とは、議

員が一番民間経験でご承知だと思いますので、３年、５年でできるものではござい

ません。やはり８年、１２年、１６年、プロである江藤さんが計画を基本的に、約

８年スパンで考えられていることを、先ほど東課長が申し上げましたが、私はもっ

と１２年、１５年ぐらいかけて、しっかりしたものになっていくのが観光立町高森

ではなかろうかというふうに思っております。財産管理課長が答えた、何もやって

ないというのはそういう趣旨でございますので、政策推進課、町としては進めてい

っている次第でございます。以上です。 

○議長（田上更生君） 政策推進課長 東幸祐君。 

○政策推進課長（東 幸祐君） ただいま町長が答弁しました補足説明をいたします。 

高森立町推進計画というのがございます。これが８年計画で今現在取り組んでい

るところでございます。この中で競争力の高い選ばれる観光地の形成ということで、

第一に湧水トンネルを考えております。そういった形で本年度から進めさせていた

だきます。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 観光立町の推進計画の中に、８年ベースで計画が立ててござい

ます。なかなかですね、条例等ができますと、すぐ明日にでもですね、きれいにな

るんじゃないかと、そういう観光地になるんじゃないかという気持ちが先走りをい

たします。そういう観点からですね、町が今現在どういうような対応をされている

か、そういう観点から、今お聞きをしました。 
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次の質問に移りますが、現在、西側と南側に数年前に駐車用用地を完備され、誘

客に万全の体制をとられてこられたかと思います。この駐車場は現在の所有はどう

なっているのか、またいつどのくらいで購入され、現在の駐車状況はどうなのか、

また南側の駐車場はトンネルに一番近く、駐車頻度が高いかと思います。しかし、

現状を見ますと、少し雨が降ればですね、水溜まりができたり、横の町営住宅方面

の側溝に砂利が流れ込んだりして、夏場は舗装してございませんので、埃等がたっ

て、たいへん困っているかたもおられるかと思います。木陰やベンチ等も完備され

てなくて、夏場は腰掛けて涼む場所がなく、車はエンジンを切らず駐車している車

があるそうでございます。また、子どもたちが、公園ということで、来られても休

憩場所もないというような声も出てきております。公園としてはですね、すこし物

足りない現状かと思いますけれども、先ほどのこともございますが、今後ですね、

こういうような具体的な件になりますけれども、整備計画とですね、基本条例にあ

わせて計画等がありますかどうかをお尋ねをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 財産管理課長 安方含君。 

○財産管理課長（安方 含君） 駐車場の現在の所有についての質問ですが、南側駐車

場、大字高森１０５７番地１、面積２,３０６平米、うち２,０５１平米を借用して

おり、岩下頼利氏の所有となっております。西側駐車場、三角地の未舗装部分、大

字高森７３２番地１、面積６１２平米、７３２番２、面積９１６平米の２筆を借用

し、相馬ツヨ子氏の所有となっております。西側駐車場借地以外の用地は、大字高

森７３１番地の１、７３３番地、７３５番地の１、総面積５,９０３平米で、平成

１９年に２,６８１万７,０００円で町が購入をいたしております。現在の駐車場状

況については、七夕まつり及び夏休み期間中は交通整理人を雇い、全部の駐車場を

使用しております。南側借地と西側入り口の駐車場については、１年間を通して使

用されております。また、西側駐車場については、町のイベント等に使用していま

すが、その他の期間については休日を中心に観光バス等の利用があっております。 

南側駐車場の整備についてのご質問ですが、南側駐車場の整備につきましてお答

えいたします。借地でもあり、今後、政策推進課と協議して行ってまいりたいと考

えております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） ぜひですね、基本条例と併せて整備方をお願いをしたいと思い

ます。 

続きまして、湧水の水利権及び有効利用についてお伺いをしたいと思います。副
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読本によりますと、現在はですね、１分間に３２トンの水が湧き出し、飲料水に１

日１,８００トン、農業用水に１日４万２,０００トンが使われ、高森地区の貴重な

水瓶となっているところです。当然、飲料水、そして農業用水のほかにも残水もあ

ろうかと思います。この残水に対してはですね、飲料水、農業用水、各々水利権等

あろうかと思いますが、高森町民、少なからず有効利用できないものかと思ってお

られると思います。今までにですね、この残水の有効利用につきまして、水利組合

との協議等がなされたことがあるのか、また今後、町としてはこの残水を有効利用

される考えはないかをお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 財産管理課長 安方含君。 

○財産管理課長（安方 含君） 湧水の水利権及び有効利用については、以前より水利

組合関係者と協議が行われていますが、明確な判断がなされていない状況に至って

おります。水利権問題が明確でないため、今後の事業取り組みに支障を来している

ところです。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 有効利用についてはですね、水利組合の組合員の方からも、町

として利用したらどうかというような声も出ております。今後ですね、町としても

何か考えをしていただきたいと思います。 

続きまして、湧水トンネルの今後についてですね、観光立町にどう活かされるの

か、町長にお伺いをしたいと思います。今までですね、高森の殿の杉、湧水トンネ

ル公園につきましてお伺いをしてきました。最後にですね、観光立町を第一の政策

として挙げられました町長にお伺いをしたいと思います。対外的・内外的にも、今

以上の観光スポットとしてですね、認められるように、町民の多くの方が期待をさ

ていると思います。この二つの観光スポットの今後の整備計画、高森町の観光立町

にどう活かされているのか、重複するかと思いますけれども、再度お伺いをしたい

と思います。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） ３番 興梠議員のご質問にお答えいたします。 

その前に、残水の有効利用については、議員がおっしゃるように、町としても有

効に利用したいという思いは、多分ずっと持たれているのではないかというふうに

思っております。その中で、いろんな考えの方々がいらっしゃると思います。人そ

れぞれ考えは違うと思いますので、できる形であればですね、やはり一緒になって

まちづくりを進めていきたいというふうに思います。 
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議員がまとめていただきたいということでございます。私はやはり観光立町基本

条例を制定することによって、滞在型の観光集客に重点をおき、息の長い観光スポ

ットということとして、湧水トンネル及び高森殿の杉を捉えております。これが結

論でございます。また、日本一美しい村の認定では、やはり景観、水源の維持とい

うことがあります。だからこそ、逆に言うならば歴史的価値の高い高森殿の杉や清

栄山、湧水公園を一つの線として捉える必要性があるというふうに思っております。

また、今日の観光に関してのご質問ですが、やはり何か議員がおっしゃったように、

議員も思われていたと思います。条例ができて、会議が進んでいけば、すぐ形とし

てはっきり見える、また政治家としては見せたほうが分かりやすい、これも現実で

はなかろうかというふうに思います。しかしながら、私はそういう手法は取りませ

ん。ですから、時間をかけて、住民が参加した形のソフトの意見をまとめ、そして

それを議会で諮り、将来は補助事業を有効的に活用しながら、すべて起債でやるの

ではなく、道路事業も同じでございますが、なるべく財政負担がかからないような

形でハード事業に取り組んでいく。そのためには住民の方も我慢してもらわなけれ

ばいけないことも出てくると思います。しかし、そこに行政として説明の責任をし

っかりする、高森ＰＯＩＮＴチャンネルを通じ、これから高森町の政策について、

一つ一つ丁寧に語りかけていく、情報を発信していく必要がある。そのことによっ

て、議員が思われていることも共感という形になっていくのではないかというふう

に思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） ありがとうございました。 

すべては人材育成からという、ソフト面からの出発ということでですね、私も同

感いたしております。ありがとうございました。 

次に、最後の質問ですが、インフラ整備、生活排水処理の状況についてお伺いを

したいと思います。通告いたしました①②③についてはまとめて質問をさせていた

だきたいと思います。当初予算におきまして、費用対策のための仮称の改修工事の

予算が計上され、承認をされました。高森町における生活排水は、浄化槽の普及に

より、徐々に処理はされてきているかと思いますけれども、県内における下水道整

備及び浄化槽整備状況はどうなっているのか、また町内における浄化槽の普及状況、

及び補助制度の内容、町中における生活排水処理状況はどうなっているのかをお伺

いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 
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○建設課長（松本満夫君） ３番 興梠議員の質問にお答えいたします。 

まとめてということですので、まず１番目の県内における下水道及び浄化槽整備

状況につきましては、熊本県の下水道環境課のまとめによりますと、２４年度末の

数字でございますけれども、熊本県住民基本台帳１８２万５,０００人に対しまし

て、下水道整備人口、利用人口ですけれども、１１７万３,０００人となって、普

及率６４.２％でございます。また、集落排水処理施設等の整備人口ですが、７万

７,０００人の、普及率４.２％となっております。また、浄化槽整備状況につきま

しては、浄化槽整備人口２５万人ということで１３.７％となっております。 

また、２番目の町内におけます浄化槽の普及状況及び補助制度ということでござ

います。本町の浄化槽設置状況は５人槽から１０人槽が８５２基、１１人槽から２

０人槽２５基、２１人槽から５０人槽３２基、５１人槽から２００人槽２７基、２

０１人槽から５００人槽１２基、５０１人槽以上が３基となりまして、９５１基と

なっております。浄化槽の設置率は４８.９％となっております。この数字は、県

の浄化槽協会の数字をいただいております。 

また、直近のですね、３カ年間の浄化槽の補助金の申請実績の推移はですね、２

３年度が３１基、２４年度が３６基、２５年度は２８基ということでございます。

浄化槽整備事業にかかる補助金の額は、５人槽の場合３３万円、７人槽で４１万４,

０００円、１０人槽の場合５４万６,０００円を交付しております。なお、交付対

象者は町内に住所を有する者としております。 

それから、最後の３番目の町内における生活排水処理状況ということでございま

すが、現在、町は生活排水は中山間地に適しているといわれています合併処理浄化

槽の普及によりまして、徐々に処理されておりますけれども、道路法の規定により、

道路及び道路構造物を使用する場合、道路管理者に申請書を提出しなければなりま

せん。町としましてもこれらの法律に基づきまして、道路側溝への生活排水の放流

につきましては、道路占用許可申請の提出を求めまして、合併処理浄化槽を通じて

の放流のみを許可しております。このことにつきましては、河川につきましても同

様でありまして、河川法に基づきまして管内の普通河川の管理を行っているところ

です。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） １点だけ、再度お伺いをしたいと思います。 

町内の浄化槽の整備状況は、約５０％でいいですよね。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 
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○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

はい、そうです。４８.９％ということで、約半分ということでいいと思います。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） その５０％というのは、他町村に比べると高いのか、それから

助成金ですね、３３万円から約５４万円までの助成があるということです。これも

他町村に比べて高いほうなのか、通常なのか、ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 他町村と比較を具体的にはしておりませんけれども、だい

たい標準の価格金額となっておると思っております。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 次に移りたいと思います。時によってはですね、異臭のする道

路の側溝、それから１級河川白川の上流域に位置する本町といたしまして、今後、

生活排水処理についてどう取り組んでいかれるのか。下水道整備事業への取り組み

については、維持管理の経費なり、また人口減少等においてですね、財政的に困難

とお聞きをいたします。このような状況から、県内では市町村設置型浄化槽整備へ

の取り組みをなされている町村もあると思いますが、この市町村設置型浄化槽とは

どのようなものか、そして市町村設置型浄化槽による生活排水処理事業への取り組

みについて考えはないかをお伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） お尋ねの高森町の方針としましては、総合計画にもありま

すように、し尿及び生活排水の処理につきましては、国・県の補助を受けまして、

合併処理浄化槽設置事業を推進してきたわけです。このことにより、水質の汚染防

止や環境破壊防止等の対策を進めているのが現状です。 

お尋ねの市町村設置型浄化整備とは、簡単に言いますと、市町村が浄化槽の設置、

維持管理、維持管理といいますのは、保守点検、清掃を含めますけれども、その主

体となり受益者となる住民から分担金や使用料を徴収しまして、事業費を賄う公営

企業として実施するものです。すなわち環境、側溝とか配水管のことをいいますけ

れども、それや処理場ですね、に替わりまして各戸に浄化槽を整備するという点を

除き、下水道事業とほぼ同じ枠組みで事業を実施するということです。メリット・

デメリットはありますけれども、この事業に取り組むとなれば、町が進めてきまし

た合併処理浄化槽設置者との不公平感対策やですね、事業を通し財政事情等の使用

料、分担料が発生し、公営企業となりますことから、維持管理業務も出てきますし、
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また先ほど申しましたように、基本計画や町が定めております循環型社会形成推進

地計画の変更と見直しを行い、業務がですね、多方面に増加しますので、まずは業

務体制づくりが必要かと思われます。逆にこの制度から、今、町が行っております

補助金制度へ戻す自治体もあると聞いておりますので、事業の十分な精査が必要と

思います。現状では、下水道事業や、今、議員が申されました市町村の設置型浄化

槽の取り組み等は考えておりません。 

市町村型の他町村の状況ということですが、県内では今申しました市町村型の設

置事業に取り組んでいる町村は１４町村と聞いております。以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 最後の質問に移りたいと思います。 

日本で最も美しい村加盟、そして観光立町を目指す高森町といたしまして、高森

町の中心街が異臭がするのは非常に残念と思いますが、今後、将来を担う子どもた

ちに誇れる高森町実現に向けて、各種対策等のインフラ整備等の考えはないのかを

お伺いをしたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 今後の排水溝の整備状況の整備事業ということでございま

すけれども、悪臭対策や美化側溝の目的で、用水機関や水利組合との調整もありま

すけれども、農業用水をですね、町の中の側溝へ放流しております。 

また、排水溝の整備状況は、排水整備の現状ではですね、以前にも農業集落排水

事業等も計画されたと聞いておりますが、負担金等の諸問題で事業が中止された経

緯もありますし、整備につきましては、合併処理浄化槽の普及・推進等で、環境問

題対策として総合的に検討していくということといたしまして、建設課としまして

は、合併処理浄化槽普及推進と道路排水のですね、円滑な流れを推進しまして、地

域の要望にも対応しながら、美化側溝の整備に努めていきたいと考えております。

以上です。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君。 

○３番（興梠壽一君） 山と森のくらし研究会が本年度から新たに発足されまして、現

在ですね、各地の視察が行われております。地元では気づかれなかった新しい景観

等の掘り起こしが現在なされております。また、本年度は世界文化遺産登録認定に

向けまして、景観条例の制定の準備がなされているとお聞きします。認定されます

と、日本で美しい村、それから阿蘇全体にはなりますけれども、世界農業遺産登録、

それと文化遺産登録、あわせて３本の矢ではございませんけれども、観光立町に向
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けてですね、大きなプラスになろうかと思います。既存の観光地と新しい観光スポ

ットがですね、融合されまして、新生高森町観光スポットがですね、形成されるこ

とを期待をして質問を終わりたいと思います。 

○議長（田上更生君） ３番 興梠壽一君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。しばらく休憩いたします。３時１０分よ

り再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５５分 

再開 午後３時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

１番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 皆さん、こんにちは。１番 宇藤です。 

本日ですね、最後の一般質問でございますので、皆さん、たいへんお疲れと思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

今回の一般質問は、通告に従いまして、平成２６年度町工事、県工事事業内容は

と、スクールバスのこれからはということで、順次、質問いたします。 

まず最初にですね、平成２６年度町工事事業内容の詳細と今後の対策はというこ

とでありますが、３月定例議会で高森町の平成２６年度高森町一般会計当初予算概

要書というのが可決しております。その中で町道新設改良事業計画書が最後配られ

ております。その中で通常ですと７,０００万円程度のですね、国庫支出金という

ことで今まで補正が組まれておられたと思いますが、今年は総事業費６億１,００

０万円で、国庫支出金のほうはですね、３億円あまりの予算を積極的に取りにいく

ということで予算計上されております。その中で、まず最初にですね、町工事にお

ける当初予算計上工事の国の補助や交付金事業の決定内容はということで質問させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 事前に許可をいただいて、パネルの使用をいただいており

ますので、ちょっと準備させていただきます。 
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失礼しました。１番 宇藤議員の質問にお答えいたします。許可をいただいてパ

ネルを準備しておりますが、このグラフを見てもらうと一目瞭然かとは思いますけ

れども、補助金総額ですね、今年の２６年度の補助金の内定額は、箇所にしまして

１０件で、約２億９,６０７万円となっております。県下でも３番目、阿蘇管内市

町村でもダントツの最高の採択となっております。グラフをもう見て分かりますよ

うに、近年、稀に見る金額となっている状況です。 

また、内訳としましては、概要で道路新設改良費が合計８路線で、２億６,８６

７万円となっております。また、道路維持費ですね、橋梁補修事業と路面性状調査

の合計２件で２,７４０万円となっております。補助金ごとの内訳となりますと、

社会資本整備総合交付金、これは６５％の補助でございますけど、５路線の２カ所

の１億７,９２３万７,０００円となっております。 

また、道整備交付金、これは５０％の補助金ですが、２路線で１億７７３万４,

０００円となりました。また、狭歪道路整備等促進事業につきましては、１路線で

９１０万円となっております。また、先ほど申しました道整備交付金につきまして

は、内閣府の地域活性化推進室が所管する地域再生基盤強化によります補助採択を

追加要望で７,１００万円を受けたところでございます。補助金の内容につきまし

ては以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 自席から失礼いたします。 

先ほど、松本課長のほうが答えていただきましたが、およそ２億９,６００万円、

素晴らしい金額ですね。それと、県でも３番目の予算獲得という、阿蘇ではダント

ツということで素晴らしいことだと思います。 

次の質問でございますが、じゃあ来年度以降の継続予定計画に伴う補助、交付金

確保についての見解をお尋ねいたします。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

来年度以降の予算確保といいますか、補助金確保についての見解ということでご

ざいますが、当然ながら、来年度以降も維持工事や新設改良工事の継続事業の申請

を行いまして、新設事業及び大規模等の事業が予想される場合は、申請が円滑にい

きますように、事前の準備を進めまして、一般財源の持ち出しが最小限に抑えられ

ますよう努めまして、しっかりとアンテナを張って情報の収集に努めまして、各種

補助金を国や県へ要望していきたいと考えております。以上です。 
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○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） １番 宇藤議員のご質問にお答えします。 

当初予算で計上しておりました事業に関しまして、私が思っていた金額に近い形

だというふうに思っております。草部南部の緊急経済対策事業で行いました町道永

野原河原線、延長１３キロを、行政としては年をまたぎますが、ほぼ１年であの距

離を全部やり直してしまうというのは、私はなかなか通常ではやっていただけない

ということで、今年は不採択に最初はなったところでございますが、内閣府地域活

性化推進室が所管する、私たちが知らないような予算がございましたので、そこに

補助採択をお願いをして、追加要望という形で採択を得たわけでございます。来年

以降は、まず議員さんも改選だと思いますし、なかなか私が今ここで答えるわけに

はいかないと思いますが、少なくともやり始めた事業に関しては、必要があるから

国も認めたわけでございますし、県も認めたわけでございます。だからこそ、首長

だけではなく、議員さんも一緒になってバックアップしていただきたいということ

と、もう１点は国が特に国土交通省が申し上げますのは、工期を守りなさいと、ス

ピード感がある工事をしっかり行うこと、このことはかなり強く国土交通省、農水

省、すべての省庁から提案されることでございます。だからこそ、やはり課が、セ

クションが、建設課が今以上により専門的な知識も必要だとは思いますが、やはり

一番大事なことはスピード感をもって、今年中に弾込めをしてしまうことだという

ふうに思っております。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） ぜひですね、また来年度以降もずっとありますので、予算獲得

に向けられてですね、よろしくお願いしたいと思います。それに伴いますですね、

今度は町工事に伴う辺地債と過疎債、増加への見解と対策ということでお尋ねした

いと思います。今日は、岩下財政係長のほうが欠席でございますので、町長のほう、

よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 自席から失礼いたします。 

辺地債、過疎債と、たいへん有効な起債でございます。要はこれは借金でござい

ます。しかしながら、借金の中でも質がございます。特に当高森町はこの辺地債に

おいては、やはり８０％が戻ってくるということで、これは財政の観点から見ます

と、有効利活用しなければいけないものではないかというふうに思っております。 

昨年度から今年にかけて、起債をこの辺地債、過疎債が増えた理由というのは、
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もうほとんど約８０％以上が情報基盤整備事業、要は光ブロードバンドの整備を高

森町中と山東部を分けて整備をする、情報をサーバーを２つ置く、一方が災害でク

ラッシュしても、一方でつなげられる、それのどちらもできるということで、過疎

債、辺地債を実は希望したわけでございます。だからこそ、約１３億円の借り入れ

を行う予定でございますが、そもそも過去の財政と比較いたしますと、１３億円を

借りたとしても、十分、過去と比べればいいものではないかというふうに、私自身

は思っております。また、この整備した施設等に関してはですね、やはりその年代

だけの人ではなくて、やはり次の世代、その次の世代も使っていくわけでございま

すので、そういう観点から考えましても、やはり有効な起債を使うということは当

然であるというふうに思っております。ただ、全国どこの自治体でも見られました、

バブルの前、昭和後半から平成ですね、その頃にすべてを起債でやる、最初から全

部起債で道路事業もやってしまう、ハードもそれでやってしまうという考え方では

なく、先ほど申し上げましたように、国の採択、県の単県事業として認めていただ

いて、より最初から５０％、６０％の補助をもらって、残りの分を起債として使わ

せていただく。そして、経済対策が出たときには、その起債の分に上乗せして、例

えば去年であれば元気臨時交付金等々の採択があることによって、二重の使い方が

できますので、私はそのように考えておる次第でございます。 

しかしながら、財政担当といたしましては、常に見直しやそのことに関しまして

は厳しく考えていくという方向性というのは変わっておりません。今日は、村上財

政監がお見えでございます。当町の財政の中でも、現職の職員としては、これ以上

のキャリアをお持ちの方はいらっしゃいませんので、私はあくまでも素人ですので、

村上財政監のほうからの見解も伝えさせていただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 財政指導監 村上源喜君。 

○財政指導監（村上源喜君） お答えします。 

今、町長が答弁されたことの補足にしかならないと思いますけれども、町長も相

当財政のことをしっかり教えろということで、私にもご相談がございましたし、そ

の都度、町長とはお話を進めてきたところでございますが、地方債に頼らない財政

運営ということは、先ほど興梠議員の質問の中でもありましたし、今の答弁の中に

も交付金等を有効に活用して、地方債に頼る部分は、その分事業で回っていくとい

うようなことでございました。 

宇藤議員のご質問は、過疎債、辺地債が多いんじゃないか、逆にいえばですね。

そういうことかと思いますが、今、町長が申し上げましたように、７０％、８０％
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が交付税として返ってきますし、現在の住民だけに負担を押しつけるというのは不

合理でありますし、それを年度間の財源調整という意味から、やはり一方では交付

金に頼る部分はあっても、一方ではやはりそういった負担の平等といいますか、そ

ういったことで財政運営をしていくのが一番いいことかなというふうに経験上は思

っております。 

ちなみに、今、宇藤議員の質問の中に、財調の残高、町債残高を見ましたところ、

財調のほうも一番少なかった頃は、約３億１,０００万円程度でございました。現

在、２５年度の決算見込みで１３億５,０００万円ということで、地方債のほうも

昨年は４５億円程度の残高でしたが、去年、今年についてはですね、先ほど町長が

申しまして情報通信の基盤整備でありますとか、そういったことで５０近くになり

ますけれども、また一方でその財政調整基金のほうが増えてきたということで、先

ほど右肩下がりというお話もありましたが、今の財政状況としては好転していると

いうふうに考えていいと思います。以上でございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 答弁いただきましたが、有効な借金ということで、約８０％は

また返ってくるということでございまして、財政調整基金のほうも１３億円と積み

上げられておりますので、その点、安心しております。また、今の財政的なものも

ございますので、検討のほうをよろしくお願い申し上げます。 

続きましてですね、町長が就任されて３年間言い続けられた弾込めの必要性です

ね、もたらす建設課の変化実例がありますならばお答えいただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

議員が申されましたように、町長がいつも弾込めの必要性を言われ続けてこられ

ました。私たちもその言葉を受け止めまして、事業の事前準備を進めてまいってお

ります。その結果、平常時の情報の早期の収集力の強化の大切さと併せまして、職

員の意識認識は建設課に限らず、変わってきたと私も感じております。特に新設道

路の要望につきましては、濁流が集落の中心部を通る様子の、インパクトのあるビ

デオとですね、防災道路を兼ねました新設道路の計画図面等を作成しまして、阿蘇

地域振興局や県土木部、また国土交通省等にも町長と同行しまして、必要性を訴え

てまいりました。 

その結果、先ほど交付金事業の決定内容でも申し上げましたように、大規模新設

道路をはじめとする高額な補助金の内定通知があったわけであります。このことに
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より、町長の言われ続けておられました弾込めの必要性を改めて私ども職員は強く

感じたところであります。こういった道路の補助金の獲得や路面性状調査あたりの

ですね、事業の変更等がその実例といえるんじゃないかと思っております。以上で

す。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 今の建設課長の答弁を聞かれてですね、町長のほうはどのよう

なお考えかお願いします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 弾込めの必要性ということを、事前の準備の中でしっかりやっ

ていかなければいけないということを言い続けておりましたので、やはり事業畑は

かなり浸透してきたのではないかというふうに思っております。と同時に、やはり

大事なことは、政治家がもつ人脈も大事ではございますが、行政職員が企画立案を

できる、そしてそれに整合性があり、国の施策であったり、国・県の施策であった

ことと合致する。要はマクロ経済的な視野で職員が考えていけることが可能になれ

ば、よりできるのではないか。そうなれば、私のようなある意味強引な手法の部分

と、よく県のほうから言われますが、そういうところの部分は私自身は、そういう

ところは出さなくても十分高森町でやっていけると思います。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） はい、分かりました。 

次の質問にまいります。平成２６年度の県の工事、県工事の事業内容の詳細と今

後はということでございます。平成２６年度のハード事業計画の内容について、高

森町で行われる県工事の予算ということでお聞きしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 県工事の事業内容ということでございます。こちらのほう

もちょっと見やすいようにパネルのほうを準備させていただきました。平成２６年

度の土木部関係だけの予算配分でございますけれども、阿蘇地域の主要事業のハー

ド事業ということで、高森町の決定は２１件で８億４,２４２万３,０００円という

ことで、管内の町村では、見て分かられますように、また最高額となっております。

内訳につきましては、１５件で、道路が約５億７４２万円、竹田五ヶ瀬線等の主要

地方道等の改良や、国・県道の補修や交通安全施設の工事を行うことになっており

ます。 
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また、砂防事業関係では、６件で、堰堤工事及び護岸工事等を行う予定です。道

路については、詳細な場所については、まだ予算配分があっただけで、路線名は決

まっておりますけれども、どこの部分をするという施工箇所、具体的にはまだ決ま

っていないところであります。 

また、平成２４年度の災害関係では、小七河原の砂防激甚災害対策特別緊急事業

の２億５,９３４万２,０００円が決定しております。 

このように高森町でたくさんの配分があっておりまして、今年度も災害復旧、復

興に向けまして、大きく前進する計画、予定となっております。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） グラフを使っての説明、ありがとうございます。 

さすがですね、この県工事につきましても２１件ということで、８億４,０００

万円、素晴らしい数字でございます。また、小七河原の堰堤とかですね、いろいろ

と予算が付いておりまして、安心しております。 

次の質問でございますけど、県工事の新規工事の決定を教えていただきたいと思

います。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 自席から失礼いたします。 

新規工事ということでございまして、道路につきまして国道２６５号ですが、広

域連携交付金ということで、舗装の補修が１カ所付いております。それから、竹田

五ヶ瀬線地域の元気金、道路改良ということで、津留の永野地区の改良工事等が新

規で付いております。それと、津留柳線の主要地方道の道路改良事業が新規事業で

付いております。それと、国道２６５号と熊本高森線の単県災害防除事業というこ

とで、新規事業ということで採択を受けております。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 分かりました。 

続きましてですね、県工事の今年度の砂防堰堤計画を教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（田上更生君） 建設課長 松本満夫君。 

○建設課長（松本満夫君） 砂防堰堤計画ということのお尋ねですが、土木部がまとめ

ております砂防工事は、先ほども言いましたが、６カ所で、堰堤計画４カ所、今年

度は工事は洗川の１カ所と、流量工事、護岸工事の２カ所となっております。今年

度の予算配分は３億３,５１８万円となっております。先ほども申し上げましたが、
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小七河原の砂防激甚災害対策特別緊急事業が２億５,９３４万円決定しておるとい

うことです。 

また、治山堰堤ですね、土木部ではありませんが、農林政策課の管轄になります

けれども、これにつきましては上色見地区の根子岳の２カ所と、単県治山事業が５

カ所が計画されておりまして、土木部予算とは別に事業費２億４,３０８万３,００

０円が予定されております。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 分かりました。 

続きましてですね、今年以降の九州北部豪雨災害等からずっときておりますが、

今年以降の災害復旧、復興工事の進捗についての見解をお答えいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 宇藤議員のご質問にお答えします。 

まずは、議員は九州北部豪雨災害で多大な被害を受けられた上色見・色見地域出

身の議会議員さんでありますので、多分この質問を考えますと、要はまだまだ足り

てない部分も、議員から見ればですね、足りてない部分もあるとは思います。しか

しながら、私としては３年目にしてはかなりのスピードで実は進んでいるのではな

いかなというふうに思っております。そういう中で、土木と農政、このどちらが例

えば林務、どこが持つかという、このどこの担当かもなかなか回したりですね、こ

れは県でもそうでございますけど、みんな本当マンパワーが足りない状態なんです。 

しかしながら、その中でもまず町としては予算の配分をしっかりお願いすると、

予算が決まれば速やか県にお願いをして、災害の復旧復興工事をやっていっていた

だくという姿勢には、何ら変わりはございません。ただ、先ほど興梠議員の質問の

ときに申し上げました高根切の治山等々に、いろいろ本当に個人的にもたいへん説

得を試みましたが、たいへん厳しいことがございます。私は、町にはどうしても必

要な工事だというふうに思っておりますし、またこれは災害の防災対策として絶対

不可欠だということは、議会の皆さまも一緒だと思います。だからこそ、やはり来

年に向けてですね、今年はまたその来年度の追加要望等も含めて、強く要望してい

かなければいけないと思いますが、１番議員さんはご地元ですので、何かやはり地

元の中で出ている話であったり、議員さんが思われる災害の復旧復興の形、それに

町がもしかしたら沿ってないような形の要望をやっている可能性もありますので、

ひとつ意見としてお聞かせ願えて、そしてそれをやはり地元の議員さんの要望とい
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う形で、ぜひともまた県にもですね、要望していきたいというふうに思っておりま

す。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 町長からのご指摘でございますが、私も議員になりまして九州

北部豪雨災害、すぐ経験をいたしましてですね、かなりの被害があったわけです。

色見の方は、上色見に比べてそんなにはなかったんですけど、やはり各地区におき

ましていろいろ聞いてみますと、砂防ダムがもう２０年ぐらい前に阿蘇山のほうが

爆発して、それで大規模な砂防ダム工事があっております。それからして、もう２

０年近くなっておりまして、その砂防ダムがほとんど満杯状態になっているわけで

す。それで今度、もうこの間のような災害のような雨が降った場合、今度、その砂

防ダムで本来は砂防がつかえてなくてはならないんですけど、その砂防がつかえて

いますので、ストレートに今後流木等が流れるわけです。だから、県のほうにやっ

ぱり言っていただきたいのは、その砂防につかえた砂防の砂の部分を取り除く工事

とか、また新たに大きい堰堤計画なりをもっと要請をしてもらいたいなというのが

私の思いでございます。それに対して、町長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） たいへん効率的にですね、通常考えればそのとおりだと思いま

す。一般の方は砂防堰堤を造って、そこに溜まれば、それを退かせればいいじゃな

いかと私もそう思います。しかし、溜めるために造ったものなんです、役人の考え

方というのは。だから、満タンになって、またそれをどかすんじゃなくて、次に造

るというのが実は国土交通省であったり、県の技術畑の方は皆さんそう言われます。

しかしながら、今年、去年上色見の地域の代表であります後藤英範議員からも強い

要望をいただきましたので、昨年度中に県と協議をいたしまして、今年、当初予算

で確か８００万円ぐらいだったと思うんですが、まずは溜まっている分を排除する

という方向性も知事が掲げられる創造的な休耕地という位置付けのもとですね、予

算配分はいただいておりますが、しかしながら８００万円ぐらいの予算で足りるわ

けはありませんので、今年も強く要望していきたいというふうに思います。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） ぜひ県のほうにですね、そのような形で要望していただきたい

と思います。 

次の質問にまいります。 

○議長（田上更生君） １番議員。財政指導監より発言が求められておりますので、許
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可いたします。 

○財政指導監（村上源喜君） 先ほど答弁しましたことにつきまして、補足説明をいた

します。 

財政状況が好転しているという言い方をしたかと思いますが、これは立ち直りつ

つあるというような意味に取られても困りますので、財政調整基金が残高１３億５,

０００万円というような、私が経験した中で一番大きい数字ということも捉えます

と、そうした運営ではないということを新たに申し上げておきたいと思います。あ

りがとうございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） では、次の質問にまいります。 

現在のスクールバス運営の詳細はということでですね、まず最初にですね、スク

ールバス運行に関しての目的と目標、そして制度設計はということでお尋ねしたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 教育長 佐藤増夫君。 

○教育長（佐藤増夫君） １番 宇藤議員のご質問にお答えいたします。 

スクールバスは、児童生徒の通学に利用されるバスであります。遠距離通学に伴

う児童生徒の時間、労力の無駄を省くために利用されるものであります。高森町ス

クールバス運行管理規則によりますと、スクールバスの管理責任について記載がご

ざいまして、車両及び運行の全般的関係については高森町教育委員会とし、教育委

員会は車両及び運行業務を委託することができるものとすると規定し、運営してい

るところでございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） はい、分かりました。 

続きましてですね、この運行体制、制度を変えた経緯、保護者、学校現場からの

意見も含められてお答えいただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 阿部恭二君。 

○教育委員会事務局長（阿部恭二君） １番議員 宇藤議員の質問にお答えいたします。 

運行体制を変えた経緯ということでご説明をいたします。運行体制につきまして

は、大きく変わったのは、平成１９年度からの運行でございます。平成１８年度ま

でのスクールバスの運行は委託と直営ということで運行を実施しておりました。委

託が７台、それから直営ということで３台の運行をいたしておりました。 

平成１９年度以降の機構改革を検討する中で、高森町の東中学校校区のスクール
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バスについて、この直営を廃止し、委託運行を行うことに対して了解を求めており

ます。そういうことで、地元説明会を３回実施をいたしております。関係者につき

ましては、東小・中の校長先生、それからＰＴＡの役員ということで説明を行って

おります。 

説明を行った中で、現行、委託運行の現状を見ても、問題がないということから

了解を得ております。 

そのことに基づきまして、平成１８年の１１月に交通総合対策特別委員会で、ス

クールバス運行管理委託について事務を進めるようにということで承認をいただき

ました。平成１９年度におきましては１年契約ということで、全路線委託を開始を

いたしております。色見１路線、上色見３路線、東校区の草部南部の３路線を運行

業務委託、それから直営の河原、草部北部、津留、３路線を新たに運行管理業務委

託ということで、全部で１０路線運行を開始しております。 

続きまして、平成２０年度につきましても、同じく１年契約ということで、全部

で１０路線契約を行っております。ただ、平成２０年度のスクールバス運行につき

ましては、見積もりを行った結果、業者の総入れ替えということになりましたので、

平成２０年４月１７日に地元説明会を実施をしております。その中に意見といたし

まして、来年度以降も本年度同様に業者のすべてが変わることがあるのかという質

問がありましたので、見積もり入札を実施すればあり得るということで回答してお

ります。 

それから、毎年業者が変わるより、複数年契約が可能であれば、同一業者が安心

であるがということで、それが可能かというようなご質問があっております。回答

といたしまして、複数年契約は財政面での手続き等が必要であると思われることか

ら、財政係と協議を行い検討したいというふうに回答いたしております。 

それから、町の行政改革案による支出等の見直しが行われているが、東中管内の

６路線は維持をお願いしたいということで要望があっております。今後も保護者と

協議し、変更等も含め理解をお願いしたいということで回答いたしております。 

それから、平成２１年度からにつきましては、検討いたしました結果、複数年契

約ということで、２１年、２２年、複数年契約を実施をいたしております。路線は

すべて１０路線です。変わりはございません。 

それから、２３年度につきましては、３カ年契約ということで、１０路線を委託

業者で運行いたしております。 

それから、２４年、２５年につきましては同様です。 
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それから、平成２６年度からの運行につきましては、高森町地域公共交通会議の

中で検討を行っております。その内容につきましてご説明を申し上げます。 

平成２６年度からの方向性についてということで、第１回の高森町地域公共交通

会議の中で検討を行いました。基本的な考え方ということで、バス関連事業を見直

すにあたって、町民バス、スクールバス及び保育園バスをできるだけ統合し、合理

的な運営を目指すことを基本ということでされております。その中でスクールバス

についてですね、高森東中学校区と高森中学校区とでは状況が異なっていることか

ら、校区ごとに検討する。それから、スクールバスに一般町民を混乗させることが

可能かどうかという方向で検討をいたしております。 

さらに詳しく報告しますと、バス関連事業の見直しの方向性について、高森町バ

ス関連事業見直し会議について、担当課、関係する各課と協議をいたしております。

高森東中学校区につきましては、平成２６年４月を目途に、スクールバスと保育園

バスの統合を検討する。２番目に、町民バスの廃止を前提としたスクールバスの混

乗化は現実では行わない。３番目に、平成２６年４月を目途に、高森校区の送迎バ

スの運行を検討する。続きまして、４番目に、高森東中学校区には、スクールバス

の定員と利用児童生徒の数が合致していないので、児童生徒数に応じた規模のスク

ールバスをリース等で保有して使用することとし、高森東中学校区で現在使用して

いる町有のスクールバスを高森中学校で使用することを検討を行っております。 

それから、高森中学校区について検討を行いました。平成２６年４月を目途に、

登校時のスクールバスの混乗化、無償運送を行い、該当する時間帯の町民バスを減

便することを検討するということで検討を行っております。 

３番目にスクールバスの委託形態についてということで、平成２６年４月の契約

見直しにあわせて、バスはすべて町で所有することとし、運転管理業務等を事業者

に委託する方向で検討するということで検討を行っております。 

検討を行った結果の報告ですが、これは第２回の高森町地域公共交通会議の中で

報告を行っております。高森東中学校区について、１番、スクールバスと保育園の

バスの統合についてということで検討を行いました。結果の報告をしております。 

関係各課、教育委員会、住民福祉課、政策推進課と協議を行い、スクールバスに

園児を乗せる場合には、時間帯もあります、それから付き添い、添乗員を保育園の

場合には配置することが必要になりますので、園児の送迎は当面独自の運行を行う

ことということで報告をしております。 

それから、町民バスの廃止を前提としたスクールバスの現時点での混乗化は行わ
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ない。これはもう行わないということで決定をしております。 

それから、平成２６年４月を目途に、高森高校生の送迎バスの運行を検討すると

いうことで、検討結果を報告しております。高森高校の始業時間に合わせるには、

遅くとも８時前には高森東中学校区を出ないと間に合わないという状況と、ほかに

もですね、いろいろありましたので、現在の通学時間を維持し、現時点では高森高

校生の生徒を高森高校へスクールバスでの送迎は困難であるということで判断をし

ているという報告をしております。 

それから、高森東中学校区には、町有スクールバスの定員と利用児童生徒数が合

致していないので、児童生徒に応じた規模のバスを購入、若しくはリース等で保有

し使用することとし、高森東中学校区で現在使用している町有バスを高森中学校区

で使用することを検討する。 

検討結果ですが、スクールバス５台、１４人乗りを購入し、東校区で運行する。

また、現在使用している東校区のスクールバスについては、高森中学校区で運行す

るということで報告をしております。 

高森中学校区について報告です。平成２６年４月を目途に、登校時のスクールバ

スの混乗化、無償運送を行い、該当する時間帯の町民バスを減便することを検討す

る。 

協議内容ですが、高森中学校区については、東校区からの３台のスクールバスの

リース、貸切バスで運行する。現時点では混乗化は行わないという結果を報告をい

たしております。 

それから、スクールバスの委託形態について、平成２６年４月の契約見直しに合

わせて、バスはすべて町で所有することとし、運行管理業務等を事業者に委託する

方向で検討する。 

協議内容ですけど、スクールバスについては町ですべて所有し、契約については

校区ごとに運行管理業務委託を行うことといたしました。 

以上、運行体制を変えた経緯でございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 詳細に聞けました。分かりました。 

この中で、委託業者の選定内容があると思いますので、お答えいただきたいと思

います。 

○議長（田上更生君） 教育委員会事務局長 阿部恭二君。 

○教育委員会事務局長（阿部恭二君） 委託事業者の選定内容についてということでご
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質問があっております。基本的な考え方を申しますと、平成２６年度からはすべて

町有のスクールバスの運行ということになりますので、今までのような貸切バスを

事業者が用意することがなくなりました。そういうことで、地元の事業者の方の参

入がしやすくなったということで考えております。委託選定につきましては、新し

い交通体系をつくる中で、一番重要視しているのは本当に安心して通学できるよう

な環境をつくることが最重要というふうに考えております。そのために児童生徒が

毎日正確に安全・安心して登校できる体制をつくる。安心・安全な運行を行うため

には、地元に詳しい運転手を基本的に雇用していただき、運行をしていただきたい

ということで、このことを基本にですね、町内の資格を有する事業者を選定し、指

名見積もり入札を行っております。その結果、高森中学校区の委託事業者は、九州

中央観光バス有限会社が落札され、現在、運行をされております。また、高森東中

学校区の委託業者は、有限会社草村タクシー様が落札され、現在、運行をされてお

ります。以上でございます。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） １番 宇藤議員のご質問でございますが、今、スクールバスは

教育委員会が所管でございます。しかしながら、高森町地域公共会議での内容であ

ったり、やはりそもそも子どもを安心して通学させるということは、これは町とし

て当たり前のことですので、私は補足をさせていただきます。 

これは私が常に指示をしていた内容でございます。１番が高森町地域公共会議で

の内容を重視する。目的は子ども全員が元気に楽しく乗車できる地域の保護者に顔

が見える地域密着型の運行、そのための目標が車体が目立つことでの監視ができる

ということです。スクールバスの運行が保護者や地域の方に一発で分かるというこ

と、そのための制度設計としては、より安全に運行するための厳格な資格保持、こ

れは委託をする会社の資格、運行体制、そして顔が見える地域密着型としての徹底

した地元雇用、私はそういうふうに思っております。そもそも私が就任したときに、

直前に３年契約が結ばれておりました。それまでの入札結果、見積もり入札結果で、

熊本市の業者の方、高森町外の業者の方が運行をされていたわけでございます。私

は、これは町長としての考えで、少なくともスクールバスというのは毎日運行する

ものです。そして、高森町は道路が凍結したり、やはりたいへん地理的に厳しいと

ころもございます。また、道もなかなか高森以外の方がすべて把握できるかといえ

ば、私はそうじゃないというふうに考えておりまして。すぐ当時の担当課の、教育

委員会の担当課だった職員さんにお聞きしたところ、３年間は変えることができま



 

－108－ 

せん。要は、町長が４年目でない限り替わることは、よほどのことがなければない

でしょうということでした。ですから、４年目に向かって私なりの考えを教育委員

会には述べさせた形であります。また、２５年度、昨年度までの契約内容との根本

的な違いは、要はもう運転を代行していただく、そしてそれに車両自体は町が持っ

て、それの管理自体をその代行する会社がやっていただくということです。 

また、私が言った厳格な資格等々に関しましては、１、普通法人としての納税証

明書提出、２、旅客事業者運送事業法人としての資格確認、３、法人資格所持とし

て運行管理責任者、整備責任者の配備、４、運転者免許条件として大型１種、中型

１種の保有、５、免許保有運転手を５名常勤体制の登録、社会保険、雇用保険の完

備、６、ほかに５名以外の２名の免許保有運転手を登録しておくと、これには社会

保険、雇用保険は完備させると。この２名分に関しては、町が運行される業者にこ

の分のお金は算定されておりません。すなわち、民間の会社が自分たちで払わなけ

ればいけないということです。 

運転手の雇用においては、基本的に先ほど局長が申し上げましたように、なるべ

く地元の採用、その理由というのは、山間部等々に関しての道の知識であったり、

地域密着型、毎日送られる保護者や地域の方が、顔が見れる運転手の方が安心・安

全につながるということです。 

そして、最後にこれが大事なことでありまして、私がいつも申し上げていました

のは、運転手として地元雇用された方が、安心して専業で運転をしていただく体制

を築きたいなというふうに思っておりました。兼業で、やはりほかの仕事をやりな

がら、朝、子どものバス、昼、夕方、そして諸事情により、その日運転できない、

できるとか、やはりなかなか賃金が安かったりした場合には、それはそれぞれの事

情があると思いますので、そこを勘案していただきたいというふうに私自身は思っ

ております。より厳しいというのはこういうことでございまして、私の提案を高森

町地域公共会議の中ではどのように教育委員会が考え、また教育長先生のお考えも

あるとは思いますが、基本的に町長としてのスクールバスの考えはこうでございま

す。以上でございます。 

○議長（田上更生君） 教育長 佐藤増夫君。 

○教育長（佐藤増夫君） 自席から失礼いたします。 

今、町長のほうの説明がございましたが、教育長として、このスクールバスの運

行につきましては、局長も申し上げましたが、安心・安全というのが一番でござい

ますが、やはり課題というか、心配事が私の中にはございました。一つはですね、
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山間部における、今日も何回か議会の中でありましたが、風水害、それから大雪で

すね、今までにないような、そういった自然災害等が起きてきています。そういっ

た中で、この安心・安全な運行ということに対して、非常に心配をもっております。

昨年も高森中校区で２日、高森東中学校区は４日間、大雪のために休校いたしてお

ります。この中でやはり地元ということがたいへん大事になってきているなという

ことを感じておりました。もう１点は、皆さま方もご承知のように、全国で多発す

る大型バスの事故等のニュースを見る度に、現在のスクールバスの車体の整備状況、

労務管理等ですね、大丈夫かなという心配がございまして、今回、今局長が説明が

ありましたように、老朽化したバスの入れ替え、しかも東校区には１４人乗りの四

輪駆動というバスを入れていただいて、また地元密着型での運行の再編が行われて、

地元委託、地元雇用、労務管理等、説明があったとおりでございまして、教育委員

会としましては非常に心配していたことが、このことによってですね、かなり解決

したということで、たいへん喜んでいるところでございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） 詳細にお答えいただきました。 

やはり、基本は本当に安心して通学できる、また子どもたちの安心・安全が基本

でございますので、そういうことで運行されるわけでございますが、先ほどの回答

の中で、草村タクシーというお話がありましたが、高森町の政治倫理条例規律適用

に対しての考えを、町長、お答えいただきたいと思います。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） お時間がありませんので、まずは真ん中の席で答弁をさせてい

ただくことを議長にお許しをいただきました。 

高森町政治倫理条例に抵触をします。まずは、私は私の選挙のときの形でいうと、

お約束事でいうと、そうであるというふうに認識をいたしております。しかしなが

ら、この条例は罰則規定がない、そして条例の中でうたわれている第４条、町長及

び議員の配偶者、私の配偶者ではございません。代表取締役 佐藤喜代子さんがそ

うでございます。また、同居もいたしておりません。そもそも私は、この三つの個

人施政公約の中で、草村企業は公共工事を受注しないということをお約束をいたし

ております。そういう中で、同居に関しましても、これは町長としては当たり前だ

ろうということで選挙のときにお約束いたしましたので、たいへん厳しい中でも、

家も借家住まいをしているわけでございます。また、代表取締役 佐藤喜代子さん

は、私の親族でもございませんし、２親等以内の血族でもございません。 
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しかしながら、実質はそうでございますが、実質、町民の方が見た目はいかがで

しょうか。私はやはり実質上の草村企業となれば、これはグループ会社で、私の父

がオーナーではないかというふうに疑惑の念をもたれるのは当然であるというふう

に思っております。政治倫理条例の中で、うたわれている中でいいように解釈すれ

ば、抵触はしないというふうに私も思いますが、私が選挙のときで言いました私の

考え方でいえば抵触はする。すなわち、株主は誰かと、そこの会社の株主、実際、

株主が誰かであって、経営を担当する取締役は誰かということが一番重要ではない

かというふうに思っております。ちなみに、私は草村企業グループの株を保有した

ことも、一度もございません。また、取締役になったこともございません。法人会

社というのは、株主がすべてでございます。 

そういう部分がこの高森町政治倫理条例の中には規則ではうたわれてはおりませ

んが、たいへん立派な条例でございます。その中で町長として高森町政治倫理条例

第４条よりも第２条第１項、すなわち町民全体の利益の実現を目的として行動する

こと、このことを重要視させていただきました。議員が政治倫理条例に関してご質

問されたことは、私は同じ政治家として、たいへん立派な姿勢であるというふうに

思っております。私自身、先ほど土木等の予算等でありましたが、やはり就任して

３年２カ月、残任期間１０カ月です。先ほど申し上げましたように、スクールバス

はこれは何年も続くことなんです。土木工事というのは、１週間であったり、１カ

月で工期が終わります。スクールバスは毎日運行して、雨の日も、風の日も、災害

の台風のときも、基本的には運行しています。そういう中では、やはり町民全体の

利益の実現を目的として行動することを重要視させていただいたわけでございます。 

私は、この就任して３年２カ月で、このことを政治倫理条例に触れたことはござ

いません。株式会社草村企業は、受注はゼロでございます。いい言い方をすれば、

ほかの会社は法人格も違うわけでございます。しかしながら、私はそういうことは

言いません。やはり私の父がこの高森町に生まれて、皆さんのご協力のお陰でこれ

だけ大きな会社を築いているわけでございます。草村企業グループの創始者である

私の父に間違いございませんので、そういう部分での町民の方に疑惑の念をもたれ

たり、不安を与えたりするとするならば、それはやはり私が払拭をしなければいけ

ない、説明責任をしっかり果たさなければいけないというふうに思っております。 

これは議会が提案された政治倫理条例第２条第５項にうたわれている道義的批判

を受けたときに関して、自ら真摯かつ誠実に責任を明らかにするということでござ

います。だからこそ、説明をさせていただきました。しかしながら、政治家として
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は私はまっすぐぶれず、次の世代へこのまっすぐぶれない、次の世代は子どもなん

です。だからこそ、私の考えを議会議員の皆さまがどういうふうに捉えられて、政

治家の判断として住民に説明をしていただきたいというふうに思います。その上で、

やはりこれから批判、中傷等々があるとするならば、後援会、家族に相談した上で

辞職をさせていただきます。以上です。 

○議長（田上更生君） 宇藤康博議員の質問の時間が６０分持ち時間を過ぎております。

しかしながら、たいへん重要な事案であろうかというふうに思いますので、皆さん

にお諮りしたいと思います。少し延長をさせていただきたいというふうに思います

が、よろしゅうございますか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） はい。それでは、少し延長して進めていきたいと思います。こ

れから１番議員、簡潔にご質問をお願いしたいと思います。 

１番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） お時間を与えていただきまして、ありがとうございます。 

誠にですね、身をもっての回答、私もいろいろと考えました。この質問をするに

あたりまして、いろいろ考えましたが、今後のスクールバスの子どもたちの安心・

安全のためにも、これはしておかなくてはいけないという思いでさせていただきま

した。 

時間がありますので、その次の質問に移らさせていただきます。スクールバスの

これからはですね、部活総合型スポーツ、学校イベント、予定されている運行対応

ですね、これをご回答をよろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 教育長 佐藤増夫君。 

○教育長（佐藤増夫君） このことにつきましては、高森町スクールバス利用規定とい

うのがございまして、その中にですね、児童生徒の便益のため、通学する児童生徒

の便益のために使用するということが書かれております。その中で特別の事由によ

り教育長または町長の許可を得た場合には、この限りでないという項目が一つ入っ

ております。そして、その特別の事由によりというところも、児童生徒の通学の支

障を来さない範囲の時間とするということで、あくまでも通学ということを重きに

おいて運行がされているという状況でございます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博議員。質問の次第が変わりましたので、簡潔に

お願いいたします。 

○１番（宇藤康博君） ではですね、この質問を最後にさせていただきます。 
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町長が思うですね、将来のスクールバス運行のイメージということで、最後の質

問をよろしくお願いします。 

○議長（田上更生君） 町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 誇りある高森町といたしまして、やはり先ほど申し上げました

ように、就学している子どもたち全員が毎日楽しく乗車ができる、そしてそのこと

を地域や保護者の方が見える、つまり顔が見える地域密着型の運行がもっとも安心

・安全に運行ができるというふうに考えております。以上です。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君。 

○１番（宇藤康博君） ２６年度の町工事、県工事、またスクールバスのこれからはと

いうことをですね、もうお時間大分過ぎましたが、いろいろ聞きました。町長がで

すね、一番始めに県工事、町工事のほうで、阿蘇郡でもダントツに予算を取ってき

た。これはやっぱり町長のいろいろなですね、働きによるものだと私は思っており

ます。その中でこれだけの予算も獲得ができて、そして私の地元でございますが、

色見保育園のほうもですね、建設ができたわけでございます。これは色見保育園の

ほうもずっと老朽化していたわけでございますので、またそれに伴います事業とい

うことでできとるわけでございます。また、草部におきましても、２億円の用水路

の工事も採択もできましたし、これはやはりいろいろとですね、感謝しなければな

らないということを、またこの本会議場の中で言っておきたいと思います。 

また、今後ともですね、今から九州北部豪雨災害がありました７月１２日に向け

てですね、もうすぐでございますが、その日になろうとしております。また、いつ

いかなる場合に雨がまた降るかもしれませんので、皆さま方、今からまたお体にで

すね、ご自愛いただきまして、また今後におきましても高森町のために一生懸命が

んばっていただきたいと思います。 

これをもちまして、私の一般質問に代えさせていただきます。 

○議長（田上更生君） １番 宇藤康博君の質問を終わります。 

これで、一般質問は終了しました。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれで散会いたします。どうもお疲れさまでございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１７分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） おはようございます。 

これから本日の会議を開きます。 

お諮りします。 

お手元に配付してあります日程にしたがって議事を進めたいと思います。ご異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって議事を進め

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 報告第３号 高森町国民保護計画変更に係る報告について 

○議長（田上更生君） 日程第１、報告第３号、高森町国民保護計画変更に係る報告に

ついてを議題とします。 

本件について、報告を求めます。総務課長 佐藤武文君。 

○総務課長（佐藤武文君） おはようございます。 

報告第３号についてご説明を申し上げます。 

報告第３号、高森町国民保護計画変更に係る報告でございますが、武力攻撃事態

等における国民の保護のための措置に関する法律第３５条第１項の規定により、市

町村は都道府県の国民の保護に関する計画に基づき、国民の保護に関する計画を作

成しなければならないと規定されております。 

本町では、平成１９年に高森町国民保護計画を作成しておりますが、この間、熊

本県国民保護計画の変更がございましたので、本町計画の変更が必要となり、本年

５月３０日に高森町国民保護協議会を開催し、計画の変更を協議決定していただい

たところでございます。 

武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律第３５条第６項及

び第８項の規定により、計画の変更についても計画の作成同様、議会へ報告するよ

う規定されているため、今回ご報告するものでございます。 

本町国民保護計画自体は、１００ページを超えるものでございますので、今回は

計画の概要ということで主な修正内容を記載させていただいております。 

概要の中に、主な修正内容でございますけれども、当初の計画から人口の変更が

ございましたので、平成２２年国勢調査をもとに人口を更新しております。 
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２番、消防力の変更ということで、平成２６年５月１日現在の人員に更新をいた

しております。 

３番、医療の確保ということですが、２５年に町内に新たに医院が開設されたた

め、これを変更しております。 

４番、高森町の組織体制の変更に基づきまして、それぞれ代替職員第１順位から

第３順位までを変更いたしております。 

５番、高森町緊急事態連絡本部の変更ですが、これも組織の変更ということで改

正をいたしております。 

６番、障がい者の表記の変更、障がい者の「がい」をひらがなに表記をすること

といたしております。 

７番、情報通信手段の挿入ということで、Ｊ-ＡＬＥＲＴ及びｅｍ－Ｎｅｔの表

記を情報通信手段として新規に挿入をしております。 

以上、主な部分についてご報告を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（田上更生君） 本件は報告事項でありますが、質問があれば発言を許します。

質問はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質問なしと認めます。 

以上で、報告第３号、高森町国民保護計画変更に係る報告については終了いたし

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 同意第３号 高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について 

○議長（田上更生君） 日程第２、同意第３号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任

についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） おはようございます。 

同意第３号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について、提案理由のご説明

を申し上げます。 

現在、高森町職員懲戒審査委員会委員を務めていただいております吉良禎人氏は、

平成２６年６月３０日をもってその任期が満了されるため、後任として高森町大字

高森２０２８番地８、山邉倢二氏を同委員に選任するものであります。 

同氏は、人格識見高く、市町村職員懲戒審査委員会委員として適任者であります

が、同委員の選任については地方自治法施行規定第１７条第５項の規定により、議
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会の同意を得る必要があるためご提案申し上げるものでございます。 

よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の

説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから同意第３号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本件について、同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、同意第３号、高森町職員懲

戒審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 同意第４号 高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について 

○議長（田上更生君） 日程第３、同意第４号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任

についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 同意第４号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

現在、高森町職員懲戒審査委員会委員を務めていただいております江藤明徳氏は、

平成２６年６月３０日をもってその任期が満了されますが、引き続き同委員を務め

ていただきたく選任するものであります。 

同氏は、人格識見高く、市町村職員懲戒審査委員会委員として適任者であります

が、同委員の選任については地方自治法施行規定第１７条第５項の規定により、議

会の同意を得る必要があるためご提案申し上げるものでございます。 

よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の

説明といたします。 
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○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから同意第４号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本件について、同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、同意第４号、高森町職員懲

戒審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 同意第５号 高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について 

○議長（田上更生君） 日程第４、同意第５号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任

についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長 草村大成君。 

○町長（草村大成君） 同意第５号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

現在、高森町職員懲戒審査委員会委員を務めていただいております村上源喜氏は、

平成２６年６月３０日をもってその任期が満了されるため、後任として高森町大字

草部１９１６番地４、阿南一也氏を同委員に選任するものであります。 

同氏は、本町職員として、市町村職員懲戒審査委員会委員に適任者でありますが、

同委員の選任については地方自治法施行規定第１７条第５項の規定により、議会の

同意を得る必要があるためご提案申し上げるものでございます。 

よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案

理由の説明といたします。 

○議長（田上更生君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

これから同意第５号、高森町職員懲戒審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本件について、同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、同意第５号、高森町職員懲

戒審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 付託案件の委員長報告並びに採決について 

○議長（田上更生君） 日程第５、付託案件の委員長報告並びに採決についてを議題と

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第３７号 高森町個人情報保護条例の一部改正について 

○議長（田上更生君） 議案第３７号、高森町個人情報保護条例の一部改正については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第３７号、高森町個人情報保護条例の一部

改正については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務

課より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細

に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定

しました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３７号、高森町個人

情報保護条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第３９号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 議案第３９号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第３９号、辺地に係る公共的施設の整備計

画については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務課

より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定し

ました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号、辺地に係る
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公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４０号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 議案第４０号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４０号、辺地に係る公共的施設の整備計

画については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務課

より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定し

ました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号、辺地に係る

公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４１号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 議案第４１号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 
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総務常任委員会に付託されました議案第４１号、辺地に係る公共的施設の整備計

画については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務課

より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定し

ました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４１号、辺地に係る

公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４２号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 議案第４２号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４２号、辺地に係る公共的施設の整備計

画については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務課

より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定し

ました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。
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質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４２号、辺地に係る

公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（田上更生君） 議案第４３号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４３号、辺地に係る公共的施設の整備計

画については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１１時から、総務課

より佐藤課長、村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定し

ました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 
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本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４３号、辺地に係る

公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４４号 高森町色見総合センター再生可能エネルギー基金条例の制定について 

○議長（田上更生君） 議案第４４号、高森町色見総合センター再生可能エネルギー基

金条例の制定については、総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報

告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４４号、高森町色見総合センター再生可

能エネルギー基金条例の制定については、６月１９日、第３、４委員会室において、

午前１０時１５分から、財産管理課より安方課長、田上課長補佐及び担当係長に出

席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可と

することに決定しました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４４号、高森町色見

総合センター再生可能エネルギー基金条例の制定については、委員長の報告のと

おり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４５号 監査委員に関する条例の一部改正について 

○議長（田上更生君） 議案第４５号、監査委員に関する条例の一部改正については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４５号、監査委員に関する条例の一部改

正については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１０時から、監査委

員事務局より甲斐局長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました

結果、全委員異議なく可とすることに決定しました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４５号、監査委員に

関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４６号 平成２６年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 議案第４６号、平成２６年度高森町一般会計補正予算について

は、各常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長 立山広滋君。 

○総務常任委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

総務常任委員会に付託されました議案第４６号、平成２６年度高森町一般会計補

正予算については、６月１９日、第３、４委員会室において、午前１０時１５分か
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ら、財産管理課より安方課長、田上課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に説

明を受け、午前１０時３０分から、政策推進課より東課長、古澤課長補佐及び担当

係長に出席を求め、詳細に説明を受け、また午前１１時から、総務課より佐藤課長、

村上財政指導監、後藤課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎

重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定しました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 文教厚生常任委員長 後藤三治君。 

○文教厚生常任委員長（後藤三治君） おはようございます。２番 後藤です。 

文教厚生常任委員会に付託されました議案第４６号、平成２６年度高森町一般会

計補正予算については、６月２０日、午前１０時から、第３、４委員会室において、

教育委員会より佐藤教育長、阿部事務局長、堺審議員及び各係長に出席を求め、詳

細に説明を受け、午前１０時３０分から、住民福祉課より阿南課長、丸山課長補佐、

各係長に出席を求め、詳細に説明を受け、また午前１０時５５分から、健康推進課

より、馬原課長、河崎課長補佐、新井課長補佐、各係長に出席を求め、詳細に説明

を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定しまし

た。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 建設経済常任委員長 興梠壽一君。 

○建設経済常任委員長（興梠壽一君） おはようございます。３番 興梠です。 

建設経済常任委員会に付託されました議案第４６号、平成２６年度高森町一般会

計補正予算については、６月２３日、午前１０時から、第３、４委員会室において、

建設課より松本課長、荒牧課長補佐及び各係長に出席を求め、また午前１０時４０

分から、農林政策課より、後藤課長、藤原審議員及び各係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定い

たしました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 各常任委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、各委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４６号、平成２６年

度高森町一般会計補正予算については、各委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４７号 平成２６年度高森町介護保険特別会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 議案第４７号、平成２６年度高森町介護保険特別会計補正予算

については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。 

文教厚生常任委員長 後藤三治君。 

○文教厚生常任委員長（後藤三治君） ２番 後藤です。 

文教厚生常任委員会に付託されました議案第４７号、平成２６年度高森町介護保

険特別会計補正予算については、６月２０日、午前１０時５５分から、第３、４委

員会室において、健康推進課より、馬原課長、河崎課長補佐、新井課長補佐及び担

当係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異

議なく可とすることに決定いたしました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４７号、平成２６年
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度高森町介護保険特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 議案第４８号 平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について 

○議長（田上更生君） 議案第４８号、平成２６年度高森町簡易水道事業特別会計補正

予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。 

建設経済常任委員長 興梠壽一君。 

○建設経済常任委員長（興梠壽一君） ３番 興梠です。 

建設経済常任委員会に付託されました議案第４８号、平成２６年度高森町簡易水

道事業特別会計補正予算については、６月２３日、午前１０時から、第３、４委員

会室において、建設課より松本課長、荒牧課長補佐及び担当係長に出席を求め、詳

細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決

定しました。 

報告、終わります。 

○議長（田上更生君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。 

本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４８号、平成２６年

度高森町簡易水道事業特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 特別委員長報告について 

○議長（田上更生君） 日程第６、特別委員長報告についてを議題とします。 
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特別委員長の報告を求めます。 

議会広報特別委員長 立山広滋君。 

○議会広報特別委員長（立山広滋君） ５番 立山です。 

議会広報特別委員会の報告をいたします。 

議会広報特別委員会は、６月２４日に開催し、６月議会広報「絆」５６号発行に

ついて、内容やスケジュールについて協議を行いました。内容につきましては、６

月定例会初日の質疑、平成２６年度一般会計補正予算及び一般質問を中心として取

り上げ、町民の皆さんに分かりやすくお知らせする予定です。今回は８月初旬発送

を目標としておりますので、議員各位のご理解とご協力をお願いいたします。 

以上、議会広報特別委員会の報告とさせていただきます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 委員会の閉会中の継続調査申出書について 

○議長（田上更生君） 日程第７、委員会の閉会中の継続調査申出書についてを議題と

します。 

各常任委員長並びに議会運営委員長から、所管事務及び所掌事務のうち、会議規

則第７５条の規定によって、お手元に配りました調査事項について、閉会中の継続

調査の申し出があっております。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田上更生君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長の申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） これで本日の日程は全部終了いたしました。 

一言ご挨拶申し上げます。 

６月１８日に開会いたしまして、本日まで８日間、お疲れさまでございました。 

ちょうど梅雨の時期というようなことで、ここ２、３日、梅雨の合間といいます

か、晴れた日もありますけれども、これからが梅雨特有の後半の大雨等、心配され

るところでございます。一昨年、大きな災害を本町受けております。町民、議会も

一緒になって、地域の皆さん方の安心・安全のためにですね、ご努力いただきたい

というふうに思いますし、また職員の皆さま方には警報等発令の折にはですね、待
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機というようなことで、これから皆さん方にはたいへんご苦労をおかけするかとい

うふうに思いますけれども、これも住民の皆さん方が安心して暮らしていける明る

い高森町をつくるための第一歩でございます。どうか職員の皆さん方のご奮闘をお

祈りを申し上げるところでございます。 

８日間、議会の中で新しいまちづくりについてもいろいろな議案提案等がござい

まして、ご審議をさせていただきました。提案どおり、すべてにおいて承認を受け

たわけでございますが、これからまた職員の皆さん方のご努力によりまして、本当

にきめ細かな、町民の本当に負託に応えられる議会、そしてまた行政として、これ

からも進んでいきたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いを

申し上げます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（田上更生君） 会議を閉じます。 

平成２６年第２回高森町議会定例会を閉会いたします。 

お疲れさまでございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時３７分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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